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第二十三回那覇市議会（定例会）

事務顛末


 
  	招集
  	一九五八年三月二十日
 

 
  	開催年月日
  	一九五八年三月　自二十四日　至三十一日
 

 
  	会期
  	八日間
 




――― ○ ―――

○本会議第一日目　一九五八年三月二十四日　午前十一時四分　午後一時三九分

本日の会議事件並びにその顛末左の通り
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◯本会議第二日目　一九五八年三月二十六日（水）　午前十一時二七分　午後四時三九分

本日の会議に付した事件並びにその顛末左の通り
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◯本会議第三日目　一九五八年三月二十九日（土）　午後一時十三分　午後一時十五分

本日の会議に付した事件並びにその顛末左の通り
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◯本会議第四日目　一九五八年三月三十一日（月）　午前十時五一分　午後五時四二分

本日の会議に付した事件並びにその顛末左の通り
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那議発第三六号

一九五九年二月五日

那覇市議会議長

高良一

行政主席　市長　宛

議会の結果報告について

一九五八年三月二十四日開催の第二十三回那覇市議会（定例会）の結果は別紙のとおりであります。

右市町村自治法第六十三条第三項の規定に基き、報告致します。





第二十三回那覇市議会（定例会）会議録

一九五八年三月二十四日

午前十一時四分開会

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

本日の出席三十七、欠席五人でありまして、議会は成立致しております。

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます。

本月七日付那建土発第九五二号を以って市長から議長宛去った第二十二回本会議に於いて採択致しました陳情についてその処理結果報告が参っておりましたのでその写を印刷の上、御手許に配布致しておきましたからそれにより御報告に替えます。

――― ○ ―――





那建土発第九五二号

一九五八年三月七日

那覇市長　兼次佐一

議会議長　高良一殿

第二十二回議会に於いて採択された陳情処理について

一、那覇市十区二組道路設置方の陳情について

右旧道は階段施設を維持修繕費で施行する

二、安里川護岸欠壊工亊に関する陳情について

右は二十二議会に予算を計上可決を経たので近日入札に付し工亊を施行する

三、むつみ通り道路鋪装及下水溝設置並に不法建築物の撤去の陳情について

鋪装工亊は一月二十六日工亊完了下水溝は都市計画亊業に沿い施行したい不法建築物については地主と建築主との間に立退きの件で目下訴訟中である。

要望亊項については衛生課長委員会にて聴取済

四、水害による欠壊道路の修復と排水施設並びに霊御殿小路の排水施設と路面補修の早期実現方に関する陳情について

一、寒川線の道路復旧工亊は予算が通過したので近日公入札に付し着工する。

二、排水工亊は三月定例議会に追加計上したい。





◯議長（高良一君）

次本月十二日付那総々発第一○三○号を以って市長から議長宛臨時出納検査立会人について文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

◯書記（新垣襄二君）

那総々発第一○三○号

一九五八年三月十二日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長

高良一殿

臨時出納検査立会人について（照会）

　市町村自治法第百七十二条の規定による臨時出納検査が近く行われますので、同法第百七十二条第二項による立会人の氏名お知らせ下さるようお願いします。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

只今朗読致させました通りであります。本件につきましては後刻議題と致し御審議願う事に致しますから御了承願います。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次本月二十一日付那総々発第一一七○号を以って市長から議長宛議案送付について文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

◯書記（新垣襄二君）

那総々発第一一七○号

一九五八年三月二十日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長

高良一殿

議案の送付について

　三月二十四日招集の定例議会に付議する左記案件を別紙の通り送付します。

記

一、那覇市部課設置条例の一部を改正する条例（案）

二、泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例（案）

三、水害に伴う事業税の軽減について

四、助役の選任同意について

五、那覇都市計画街路の一部変更について

六、泊港々湾区域設定に関する諮問について




◯議長（高良一君）

次同じく本月二十日付那建都発第一一六五号を以って市長から議長宛都市計画審議会の委員について文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

◯書記（新垣襄二君）

那建都第一一六五号

一九五八年三月二十日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長

高良一殿

都市計画審議会の委員について

都市計画審議会規則第五条第三号の規定による議会議員中からの審議会委員は現在五名ですが真和志との合併により議員定数が増え從って審議会委員については三名増えますので選出の上その結果を知らせて下さい。

なお履歴書各二通送付願います。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

本件につきましても後刻議題と致し御審議願う亊に致しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

本日二十四日付を以って三十九番議員新垣松助外議員十四名から公有水面理立免許申請の手続きについて、同じく二十四日付を以って一番議員久場景善外議員二十五名から那覇市行政区画整理調査研究委員会設置方の要請について議長宛決議案の提出がありましたので印刷の上御手許に配布致しました。本件についても後刻議題と致し御審議願う事に致しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

本月二十二日付那議発第四一号を以って議長から市長宛今期議会に付議される事件につき説明又は貭疑の為出席要求を致しました所同日付那総々発第一一八五号を以って出席者の職氏名の通知が参っておりますので書記をして朗読報告致させます。

○書記（新垣襄二君）

那総々発第一一八五号

一九五八年三月二十二日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長

高良一殿

議案説明者の出席について

一九五八年三月二十二日付那議発第四一号により議案説明について出席者の職氏名の通知依頼がありましたが、左記の通り出席させます。

記


 
  	市長
  	兼次佐一
  	建築課長
  	水間平
 

 
  	総務部長兼財政部長
  	仲原英通
  	区画整理課長
  	永山政徳
 

 
  	社会部長
  	義永栄善
  	衛生課長
  	比嘉政謙
 

 
  	総務課長
  	比嘉律雄
  	労務課長
  	喜瀬慎太郎
 

 
  	財政課長
  	崎浜国宏
  	戸籍課長
  	真栄里思温
 

 
  	水道課長
  	国吉長成
  	勧業課長
  	渡久地敬正
 

 
  	都計課長
  	知念英五郎
  	出納課長
  	平田つる子
 

 
  	土木課長
  	安里一郎
  	税務課長
  	普久嶺則明
 

 
  	徴税課長
  	仲里徳男
  	泊港務所長
  	山里将和
 

 
  	首里支所長
  	伊波広定
  	社会課長
  	野村安彦
 

 
  	小禄支所長
  	神山孝標
  	消防隊長
  	具志清一
 

 
  	真和志支所長
  	富山嘉仁
  	
  	
 




――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

議事に入ります前に市長の挨拶がございますので暫らくの間御静聴を願います。

◯市長（兼次佐一君）

本日茲に第二十三回定例会を招集致しました所議員各位には先の立法院議員選挙の激戦の中で大変お疲れになられただろうと思うのでございますがお一人もお疲れの色を見せる所か元気一杯で斗志滿々たる所の態度を以って御参集願いました亊に対して敬意を表します。同時にこの機会に於きまして私の施政方針の概畧について申上げさせて頂きたいと考えている次第でございます。

　私は施政の基本方針を、日本民族としての誇りをもつ那覇市民の、自主性を発揮できる「市民のための市政」を確立するという点におき、議会に対しては超党派的な立場を堅持して、議会と市当局の共同責任のもとに市民福祉の増進を図っていきたいと考えています。と申しますのは市町村自治法の示す通り、市町村自治体における行政運営をなすにあたっては、議会と市当局の双方が理解と協力の精神を発揮し、執行機関と議決機関の各々に与えられた権限を行使することによって初めて、その目的が達成できるしくみになっているからであります。

　さらに琉球政府章典に明確に規定されている通り「市町村の組織および運営に関する亊項は地方自治体の本旨に基いてこれを立法する」となっており、また地方自治体の自主性が重要視されていることは日本国憲法の第九十二条の規定と同様、市町村自治体の独自性を可能な限りにおいて認めるべく、これを保護するために設けられたものであります。從って「市民のための市政」を確立するということは、われわれの当然の義務であると考えている次第であります。

　以上申しあげました基本方針の中から生れてまいりますところの施策について明確にしておきたいのであります。

　まずはじめに那覇市民の問題であると同時に、沖縄全県民の重大問題である軍用地使用料の一括払いに対する考え方について申し上げます。布令一六四号に基づく限定付土地保有権の取得を目的とする地料の一括払いに対しては、昨年十二月二十八日の第二十一回那覇市会においてその受領拒否の決議が行われ、さらに立法院、市町村長会、軍用土地地主連合会、土地を守る総連合会においても同様な決議が行われています。然るに、米軍当局は、かかる全県民の一括払い反対の意志を無視して、これを強行しているのであります。ここに私は世論を尊重し、日本の領土主権を守り抜くために、地代の一括払いを拒否し、適正地料の毎年払いを実現させるべく積極的に努力する方針であります。

　次に私に課せられた使命は、去った市長選挙の際に、市民に公約した政策を忠実に実行することであります。那覇市の現状からいたしまして大那覇市建設に全力を注ぎたい所存でございます。幸いにしまして当間元市長時代にうち立てられた那覇都市計画のマスタープランがございますが、その後、瀬長市長、東江臨時市長によって、このマスタープランの線にそうたいくつかの亊業が計画され、現在続行中のものもありますので、私もこの基本計画にのっとり、さらに真和志市合併条件の新都市建設の基本方針に基いて大那覇市建設に全力を傾注したいと思います。

この場合に、直ちに考えなければならないのは、その裏付けとなる財政の問題であります。この件に関しましては、議員各位も既に御承知の通りばく大な資金を必要とするのでありますが、旧那覇市における都市計画亊業においても又、新市五ヶ年計画亊業の場合もそれに伴う財政計画は至って不安定なものとなっている次第であります。即ち資金の大半を依存財源に求めているということが問題であります。このことにつきましては那覇市が戰争のために徹底的に破壞されたという特殊亊情と、那覇市の自己財政規模を検討した場合、当然の措置と申さねばなりません。しからばこれらの亊業を行うにあたって、その資金が果して計画通りにえられるか否かによって、都市建設の亊業が早急に実施できるか、もしくは遲延するかのわかれめになることは申すまでもないのであります。

ここで過去の事実をみまするに、瀬長前市長の就任と同時に、米国民政府並びに琉球政府は好ましからぬ市長なりとして那覇市に対する一切の補助金を打ちきるに至ったのであります。

さらに、琉球銀行は那覇市に起債償還の能力なしとして融資を拒否したのであります。そのために自己財源をもって泊のポートターミナル、霊園等の工亊を行ってまいりましたが、その後、追放された瀬長市長の後に臨時市長として就任されました東江市長時代に、うちきられた補助金のうち八、二六五、〇〇〇円を解除する旨の口答指令があったため、久茂地線、ハーバービュウ線、牧志延長線の工亊を続行することになっています。

　以上のような亊実からいたしまして、那覇市の都市計画亊業に対する財政規模が至って貧弱であり、不安定なものであると申しあげた次第であります。さて然らば、兼次市長がこのような特殊的な性格を有する財源の確保が果してできるかどうかということについては議員各位は勿論、全市民の重大関心亊となっていることだと思います。否那覇市民だけではなしに全県民の関心亊であり、祖国九千万同胞をはじめとする全世界の注目している問題であると申しあげても決して過言ではないと考えております

このことについて私は確信をもっています。即ち米国民政府も琉球政府も補助金の打ち切りを全面的に解除するということであり、琉銀の融資も再開されるという確信であります。

その理由を申しあげます。モーア高等弁務官は一月十四日に私の市長当選についてステートメントを発表しておられますが、その内容は「那覇市の選挙民は自由世界においてのみ知らされている民主的方法に基いて行われた自由選挙を通じて市長を選んだ。兼次氏が選出された民主主義の同じ理念に基き責任をもってその職責を果すことが市長に当選した兼次氏の責任である」となっています。私もモーア高等弁務官の考えと、私の考え方が期せずして一致しているところに以上の確信がえられるわけであります。

私は市長としての私に課せられた使命は、市民に公約した政策の実行であると申し述べましたが、それはモーア高等弁務官が述べた民主主義の理念にもとづき責任をもってその職責を果すということであります。　民主主義の理念にもとづいて行われる政治はひとり那覇市長のみに要求されるべきものではないのであります。

これは自由世界におけるすべての政治行政の担当者が忠実に守らなければならない基本理念であります。

祖国日本に於いては、広島、長崎、名瀬市等の如き戦災都市の復興事業に対してその費用の九割を負担しています。

米国が沖縄を統治している以上は、日本に於ける以上の例からしても那覇市の復興事業に財政的援助を与えることは当然の措置だと考えています。とくに米国民政府は一九五五年九月二十日に指令を以って、返済を要しない都市復興事業資金として八千七百万円の交付が明らかにされております。

それがさきに申述べた通りの事情に依って一時中止されていたのでありますが、本年一月四日に東江臨時市長に対し、その一部の八百二十六万五千円を交付する旨の口頭に依る伝達があったので、その一部分については既に着工しており、その一部は完成しているのであります。

若し米国政府が、市長になった個人に対する好き嫌いの上から、自ら出したところの指令、伝達を取消して之を履行しないようなことがあるとすれば、それこそ民主主義の理念を失った行為であり、責任を以って職責を果すと云う政治行政の担当者に課されている使命を忘れたものとして全世界の物笑いになるものだと考えています。

なお日本政府に対しましては、那覇市の都計事業が日本の国土造成の一環であり、さらに沖縄が第二大戦に於いて最大の犠牲をこうむったという事実からして、日本内地におけるそれと同様に当然財政的援助を与えるべきであると云う見地から、補助金の交付方について要請致している次第でございます。　これにつきましては議会におきましても積極的に御協力賜りますようお願い申し上げる次第でございます。次に現行予算の執行に対しましては、さきに更生になられました予算を中心にいたしまして、これを厳正に執行することに努力をいたしていますが、若し年度内に於て更正しなければならない事態が生じますならば、臨時に議会を招集して御審議をわずらわしたい所存であります。

最後に市民に公約いたしました政策のうち、一九五九年度予算を以って実施したいと考えている主なものを申し上げて、その間に於ける議員各位の御検討の資料に供したいと思います。即ちその一つは区長制度の復活であります。その二は水道料金の値下げであり、第三は国場川の埋立事業であります。

以上私の施政に対する基本大綱及び次年度予算編成の上に現れて参ります政策の一端を申し述べまして議員各位並に十八万市民各位の全幅の御協力、御鞭韃を希望いたします。

次に簡單に提出議案の趣旨について申述べさせて頂きたいと思います。今期の議案につきましては既に議長宛に文書を以って送付致しました通り、六件に亘り御審議御決定をお願い申上げる次第でございますが那覇市部課設置条例の一部を改正する条例及び泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例、水害に伴う事業税の軽減について那覇市都市計画街路の一部変更について更に泊港々湾区域設定に関する諮問、助役の選任同意について以上六件と相成っている次第でございます。

まず最初の部課設置条例を提案致しました理由について申上げて見たいと思います。現在の勧業課を廃止致しまして農林水産課及び商工観光課の二部を新設したいのでございます。是については議員各位が既に御承知の通り一九五七年十二月十日第二十一回那覇市定例議会で議決されました

那覇市真和志市両市の合併に当っての合併協定書の第二項に基いたものでございます。更に是を普遍して申上げますならば現在の勧業課は商工業農水産業等産業全般の業務を担当しておりますが、その範囲が多岐に亘り産業行政の遂行上最も重要な業者との連繋や試作の審査及び積極的な業務の進展を期する為には各部門毎の担当課を設ける事の必然性を痛感するものでございます。

那覇市の商工業は戦後急速に進展し店舖五千工場五百に達しておりますし、市民所得に於いては第二次及び第三次の産業が九十パーセントの高い構成率を持っており、大部分の市民の経済活動は商工業に集中し那覇市は商工都市として琉球経済の中心を為しております。この様な殷賑は那覇市の商工業を益々発展させ経済の発展を諮るには商工行政主管の課を設けて積極的且つ強力なる施策を講じなければならないと思考するものであります。現在商工関係の職員は僅かに三名でありこの劣勢なる陣容を以ってしては到底那覇市の商工行政の遂行は望めないものと考えておる次第でございます。

次に農林水産部面では三市一村合併に伴い農家戸数二千五百、耕作面積八百町歩漁業経営戸数五百三十四戸、漁船総数五十隻その総屯数一千二百二十三屯に達し、その地域は飛躍的に増大しており、合併前の旧首里、小禄、真和志に於いてもその主管課を置いており、是等の市村を合併した今日農林水産の担当課の設置は寧ろ当然の事と思います。斯界中心に於ける消費的産業に比べまして周辺地域の生産産業は不振の現状にあるので中小企業の育成と共に生産部面の振興策を重点的に推進する上から主管課の設置は是非実現したいと考えておる次第でございます。次に泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例についての趣旨でございますが是も御承知の通り泊港々湾管理使用条例の一部を改正しなければならない所の理由は港湾施設使用料の中岸壁通過料輸出入貨物とも屯当り十五円の率でございますが那覇港の場合は輸入貨物一屯につき十五円輸出貨物一屯につき十円でありますので那覇港と泊港は地理的に近い関係上是を同率にする亊は更に港湾運営の上から好ましい亊だと思われている次第であります。

尚琉球列島内の貨物については外航輸出入貨物との均衡を保つためには更に重量六十キロにつき一円と決めてあるのを事務煩鎖を避ける為に單位を屯單位として端数を半屯毎の量率とし五円にした所に改正の理由があるのであります。

次に水害に伴う事業税の軽減について是につきましては去る二月七日の水害被害者に対する救援対策として去る全員協議会に於いてお話申上げました通り市当局として可能な範囲に於ける救済対策を講じなければならないと云った考え方から議会の御意思も参酌致しまして立案は商品持高被害率を四分の一と見做して面接申告為さしめ是に軽減率を設け減税する様に致したのでございます。

次、那覇都市計画街路の一部変更についてでございますが本案につきましては理由書に示してございます通り当初計画と現在の状况に若干の変化を来たし又技術面から致しましても変更の必要に迫まられております関係上提案した次第でございます。

次、泊港々湾区域設定に関する諮問は提案説明にもあります通り港湾法第六条の規定によりまして行政主席に申請して認可を受る事が出来るのではございますが、この事により隣接地域に若干の規制を受ける関係から致しまして法的に規定はございませんが、より民主的に行う為敢えて本議会に本案を諮問致した次第でございます。以上以ちまして施政方針の概畧と議案に対する提案趣旨の説明を終らして頂きます。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上御手許に配布致しておきましたからそれにより御報告に替えます。

――― ○ ―――





議事日程第四号

一九五八年三月二十四日（月）午前十時開議

第一　今期議会の会議録署名人選挙

第二　今期議会の会期を定めること

第三　臨時出納検査立会人の互選について

第四　議員定数増加による都市計画審議会委員の選任について

第五　公有水面埋立免許申請手続きについて

（三九、四、五、九、一四、一六、一七、二〇、二二、二八、三一、三三、三四、四〇、番議員提出決議案第三号）

第六　那覇市行政区画整理調査研究委員会設置方の要請について

（一、四、五、六、七、八、九、十一、十四、十七、十八、十九、二十、二十三、二十四、二十五、二十六、二十七、二十九、三十、三十一、三十二、三十八、三九、四十、四十五　番議員提出決議案第四号）

第七　那覇市部課設置条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第五号）

第八　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第六号）

第九　水害に伴う亊業税の軽減について

（市長提出議案第七号）

第十　助役（第一）の選任同意について

（市長提出議案第八号）

第十一　那覇都市計画街路の一部変更について

（市長提出諮問第一号）

第十二　泊港々湾区域設定に関する諮問について

（市長提出諮問第二号）





本日の会議に付した事件

一九五八年三月二十四日（月）

第一　今期議会の会議録署名人選挙

第二　今期議会の会期を定めること

第三　臨時出納検査立会人の互選について

第四　議員定数増加による都市計画審議会委員の選任について

第五　公有水面埋立免許申請手続きについて

（三九、四、五、九、一四、一六、一七、二〇、二二、二八、三一、三三、三四、四〇、番議員提出決議案第三号）

第六　那覇市行政区画整理調査研究委員会設置方の要請について

（一、四、五、六、七、八、九、十一、十四、十七、十八、十九、二十、二十三、二十四、二十五、二十六、二十七、二十九、三十、三十一、三十二、三十八、三九、四十、四十五　番議員提出決議案第四号）

第七　那覇市部課設置条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第五号）

第八　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第六号）

第九　水害に伴う亊業税の軽減について

（市長提出議案第七号）

第十　助役（第一）の選任同意について

（市長提出議案第八号）

第十一　那覇都市計画街路の一部変更について

（市長提出諮問第一号）

第十二　泊港々湾区域設定に関する諮問について

（市長提出諮問第二号）





◯議長（高良一君）

では只今より議亊に入ります。

◯辺野喜英興君

議亊に入ります前に本員として執行当局に要求致したいと思いますので皆様にお諮り願いたいと思います、と申上げますのは只今市長から挨拶と施政の基本大綱と実施方針を縷々説明しておられましたが是は申すまでもなく我々議会は勿論市民全体の福祉を大きく左右するものであり、政策実施と云う面からお互い執行部と議会当局双方の責任に於いて市政を運営すると云う亊は最も大切な事であります。斯かる重要な施政方針であるが故に我々議員に対しても只今の施政方針をプリントにして配布して頂きたい。と云う亊を要求致したいと思いますのでお諮り願います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

只今辺野喜議員より市長の施政方針をプリントにして議員各位に配付して貰いたいと云う動議が提出され、所定の賛成があって動議は成立致しております。依ってお諮り致します。

動議の通り取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め左様に決し只今の市長の施政方針をプリントにし議員各位に早急に配布する様当局に要求する亊に致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

では日程第一、今期議会の会議録署名人の選挙についてを議題と致しお諮り致します。本件につきましては從来那覇市議会の慣例ともなっておりますので議長の指名に一任して頂きたいと思いますが左様取計う亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め左様に決し議長から指名致します。二番議員平良真次郎君、四十三番議員真栄田義晃君以上のお二人に会議録署名人をお願い致します。

◯議長（高良一君）

次日程第二、今期議会の会期を定めることについてを議題と致し議長からお諮り致します。御参考迄に亊務局の計画案を申上げますと、六日案と八日案が計画されております。

まず六日案について申上げますと二十四日月曜日本会議、議案上程説明聴取、二十五日は議案研究のため休会、二十六日水曜日本会議、議案上程、貭疑、委員会付託、二十七日、二十八日は委員会で付託亊件の審査、二十九日土曜日本会議議案上程委員会審査報告、討論、表決で結局本会議が三日間　委員会二日間、休会一日で六日間。次の八日案によりますと、二十四日月曜日本会議、議案上程説明聴取、二十五日は議案研究のため休会、二十六日水曜日本会議、議案上程、貭疑、委員会付託、二十七、二十八、二十九日迄は委員会で付託事件の審査、三十日は日曜日の為休会し、三十一日月曜日本会議　議案上程、委員会審査報告、討論表決となり、結局本会議が三日間、委員会三日間、休会二日間で合計八日間で閉会する計画となっております。

以上御参考迄に申上げまして皆さんの御意見を承りたいと思います。





第二十三回　那覇市議會（定例會）日程計画表（案）
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◯高良清二君

亊務局の方で調整した今期議会の会期については八日案と六日案の二案がありますが本員は六日案に賛成致します。

（「賛成」と呼ぶ者多数）

◯議長（高良一君）

只今二十三番議員（高良清二君）より六日案に賛成と云う御意見があり、多数この案に賛成の声がありますが、左様取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないものと認め左様取計らう亊に決し今期議会の会期を六日間と決定致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第三、臨時出納検査立会人の互選についてを議題と致します。本件につきまして前議会に於いては総務、建設、文厚労以上の三委員会から各一人宛を選出致したのでありますが、今回も前議会同様の取扱いを致しまして人選については議長の指名に一任して頂きますかどうか。それとも各委員会毎にお諮り願って一人を互選して報告して頂きますか。どちらに致しますかお諮り致します。

（「議長指名」「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

議長指名と云う亊でありますが、左様取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め前議会同様三委員会から選任する亊に致し議長から指名致します。総務財政委員会から大山盛幸君、建設委員会から宮里敏慶君、文教厚生労務委員会から糸数昌剛君以上三名を指名致します。

御承認を願います。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第四、議員定数増加による都市計画審議会委員の選任についてを議題と致します。本件につきましては合併による議員定数の増加による増員でありまして、即ち都市計画審議会規則第五条第七項に市町村議会は第一項第三号の規定による委員を選挙しなければならないとあり、その第一項第三号とは市町村議会の議員各位定数の六分の一以内と規定されておるのであります。從いまして去った十一月十六日の本会議で選任致しました五名の委員の方々の外に更に三名を選挙致したいと考えるのであります。是につきましては出来る丈真和志出身の議員の方々から互選して頂いた方が穏当だと考えますが是に対する皆さんの御意見を伺い、尚選挙の方法を如何様にするかお諮り致します。

◯高良清二君

本件につきましては真和志の議員の方々から三名を選出することにし、その方法は議長の指名に一任する動議を提出致します。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

動議は成立致しております。只今の二十三番議員（高良清二君）の動議の通り議長指名に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め議長から指名致します。一番議員久場景善君、七番議員森田孟松君、十七番議員金城賢勇君、以上三名の方を指名致します。

御承認願います。

（「議長休憩」と呼ぶものあり）

◯議長（高良一君）

では食事のために休憩致しまして、午後は一時から再開致します。

――― ○ ―――

（午後十二時六分休憩）

（午後一時十三分再開）





決議案第三号

公有水面埋立免許申請手続きについて

公有水面埋立免許申請手続きについては布令第一〇六号の規定に基き秩序ある所定の様式並びに事務手続きを要する旨明示されております。然るに最近之が免許申請について爾後承認を得る者或いは申請中に理立をなし申請埋立坪数以上埋立を施行する等本末顛倒する処理がなされおるやに伺われ誠に遺憾に存ずる次第であります。依って是が免許申請については法の明示する規定に基く手続きにより処理して戴きます様、那覇市議会の議決を経て要請致します。

一九五八年三月二十四日

三九番議員　新垣松助

四　番議員　比嘉佑直

五　番議員　赤嶺一男

九　番議員　金城武一

一四番議員　喜久山朝重

一六番議員　石原昌進

一七番議員　金城賢勇

二〇番議員　宮里敏慶

二二番議員　玉井栄次

二八番議員　上原文吉

三一番議員　宮城　実

三三番議員　崎山喜達

三四番議員　具志清裕

四〇番議員　金城幸信

四四番議員　久高友敏





参考

公有水面埋立免許申請手続

（都市計画関係法規集抜萃）

第一条　民政府布令第一〇六号に基く公有水面埋立免許申請はすべて所定の様式による書面を以って行い以下の条項に掲げる手続きに從って処理し、且つ意見及び勧告を附して、民政官に進達しその考慮を求めるものとする。行政主席は申請書が所定の様式によっていないとき、又は適当な計画書を伴わないときは訂正すべき事項又は追加すべき事項について表示の上当該申請人にこれを返附する。

第二条　行政主席は前条の申請があったときは工務交通局長に左に掲げる事項を行わしめる。

（一）申請書及びそれに伴うその他の書類が所定の様式に從い且つ現行法規に合致しているか、どうかを確定する為に詳細な調査を行うこと（所定の様式によらない申請書は返附する）

（二）申請人の身元及び資力を調査すること

（三）関係地域（埋立工事）の現地監検及び調査を行うこと

（四）申請について当該市町村長に対し

市町村議会の意見を徴せしめ、これを工務交通局長に進達せしめること。工務交通局長は更に自らの意見を附してこれを行政主席に進達する（本号は埋立申請が当該地方の利害及び埋立申請にかかる地域についての其の他の陳情に及ぼす干渉を防ぐ為である。）

第三条　申請書は直接又は当該地方庁を経て行政主席に提出するものとする。

第四条　申請書の宛先は琉球政府行政主席経由琉球列島米国民政府、主席民政官とする。





◯議長（高良一君）

午前に引続き本会議を再開致します。

日程第五、公有水面埋立免許申請手続きについて三十九番議員外議員十四名提出決議案第三号を議題と致し提案者の提案趣旨の説明を求めます。

◯新垣松助君

公有水面埋立免許申請手続きについては布令第一〇六号の規定に基き秩序ある所定の様式並びに亊務手続きを要する旨明示されております　然るに最近之が免許申請について爾後承認を得る者或いは申請中に埋立をなし申請埋立坪数以上埋立を施行する等本末顛倒する処理がなされておるやに伺われ誠に遺憾に存ずる次第であります　依って是が免許申請については法の明示する規定に基く手続きにより処理して戴きますよう那覇市議会の議決を経て要請致します

尚御参考迄に申上げますが現在の公園の後側又は波の上方面の埋立申請の件につきましては今迄約五ヶ所埋立の形跡があるように見受けられますが我々議会に対しては二ヶ所しか諮問は来ていないのであります是から考えます場合我が那覇市の都市計画上凡ゆる面に支障を来たす恐れがあり是に対する対策を我々は講じなければいけない立場に立っていると思うのであります依って公有水面埋立免許申請手続都市計画関係法規つまり　第一条民政府布令第一〇六号にもとづく公有水面埋立免許申請はすべて所定の様式による書面を以って行い以下の条項に掲げる手続きに従って処理し且つ意見及び勧告を附して民政官に進達しその考慮を求めるものとする行政主席は申請書が所定の様式によっていないとき又は適当な計画書を伴わないときは訂正すべき亊項又は追加すべき事項について表示の上当該申請人にこれを返附する

　第二条　行政主席は前条の申請があったときは工務交通局長に左に掲げる亊項を行わしめる。

　（一）申請書及びそれに伴うその他の書類が所定の様式に従い且つ現行法規に合致しているかどうかを確定するために詳細な調査を行うこと（所定の様式によらない申請書は返附する）

　（二）申請人の身元及び資力を調査すること

　（三）関係地域（埋立工亊）の現地監検及び調査を行うこと

　（四）申請について当該市町村長に対し　市町村議会の意見を徴せしめ、これを工務交通局長に進達せしめること　工務交通局長は更に自らの意見を附してこれを行政主席に進達する（本号は埋立申請が当該地方の利害及び埋立申請にかかる地域についての其の他の陳情に及ぼす干渉を防ぐためである。）

第三条　申請書は直接又は当該地方庁を経て行政主席に提出するものとする。

第四条　申請書の宛先は琉球政府行政主席経由琉球列島米国民政府主席民政官とする。斯ういう条項文がありますので、那覇市議会建設委員会の協議によりまして本要請決議案を提出した次第であります、宜敷く御審議の程お願い申上げます。

◯議長（高良一君）

本案について貭疑に入ります

◯真栄田義晃君

現在迄五ヶ所位の埋立をやっているようでありその中二ヶ所は申請がなされておりますが後三ヶ所は何処何処でありますか。

◯新垣松助君

小禄方面即ち公園の後側にあります現在の埋立地域でありましてそれが三ヶ所の埋立になっておりますが今迄の経緯から議会に諮問したのが一ヶ所であります。

◯議長（高良一君）

他に貭疑はないようでありますので貭疑打切り討論に入りたいと思いますが左様取計らう亊に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認めます、依って貭疑打切り只今から討論に入ります。

◯平良真次郎君

本決議案に対しましては全面的に賛成するものであります。特に本案につきまして若干当局に対して要望がありますので申述べさせて頂きます。都市計画の面に於きまして公有水面埋立問題が既に前議会に於いて活溌なる議論が展開され市有地の造成と関連し更に都市計画並びに学校敷地の問題或いは市民の住宅地の問題等色々関連性がありましてこの問題が前議会においても論議され茲に建設委員会提案によってなされているという亊は誠に結構な亊と本員も賛意を表するものであります。特に現在の那覇市の在り方から見ました場合些か公有水面の埋立問題或いは市有地の造成問題については片手落ちの感があります。この点につきましては今先市長から国場川の埋立問題については来年度是を計画実施すると云う方針のお話がございまして一応納得したのでありますが然し斯ういったような既にこの決議案の中にもありますとおり許可なくして或いは許可する前において計画のない其処に制約のない埋立斯ういったものがバラバラになされた場合今度の都市計画並びに市有戝産の確保において非常に支障を来たし又聞くところによりますと国場川の埋立が大体坪当り六百円位で、できるというような亊でありますが現在の国場川流域一帶の地域は坪当り時価二千円から三千円位もすると云われ斯ういう亊も市自体が埋立する亊によって今後の斯ういう土地問題並びに市財政に及ぼす影響は多々あると思います　それでこの決議案に加えまして当局として今後この埋立或いは国場川を指して申上げますと如何なる方法で或いは現在真和志の方で認可を取ったと云う話もございますがそれも確実であるかどうかと云ったような意味も加えまして那覇市自体として今後公有水面埋立に対する計画書を添えるか或いは是が間に合わなければ一応の文書によって今後斯う云った地域に対する所の方針を行政主席工務工通局民政官にもこの意を申達しまして是非今後市当局にこの重要な埋立問題をやらせて貰うようにプランをハッキリ打出す亊を夫々の関係主管官庁に連絡し更にこの問題が市としての戝産の確保であるが故に市民自体も今後起りうる市有地問題についてもより以上の協力をうる意味におきましてもこの計画を早く実施し併せて斯ういった文書も添えて関係当局の了解を得て問題を推進して貰いたいと思いますそう云う意味において要望すると共に本案に賛成する次第であります。

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では討論終結採決に入りたいと思いますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め討論を打切り採決に入ります　日程第五、公有水面埋立免許申請手続きについて決議案第三号は原案通り可決する亊に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

◯議長（高良一君）

万場一致を以って本案を可決々定致します　よって本決議案の通り法に明示する規定に基く手続きによって処理して頂くよう那覇市議会として政府へ要請する亊に致します。





決議案第四号

那覇市

行政区画整理調査研究委員会設置方の要請について

都市計画亊業としての土地区画整理亊業も約七四％進捗し又真和志市の合併に伴い広範囲な行政区域となり、名実共に琉球の首都としての礎を築いたのであります。然るに現行政区画の名稱は、町名、区名、字名に同一名稱が付され、その区域も雑然とし、統一を缺き、市民の日常生活に直接、間接に尠なからざる不便を與え、尚且つ、官公署に於ける亊務能率を著しく阻害し、早急に改善策を講じなければならない現状であります。依って当局に対し可及的、速やかに議会議員並びに一般学識経験者、所管部、当局の吏員を以って組織する委員会設置条例の制定を要請し、以って行政区画整理の統一を図り、之を推進すべく議会の議決を得たいので提案する

一九五八年三月二十四日

一番議員　　　久場景善

四番議員　　　比嘉佑直

五番議員　　　赤嶺一男

六番議員　　　渡口政行

七番議員　　　森田孟松

八番議員　　　儀武息睦

九番議員　　　金城武一

十一番議員　　高良一

十四番議員　　喜久山朝重

十七番議員　　金城賢勇

十八番議員　　玉城正次

十九番議員　　大城清徳

二十番議員　　宮里敏慶

二十三番議員　高良清二

二十四番議員　糸数昌剛

二十五番議員　大山盛幸

二十六番議員　玉那覇有義

二十七番議員　辺野喜英興

二十九番議員　比嘉朝四郎

三十番議員　　渡口麗秀

三十一番議員　宮城実

三十二番議員　仲宗根梶雄

三十八番議員　備瀬知良

三十九番議員　新垣松助

四十番議員　　金城幸信

四十五番議員　普久原朝光





◯議長（高良一君）

次日程第六那覇市行政区画整理調査研究委員会設置方の要請について一番議員外二十五名提出決議案第四号を議題と致し提案者の提案趣旨説明を願います

◯高良清二君

只今議題となりました那覇市行政区画整理調査研究委員会設置方の要請について趣旨説明を申上げます

都市計画亊業としての土地区画整理亊業も約七四％進捗し又真和志市の合併に伴い広範囲な行政区域となり、名実共に琉球の首都としての礎を築いたのであります。然るに現行政区画の名稱は、町名区名に同一名稱が付され、その区域も雑然とし、統一を缺き、市民の日常生活に直接、間接に尠なからざる不便を與え、尚且つ、官公署に於ける亊務能率を著しく阻害し、早急に改善策を講じなければならない現状であります。依って当局に対し可及的、速やかに議会議員並びに一般学識経験者、所管部、当局の吏員を以って組織する委員会設置条例の制定を要請し、以って行政区画整理の統一を図り、之を推進すべく議会の議決を得たいので提案する。

以上でありますがその内容或いは亊実を引例を以って御説明申上げたいと思います　まず市町村内の区域を変更しようと思う場合は議会の議決を得るようになっておりますが市町村自治法の第六条の三の規定で特別の定をする場合を除く外市町村の区域内の町若くは字の区域を新らたに画し若しくはこれを廃止し又は町若しくは字の区域若しくはその名称を変更しようとするときは市町村長が当該市町村の議会の議決を経てこれを定め行政主席に届け出なければならないと謳われており市町村議会で議決をする前に是非とも調査研究の必要を感じておりますのは現在施行されておりますところの町番地制は明治十二年の廃藩置県となりその後幾度かの歴史の変遷を経まして大正十四年に一般市政が施行されて現在に及んでおります　然るに敗戦によりまして戦前の面影は完全に破壊され既に皆さんが日常生活において痛切に感じておりますところの自分の地番が何番地に該当しているか分らない字名で呼んで良いのか区名で呼んで良いのか分らない現状であります　現在那覇、首里、小禄、真和志の四市町村が合併しまして名実共に大那覇市の形態をなしてきたのでありますが那覇中央郵便局の窓口において調査致しましたが旧真和志地区の松尾、壺川、楚辺という区の上に旧那覇市にも楚辺、松尾、壺川があり旧真和志地区の宮城、松川は小禄の方でも宮城松川という字名があり更に旧首里市の金城と小禄の金城又市内においては一区、二区、三区、四区、と云う区名が今もって呼ばれております、ところがこれが埋立地の方に例えば若狭町の地先におきましての地名は正式に申しますと若狭町二丁目公有水面埋立地先何番地と非常にむつかしい町番地名がついております斯ういう字名区名の不統一な呼稱をその侭見送ります場合においては永年の私達の私生活において相当な混乱と亊務の紛爭が予想されますので是を早急に統一整理して行きたいと考えるのであります。以上簡単に御説明致しましたが詳しい内容の検討につきましては委員会設置後各種資料を集めて調査研究したいと考えております。是は名古屋市の行政区画整理調査研究委員会の資料でありますが是によりますとその委員会の委員構成内容を見ますと市長、助役を初め各部長その他總ての階級に及んでおり当局以外の各種諸団体や警察署長消防隊長というふうに相当幅広く各界の学識経験者を網羅している。斯ういうようなメンバーでありますので只今提案しましたところの調査委員会の構成は当議会は勿論那覇市当局並びに一般学識経験を有する凡ゆる階級を網羅致しましたところの調査委員会を設置しそうすることによって敗戦の然も混乱から既に十三年を経過した今日において尚敗戦の落し子であるところの区制を統一整理し早急に是正する亊によって市民の生活は安定し幸福をもたらすものと本員は確信するものであります　重ねて申上げますがこの要請決議案は調査委員会を作ると同時に予算化を急ぎ市当局担当亊務部局或いはその職員配置を正式に予算化し公正に是を処理し早く実現したいと考えるのであります

◯議長（高良一君）

本決議案について只今より貭疑に入ります

（「貭疑なし」「進行」と呼ぶ者あり）

◯久場景善君

本委員会の構成メンバーはどういうふうにやりますか。

◯高良清二君

本決議案が可決になりますと当局の理亊者である市長を中心に関係部課長が是を研究し本委員会を設置する前に一応市としても議会に諮る筈であります。従って人員を何名にするかどう云う人を委員に任命するかについては当局から当然議会に対して諮るものと思いますのでその点は当局に絶大なる信頼を寄せましてその腹案を作って頂きたいと考えている次第でございます。

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では貭疑を打切り只今から討論に入ります

（「意見なし」「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御意見もないようでありますので討論を省略直ちに採決に入って御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め討論省略し只今から採決に入ります　日程第六那覇市行政区画整理調査研究委員会設置方の要請について決議案第四号を原案通り可決する亊に御異議ありませんか

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者多数）

◯議長（高良一君）

全員御賛成と認めます。よって本案は原案通り可決々定する亊に致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

では次日程第七那覇市部課設置条例の一部を改正する条例市長提出議案第五号を議題と致し当局からの提案理由の説明を求めます

◯比嘉朝四郎君

動議を提出致します日程第七以下十二迄は市長が詳しく説明されておりますので当局からの提案理由の説明は是を省略し本日は是を似って散会したいと思いますよろしく御取計い願います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

只今二十九番議員（比嘉朝四郎君）から提案理由の説明は既に午前中における市長の施政方針と共に具体的に説明がなされております関係上是を省略し直ちに散会したいという動議が提出され所定の賛成があって動議は成立しております。よってお諮り致します。只今の動議のとおり取計らう亊に御異議ありませんか。

（「賛成」と呼ぶ者多数）

◯議長（高良一君）

賛成多数であります。よって左様取計らう亊に致し本日は是を以って散会し明日は議案研究のため休会致しまして明後日二十六日午前十時から本会議を再開致します　有難うございました

――― ○ ―――

（午后一時三十九分　散会）
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一、会議録署名人

一九五九年一月二十九日

二番議員　平良真次郎

一九五九年二月二日

四十三番議員　真栄田義晃

一九五九年二月四日

議長　高良一





一九五八年三月二十六日　水曜日

午前十一時二十七分　開議

◯議長（高良一君）

本日の出席三十七人、欠席五名でありまして議会は成立致しております。只今から本日の会議を開きます

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます。去った二十四日の本会議に於いて選任議決せられました臨時出納検査立会人の互選について議員定数増加による都市計画審議会委員の選任についてその外決議案第三号公有水面埋立免許申請手続きについて、決議案第四号那覇市行政区画整理調査委員会設置方の要請について、以上四件につきましては亊務処理を完了の上、夫々関係当局に送達致しましたから為念報告致します。

――― ○ ―――

本日の議亊日程は印刷の上御手許に配布致しておきましたからそれにより報告に替えます。

――― ○ ―――

では只今から議亊に入ります。





議事日程第五号

一九五八年三月二十六日（水）

午前十時開議

第一　施政方針に対する一般貭疑

第二　那覇市部課設置条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第五号）

第三　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第六号）

第四　水害に伴う事業税の軽減について

（市長提出議案第七号）

第五　那覇都市計画街路の一部変更について

（市長提出諮問第一号）

第六　泊港々湾区域設定に関する諮問について

（市長提出諮問第二号）

第七　助役（第一）の選任同意について

（市長提出議案第八号）

第八　公有水面埋立免許申請について

（市長提出議案第六号）





一、本日の会議に付した事件

一九五八年三月二十六日（水）

第一　施政方針に対する一般貭疑

第二　那覇市部課設置条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第五号）

第三　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第六号）

第四　水害に伴う事業税の軽減について

（市長提出議案第七号）

第五　那覇都市計画街路の一部変更について

（市長提出諮問第一号）

第六　泊港々湾区域設定に関する諮問について

（市長提出諮問第二号）

第七　助役（第一）の選任同意について

（市長提出議案第八号）

第八　公有水面埋立免許申請について

（市長提出諮問第六号）

第九　那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて

第十　水上店舖撤去対策委員会の委員選出について





◯議長（高良一君）

日程第一、施政方針に対する一般貭議に入ります

◯宮城実君）

兼次市長の施政方針は二十四日の本会議に於いて承りました兼次市長は民連の推薦によって市長に當選したのであります。民連は人民党を中核とする所の政治団体であると云う亊は既に証明されているのであります。兼次市長は確信を持って銀行融資を解除出来ると云う理由と致しまして、モーア高等弁務官のステートメントを引用されているのでありますが、是は余りにも一方的な独善的な或いは我田引水的な解釈ではないかと思われるのであります。斯う云う亊は瀬長市政約一年近い市政が行われた為、どう云う結果に終ったかと云う亊を考えた場合、その結果は既に亊実になって現われたのでありますが、公選によって當選した市長であるが故に責任以て現実の市政を打開すると云う謙虚な考えの許に行動して頂きたいのであります。

何が故に銀行融資を解除して呉れないのか、その銀行融資を解除する為には市長としてどうしなければならないか、と云う亊を謙虚な立場に於いて行動して頂きたいのであります。市長は選挙の際に於いて人民党と一線を劃すると云われました。又人民党や民連の指示を受ける立場ではないと云う亊を言明されております。然し亊実は民連の枠内で市政を行い、民連の掲げている公約を実行すると言明されておりますが、以上の言動は現実に於いて非常に矛盾した見解を呈しているのであります。そう云った亊により市長に対する一切の疑惑或いは誤解と云うものが、斯う云う点に集約されているのであります。バージャー民政官も市長の背後には民連がいると云う亊も言明しております。斯う云う客観的な状勢を判断した場合、市長としてはどう云う行動をとらなければならないかと云う亊が自ら判って来ると思います。只銀行融資は再開されるであろうと云う確信丈ではいけない。この融資を解除する為には、市長は如何なる行動を取らなければならないかと云う亊を真剣に考えて頂きたいのであります。然らば如何なる方法を取れば良いかと云う亊を具体的に申上げますと、人民党とは一線を画すると云う亊を具体的に行動を以て示して頂きたいのであります。この際市長の性格も鮮明にされると同時に銀行融資を解除されると云う亊の確信を持っていると言明されておりますが、斯う云う点に対する市長の決意と見解を承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

只今の御貭疑を五点に分けましてお答え致します。只今の御貭疑は民連は人民党を中核とした政党であると云う点でありモーアー高等弁務官の選挙直後に於けるステートメントを引用した亊は独断であると云うこの見解に立たれて現在の市政を即ち特別補助金が打切られ、融資がストップされていると云うこの問題を如何に打開して行くかと云うのが一つの貭疑の様であります。更に人民党と一線を画すると云う所の見解を持っておる様であるが、それに対する市長の見解と云った様になっておりますが、それに対してお答え申上げます。私はモーア高等弁務官のステートメントを逆用したのでもなければ、更にそのステートメントに先の施設方針の際に申上げた様な亊があるが故に、この特別補助金、銀行融資が打開出来ると云った点丈で市政に臨むとは考えていないのでありますと申上げますのは、高等弁務官のステートメントは一人那覇市長のみならず、全世界の政治行政の担當責任者に要求すべき問題であると云う亊を申上げたのであります。と云うのは責任持ってその職責を果すと云う亊は、私の考えとしましては選挙の際に選挙民に公約致しました亊を忠実に実行して行くと云う亊であり、この見解からして私の見解とモーア高等弁務官の仰言った亊が合致していると云う点を申上げたのであります。従いまして施政方針にも述べてあります通り、公約した所の政策が実施されて初めてその責任は果されると云う結論に達するのでございます。是を徐々に政治の上に具現しまして、そうして市民の福祉を増進して行くと云うのが、私の基本的な施政の方針である訳でございます。

然らばそう云った方針だけでは打開は出来ないじゃないかと云う亊に相成る訳でございますが、少くともモーア高等弁務官がアイゼンハワー大統領から與えられた権限に於いてその実権を握っております以上、その基本的な統治方針は飽く迄も民主的な理念の上に立脚して、そうして責任持って職責を果すと云う点に於いては那覇市長であろうが、或いは村長であろうが何ら変る所はないと考えているのであります。従いまして那覇の市長が市民福祉の為に、その責任を果す爲に努力して行く場合に於いては、好き好みによって特別補助金を打切る様な亊があったとするならば、それは民主的な理念を逸脱したものであり、その職責を責任以って果していないと云う亊になるのであります。斯う云う点から私は高等弁務官を信頼しております　又アメリカ政府も信頼しております。兼次個人が如何に憎くとも兼次のやっている仕亊が那覇市民の福祉の増進になると云う亊がハッキリ判った時には是をストップする亊が出来ないであろうと云うこの確信であります。然らばどう云った方法によってその誠意を示すかと云う問題になりますが、是も既に施政方針の方で申述べております。市町村自治体の特殊的な仕組みと申上げますか、自治法等に盛られた所の法律の系体から見ましても、飽く迄も市町村自治体の独自性を發揮させると云うのが、法の目的であると云う見解の上に立ちまして独自的な市民の政治を市民の手に把握せしめ、そうして市民の為の市政を運営して行くその為には議会と協調の上に立ってやらなければならないと云う方針を既に申上げた通りであります。議会と市当局が協調の上に立って行く為には、それでは具体的に云ってどの様な亊をやらなければならないかと云う所に必然的に問題が発展すると思いますが、それも既に施政方針の中に於いて申上げた通り次年度予算の編成に当って為そうと云う考え方を一日も早く市会の方に是を打明け理解して頂いてその予算編成の時迄の研究資料として与えている訳でございます。是は與党野党と云う立場を完全に乗り越えて与野党とも今後為そうとする方針を前以って示してあると云う点、更に議会に臨むに当りましては超党派的な立場から市民の為になる様な政策を実施する為にこの議決をお願いして行くと云う方針であり、又そう云った考え方で今日迄為して来ているのであります。この誠意が必ず認められるものであると考えている次第でございます。次に資金融資についての問題でございますが、琉球銀行は国立的銀行の性格を有しているのであります。琉球に於ける市町村自治体は市町村議会の意思即ち議決を経て起債を起す亊が出来ると云う規定が明確にされているのであります。市町村自治体が起債を起す亊が出来ると云う亊を法律に於いて認めている以上は飽く迄も市町村の必要性に応じて起債は可能であると云う亊になり、その場合、その起債融資の相手はどちらであるかと云う亊を申上げますと、沖縄に於いては琉球銀行であります。然もその琉球銀行はその総株数の五十一％は統治権者によって握られており国立的な性格を持っている銀行が法律に市町村自治体の起債融資の相手が琉球銀行であるとするならば、琉球銀行はその組織その立場の上から単に統治権者の好き好みによって起債を認めると云う亊になるとすれば、琉球銀行の使命は果されないと云う見解に立っております。琉球銀行としては起債を融資する場合、その償還能力と云う亊がまず考えられる筈であり、償還能力の有無によって融資の決定をすべきであり、那覇市の起債能力償還能力があると認めた場合には、その理亊者たる市長が好きでないから、好ましからん人物であるからと云う理由を以って同じ市民の代表である議会に於いて是を議決した場合、尚これを拒否すると云う亊はこれ以上許されないものであります。斯う云った見解の上から私は融資は必ず解けると云う見解を持っている次第でございます。それでは法律と云うのではなしに果して起債そのものが、市民福祉になり、市民代表である議会の承認が得られる様な措置を取るかと云う亊についてでございますが、勿論既に融資の起債を願出しているのは議会の承認ばかりでなく、更に議会の議決を必要とするなれば、議会にもこの問題を掛けまして議員各位の御意見も聴してやって行くと云った様な、手続きの方法については向うの望み通りにやって行きたいと考えているのであります。その場合に尚拒否すると云う亊はあり得ない。其処が私の融資が得られる補助が得られると云う確信の原因でございます。

　次に市長は人民党と一線を劃すると云う亊によって今迄の一切の疑惑も解かれて融資も特別補助金も得られるのではないかと云う見解の上に立って、更に市長の見解を聞いておられる様でありますが、少くとも那覇市の市政を運営して行く上に於きまして、人民党だけではなしに、社大党、民主党と云った様な政党的な考え方があってはならないと考えておるのでございます。従いまして市政運営に当って私は人民党のみならず、民主党、社大党と云う既成政党に対しましても、何等の関係も又その党との間に一線を劃する。劃しない所か、専ら超党派的な立場で市政運営に臨んで行きたいと云うこの考え方を市政の方に申述べた通りでございます。次に順序は狂いましたが、民連の政策を実施すると云う現実と選挙中に於いて人民党と一線を劃すると云ったその言葉は矛盾する点があると云う亊を指摘されておりますが、これは先にお答えした私の見解を聞く為の貭問の内容であったと考えられるのであります。これについて答弁が必要であると申されるならば私は只今答弁致します。民連の掲げた政策は選挙の際選挙民から受入れられて当選させられておるのであります。然し掲げている政策全部を直ちに実行して行くと云う場合に時期的にそれが妥当であるか、どうかと云う亊は、市長から提案されました議案を審議する権限が議会に付与されているのであります。仮令私がその政策全部を予算編成して実現しようと致しましても、同じ市民の代表である議会が是を通すか、通さないかに依って決定付けられるものでございまして、その政策全部を実現するかどうかは一つに掛って議会の可決、否決によると云う点でございます。私としては、その政策の総てが住民福祉の上に為すべきものであると云う見解に立っております。その見解の上に立って提案致します場合には、これを具体的に検討して頂いて、市政の上に実現させるかさせないかについては既に私の政策から、議会に於ける議決の問題に移っておるのでございますれば、その時議会に於いて充分なる御検討をお願いしたい訳でございます。まだ云い足りないかも判りませんが、一応以上を以って答弁と致します。

○仲松庸全君

只今の市長の答弁の中にも明らかになっておりましたが、市長は人民党或いは民連であるが故に、アメリカからの補助金をストップすると云う亊を云われたが、私はこれが自由選挙に対する否定であり、或いは又政治結社の自由、政治活動の自由に対する圧迫であると思いますが、市長はどう思うか、そう云う亊が一つそれに続きまして施政方針の中で市長は、日本の領土主権を守り抜く為には一括払いを拒否し、適正賃貸料の毎年払いを実現する為に積極的に努力する方針であると云う亊を謳っておりますが、先の立法院議員選挙が済むと同時にアメリカは、時宜を得たと許りに一括払いを各市町村に強行して行き、二十一億円から二十三億円の一括払いを強制し約一千万坪の一括払いを強行しております。是が若し強行されるならば、地主県民の生活は破壊される亊は勿論であり、関係市町村は既に財政面の苦痛を訴えております。更にそれ丈ではなく、この一括払いの目的は、今沖縄に準備しようとしているＩＲＢＭ原水爆基地化を意図するものであって、是は日本の領土主権を守ると云う立場からも、更に恐ろしい原子戦爭準備の犠牲から逃れる爲にもこの一括払いは断固として拒否しなければならないと思うが、市長はこの決意をどう云う風に実現して行くか、例えば全県民の先頭に立って、又市民の先頭に立って市民大会を開きこれを防止すると云う様な対策を用意しているかどうかと云う亊が二点、次に水上店舖につきまして、先の議会に於いて準用河川の通用を万場一致を以て決議したが、この準用河川の認定要請について市長は当間主席に折衝したかどうか、当間主席は那覇市長時代に同じ様な要請を当時の政府にやっているが、更に今度の水害を見ても明らかである様に、安里川、ガーブー川の準用河川の認定は誰が見ても、是を必ず実現しなくてはいけない問題であると思いますが、主席はこの問題に対してどう云う風に市長に回答を與えたか、又その回答に対して市長は今後どう云う風にして行くか、この辺をまず貭問して市長の答弁をお願いしたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

お答え申上げます。市長が民連の推薦によって当選したその理由を以て特別補助金をストップしたり或いは銀行融資を停止すると云う様な亊は明らかに那覇市に対する所の圧迫と思うか、と云う亊についての貭問でございますが、既に申上げてあります通り更に今先三十一番議員（宮城実君）に対して御答弁申上げました通り、具体的にこの表現を使っていないのでありますが、民主々義の理念の上に立ってそうして責任持ってその職責を果すと云う亊は、一人那覇市長のみに課せられた問題ではなしに總ての政治行政の責任者に対して当嵌まるものであると申上げておいたのであります。若しこれが個人の好き好みによって斯う云った状態が続けられるとするならば世界の物笑いになると云う亊を施政方針で云ってあります。世界は何故この様な亊に対して物笑いにするかと云う亊は、只今貭問になっている所の不当な圧迫を加えるからであります。不当な圧迫は民主々義の理念に反する行為であります。責任持つ所の理亊者であるが故に世界の物笑いになるであらうと云う亊を申上げたのであります。従いまして答弁は只今仰言る様に民連から推薦されて出て来た市長なるが故に、補助をストップして融資を止めたとするならば、明らかに不当な圧迫であると私は考えているのであります。二番目の一括払いを阻止する方法として、市民集会、県民大会を持つ意思があるかと云う御貭問でございます。貭疑者も仰言っております通り、一括払いは立法院議員選挙後、益々、その度を加え、強行の一途を辿りつつあります。更に一括払いを押付けられ、限定付土地保有権をアメリカが取得した場合、それが原水爆基地化の恐れがあると云われたのも、私も同様に考えているのであります。従いまして単に領土権の確保と云う丈ではなしに原水爆基地化反対と云う所の考えの上に立ちまして、どうしても一括払いを阻止しなければならないと思います。この亊につきましては政党の何れを問わず、去った立法院議員選挙に於いて、政策として掲げている亊であり、是は取りもなおさず、全県民の一致した世論であると見て差支えないと考えるのであります。従って是が阻止につきましては市長として可能な限りに於いて努力して行く心算でございます。例えば市町村長協議会に於いて一括払い阻止についての意思表示を米国上下両院、大統領に是を為すべきである。と云う所の考え方からその決議を市町村長協議会で私は提案致したのであります。

それが一応理事会にかけると云う亊で研究されている次第であり、既に意思表示する為の努力は致しておる訳でございきす。更に市民大会、県民大会を持つ意思があるかと云う亊でございますが、市民大会、県民大会を持つべきであるかと云う亊は十八万市民の選んだ一人の那覇市長丈けではなしに、十八万市民から選ばれた同じ代表である四十二名の議員諸候に於いてもハツキリした意思表示をして頂きたいのであります。若し議会の意思が市民大会を持つ亊に反対し市長に於いて是を為そうと云う時には同じ代表の間に見解の相違が来ると云う亊でありますが、幸いにして議員諸侯もこの点に於いては何等反対される人はいないと思いますので貭疑者が卒先して市会に於いて市民大会を開催する必要があるとお考えになるならば、直ちに市会の決議として是を為して頂きたいと考えるのであります。

三番目の水上店舖撤去についての問題に関連して準用河川の認定についての主席の見解と、市長の是に対する今後の考え方についての御貭問でございますが、準用河川にすべきであると云う亊は現当間主席も那覇市長時代既に公文書を以て当時の比嘉主席に提案されており、物論私と致しましても可及的速やかに準用河川に認定して貰う様に申請を致してございます。是につきましては当間主席からの見解は承つておりませんが、現在政府に於いてもこの問題については検討中と云う亊を聞いております。

今後は早く準用河川として是を実現する為に議長と共に積極的な運動を展開致したいと思っております。その方法として今回の議会中に於いて、合同委員会を開催し研究したいと云う考え方から議案の追加をしたいと云う考え方を持っております。

以上を以ちまして答弁と致します。

◯宮里敏慶君

那覇市都市計画の真の完成を見るには約三十億近くの巨額の金を要すると云う亊でありますが、現在の那覇市の財源は至って貧弱であり、到底是丈を賄う亊は出来ない実情であります。その為には軍民両政府よりの補助金に俟たなければならないと思っておりますが、市長はこの補助金を貰う為に軍首脳部であるモーア高等弁務官並びにバージャー民政官或いは当間首席に補助金の要請を為した亊があるかどうか、若しそれがあるとすれば、何時何処で要請したか、又その折衡の経過について具体的に御説明願います。

◯市長（兼次佐一君）

是は既に御報告申上げたとも考えておりますが、茲に詳わしく御説明申上げます。都市計画亊業の完成には三十億円で出来るか出来ないかはハッキリは致しませんが、莫大なる或いはそれ以上の資金が必要なる亊に於いては間違いないと思います。その為に補助金を民政府並びに行政府から仰がなければならないと云う亊は当然であります。まず御質問の要点であります、何日何処で要請したか、と云う亊について先に申上げます。その何日何処でと云う言葉は良く使われる言葉でございますが、何日と云う亊迄申上げなくても答弁になると思いますので、何処でどうしたかと云う亊から答弁したいと思います。私は高等弁務官、首席民政官、当間首席、琉銀總裁、この四名の方々には、就任致しました翌日面会を申込みまして、その結果バージャー首席民政官、当間首席、富原琉銀總裁にお会いする亊が出来ました。

　その際に那覇市の都市計画亊業に対する資金の援助方をお願い致しましたが、バージャー民政官はその亊については後日又話合いたい、と云う亊で当日は単なる就任したと云う亊についての挨拶で終った訳でございます。又後日当間首席とお会い致しまして高等弁務官宛の明細なる書類を添えて、資金融資に対する申請書を当間主席を通じて提出したのであります。その時に、那覇市の都市計画亊業を早く完成させる為に是非協力して戴きたいとお願い申上げました所、協力を誓って下さったが、琉銀總裁に於きましても同様にお願い申上げました所、琉銀としては何と云っても民政府の指示を俟たなければならない。一那覇市民としては那覇市の都計には充分関心は持っているが、具体的に融資云々については上司の命を俟たなければならない。それで上司とも充分なる了解を得る様にすると云う助言を與えて下さったのであります。更に領亊舘の方にも行きまして、この問題について促進援助下さる様お願いした所、私も現に那覇市に住んでいると云う立場から那覇市の都市計画に対してはアメリカ側も大いに援助したいと云う見解に立つものであるが、その権限が私にはない。だからその亊情を良く打明け一日も早く実現する様祈っていると云うお話でございました。従って答弁と致しましては、単にお会いして話合いした丈ではなしに、文書に依って申請しております。その文章はアメリカ民政府、琉球政府、琉球銀行宛に出してございます。更に日本政府に対しましても建設部長を派遣致しまして日本政府に於いて予算化して那覇市の都市計画亊業に援助して貰う様訴えております。そして自由民主党、社会党に於きましては、或る程度の了解を得ていると云う情報に接しております。以上答弁致します。

○宮里敏慶君

只今の答弁によりますと、バージャー民政官とは単に挨拶程度の話合いで後日に於いて援助方については話合うと云う亊であった様でありますが、市長が就任して二、三ヶ月にもなっておりますが、その間面会申込みをやった亊があるか、どうか、又モーア高等弁務官にも書面で以って要請したと云う亊でありますが、書面丈では努力が足りないと思うが、市長は高等弁務官に面会を申込む意思があるか、どうかお訊ね致します。

○市長（兼次佐一君）

首席民政官に対しましては最近も面会を申込んでおりますが、向うの日程でお会いしておりません。向うの日程の都合でこちらの面会を受けられないと云う回答に接しておりますので、議長の方で是非面会出来ます様御協力願いたいと思います。

（「休憩」と呼ぶ者あり）

○新垣松助君

市長の答弁から日本政府にも補助金要請をしている様でありますが、施政方針の中にも那覇市の都市計画は日本国土造成の一環であり、更に沖縄は第二次大戦に於いて多大な犠牲を蒙むっている、と云う亊実から財政援助もすべきであると云う亊は当然だと考えます、

それに伴って松根建設部長を日本に派遣していると云う亊を聞いておりますが、その補助要請額は幾らであるか、又その補助金が確実に貰える可能性があるかどうか承りたいと思います。

◯市長（兼次佐一君）

那覇市の都市計画亊業は、日本国土造成の一部であると云う見解は施政方針で申述べている通りでございます。従って日本政府はむしろ責任を持って那覇市の都市計画亊業を援助しなければならないと云う見解に立ちまして、特別措置を以って援助する様にと云う申請をなす為、建設部長を派遣致しております。その額は、真和志合併後に於きまして、我々がまず日本政府に要求すべきと考えられましたが、額は五十億円でございます。現在の折衝段階は今先申上げました通りでございますが、本日入電がございますので、後刻電報の内容をお知らせ致す心算でございます。

◯議長（高良一君）

この辺で昼食の為休憩致しまして、午后一時から再開致します。

――― ○ ―――

（十二時十三分　休憩）

一九五八年三月二十六日

午后一時十二分　再開

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

午前に引續きまして本会議を再開致します。

日程第一、施政方針に対する一般貭問を議題と致しまして引續き貭疑に入ります。

◯上原文吉君

沖縄に駐屯する米國軍は民主々義を沖縄に反映して見せると云乍ら我々の土地を取上げ總ゆる階層に弾圧を強行していると云う亊は、彼等の民主々義の原則に從ってやっているかと云う亊は疑わしいと思います。先の当間市長時代に軍より八千七百万円の特別補助金が那覇市に交付され、その亊業中途に於いて比嘉主席が死亡し、当間市長が主席に就任しましてから民主々義の鉄則によって選ばれた瀬長市長に対してその特別補助を打切り更に四十一名の賣國的な一部の人々によって瀬長市長を追放した。その後東江臨時市長の時に八百二十六万五千円の補助金の一部を解除すると云って先の議会に於いて予算更正し是を現兼次市長が執行しておりますが未だにその金を出さないと云う亊は是は明らかに嫌がらせの政策であると思います。この点に於いて市長はハッキリと米國或いは当間主席が真意を以ってやっているかと云う亊に対してどう云った態度で市政を運営するかその点をハッキリさせて貰いたいと思います。

◯兼次佐一君

特別補助金の打切りに関連する御貭問の様でございますが貭問者の仰言る通り東江臨時市長時代に八百余万円を与える亊になっております。之は先に指令によって返済を要しない。那覇市の都市計画亊業に対する資金として八千七百万円の内瀬長市長時代に中止になったその中から一部分八百二十六万円に相当する部分を解除すると云う指示が東江市長時代に与えられたその結果、当時の那覇市会に於いて予算を更正し現に工亊は着工され、既にその一部竣工を見ております。然し乍ら是に対する特別補助金は今日迄出されておらないのであります。この解除された分に対する所の補助金は勿論残りの四千万円余の補助金も同時に解除して貰う様にと云う所の申請書を作成致して当間主席の手を通して民政府に提案致してあります。從いまして再三繰返す様でありますがこの解除についての見通しを私は確信を以って解除されるものだと云う考え方の上に立ちまして現に執行を為しております。この質問が若し補助が得られない場合と云う亊迄を含んでおられるとするならば更に又貭問を受けて答弁したいと思います。

◯森田孟松君

市長の施政方針の中に謳われております所の市民の為の市政を確立すると云う亊を兼次市長は強調されその基本態度から割出されて参りました所の財政問題が中心になっていると私は考えております。その中で午前の貭問の中にも出ておりましたが兼次市長は選挙運動中の場合に於いても自分は犬にはなりたくない、当然施政権を握っている所のアメリカは那覇市に対しましてそれ相応の額を与えるのが当然である。然し現在の那覇市の財政的な不安からどうしても依存財源に俟たなければ解決はつかない、と云う亊を言明されております。

是から考えた場合市長が云われた様な態度で行った場合政治と云うものはそう生易しいものではなく、代数や因数分解の様にモーア弁務官云々と云われてもそれで確信が得られると云う亊丈では依存財源確保の具体的な進展はして来ないと思います。そう云う立場に於いて市長は軍民両政府の首脳部に種々折衝したその努力に対しては感謝申上げますが今回の立法院議員総選挙も済み各政党の分野も確立し各政党とも軍用地問題を中心に取組んでおります。その中で沖縄社会大衆党はバージャーギリス民政官に那覇市に対する所の補助金ストップを解除して貰う様に一兼次市長と云う丈ではなしに琉球の首都那覇市の復興を促進すると云う意味で早くストップされた所の融資を解除して貰う様にと云う話合いが進められていると云うのが新聞で報道されておりますが市長の選挙中良く云われました民連以外は賣國奴、非愛國主義者だと罵倒されておりましたが我々の考え方は同じ日本人であり、我々が賣國奴、非愛國主義者と云う様な單純な言葉でアジテーション演説をやっていたのでは民連の政策も私は実現不可能ではないかと思うものであります。

そう云う意味に於いて兼次市長は貴方が云われる賣國奴、非愛國主義者と罵倒された同胞とも良く話合ってそう云う亊は水に流し、その様な態度を愼しみ、社会党、民主党とも良く連繋を取りストップされた資金解決の具体的な方法を考えてやらなければいけないと思います。又為されていると思います。

何故なれば日本に復興特別補助金獲得の意味に於いて松根建設部長を派遣されており、又午前に於いて市長の話ではそれに関して建設部長よりの入電もあるので後刻お知らせしますと云う力強いニュースもあった亊を仄めかしておりますのでそれを期待しているのであります。この依存財源の確保と云う亊は單なる言葉の魔術丈では絶対に確保は出来ない、これが自然に向うから転がり込んで来るのであれば那覇市の市長と云うものはどんな無能の者でも出来ると思います。そこには、政治的手腕能力のある有能な志を那覇市長として選ばなければならないと云う亊を考えました場合政治と云うものは因数分解をする様に簡單には分解出来ない。そこには色々情況の変化もあるのであります。そう云う面から勘案致しまして、斯うなるから補助金は必ず入ると云う様な考え方は捨てて頂いて議会と一緒に如何にして依存財源を獲保するかと云う面について充分努力して頂きたいと思います。そう云う意味に於きまして市長は如何なる見解を持っているか只行政主席或いはモーア高等弁務官琉銀総裁或いは日本の自民党、社会党に対しまして、手續きや申請丈で解除出来るかどうか、又は具体的な方法を持っているかどうかそう云う面についてもお伺いしたい。そうして出来得る亊であれば立法院の方々とも相談して頂いて早く那覇市のストップされている所の資金を解除して頂いて、明るい市民生活の出来る那覇市を建設して頂きたいと思います。それから建設部長が日本に行っておりますが二月十五日に市長は日本の及川新聞記者の方々とお会いになりまして色々貭疑応答されておりますがその中で三十三億円を五ヶ年に亘って日本から補助して貰うと云う様に新聞に報道されていたと思います。然し最近の新聞では是が五十億となっております。是は真和志の合併によってそれ丈の増加を来たしたと云う風に午前の答弁で聞いております。が松根建設部長を日本に派遣する為の色々の計画については議会とも良く相談為さってやったかどうかそう云う対外的な仕亊を為す場合にはどうしても議決機関の協力と云うものが私は必要ではないかと思うのであります。そうして執行機関も議決機関も一緒になって斯う云う問題と取っ組んで行かなければ色々の面に於いて隘路が出て来ると思います。又市長も良く云われております。執行機関と議決機関のタイ・アップに依って明るい那覇市を作るその通りであります。そう云う意味に於いても斯う云う大亊な職員の派遣については斯う云う計画によって日本の各政党に折衝したいと云う亊を議会に諮ってもらいたかったのであります。新聞で見ますと相当の計画書を作って自民党、社会党に提出しておりますが若しこの計画書でもありましたら此処では相当の時間が掛りますので後日プリントにして議会にも報告して貰いたいと思います。もう一つ市長は市民の為の市政を確立すると云われております。

この市政を明るくすると云う亊はまず真ッ先に市役所の空氣を明るくし、そこからサービスされて来る所の市民に明るい感じを与える市役所を作って行かなければいけない。斯う云う意味に於いて市民へのサービスと云う亊は其処に働いている所の職員の亊務能力が充分に発揮されているかどうかと云う亊が市民に直接影響するのでありまして斯う云う面に於きまして本員は些か最近の市長のお執りになっている所の人亊面につきまして、勿論人亊権は市長の権限であり私共が云々する余地はないのでありますが市民の為の市政の確立と云う問題に立って考えた場合現在行われつつある所の人亊問題は本員些か腑に落ちない様な氣がするのであります。職員の亊務能率を上げるには適材適所常に人心を刷新し市民へのサービスをより多くより良く改善して行く亊がモットーでなければならないと思います。一例を挙げて申上げますならば、那覇、真和志の合併により議会としては合併に関する策定書協定書なるものを作成し色々協議の結果両方の議会で是を認めて参ったのでありますが僅か三ヶ月も経たない内に真和志支所長が更迭され、部長が辞職を勧告されている斯う云う風な亊は自分の好ましからざる人物であるが故にと理由を以って若し是をやっているのであれば本員としては真逆市長がそう云う様な亊はないと思いますが、そう云う様な氣配が若しあるとすれば是こそ恐しい考え方であると思います。是は丁度アメリカがやっている好ましからざる市長であるが故に融資をストップしたと云う様な亊も口を開けば喋りますがそう云う様なやり方であるとすればアメリカのやっている様な態度を繰返しておられると云う亊は、市民の為の市政と云うのが重大でありますが故に人亊移動と云う亊は常に市民にサービスを還元すると云う立場に於いて良く御検討の程お願いしたいと思います。

真和志の支所長は当時の真和志議会でも凡ゆる面から検討され真和志に於ける永年勤続者であると同時に凡ゆる行政亊務に明るい人物であると云う意味に於いて那覇市にもお願いしまして決定したのであります。然し乍ら最近になりましてから支所長が更迭されております。その後任の現支所長も立派な人であり日頃から私の崇拝する先輩でありますので後任について文句を云うのではないのでありますが市長の人亊に対する所の根本的な考え方についてお訊ねしたいのであります。是が或る所の何かの威圧に依って市長がそれに牛耳られているという様な亊があるとすれば是は大変な亊であります。斯う云う立場に於いて今後の人亊問題は市民本位の人亊問題をやって頂きたいと思います。是は確か二月上旬だったと思いますが我々六、七名の連中で市長にお会いしまして支所長の更迭は合併直後に於ける難かしい段階でありますのでせめて五八年度予算消化迄はその侭にして頂きたいと云う亊を繰返しお願いして市長もそうしますと云う亊を私達にハッキリ断言されたと覚えております。それにも拘わらず現在更迭されていると云う様な状況でありますし、適材適所に配置されていないと云う様な部面もあるように見受けられます。そう云う面につきましても先程も申上げました様に勿論是は市長の権限でございますので要望と致しまして早くそう云う面の刷新を図って貰って明るい市役所を中心に議会も共々に早く安定した市政を作って二十万市民の為になる様な市政を確立して貰いたいと思います。以上の二点につきまして市長の御見解並びに方針等について承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

只今の御貭問にお答えする前に午前中の貭問の際に申上げて置きました、建設部長からの入電に関係する部分丈を申上げます。「建設大臣、官房長、官房長官、総務長官、石井局長会った研究の上善処すと回答あり目下自民党折衝中」以上でございます。では貭問に対して答弁申上げます。

市民の為の市政の確立と云う点と選挙中に於ける演説の要旨並びに施政方針に盛られた都市計画亊業を遂行して行く上には特別補助金を財源としなければならないと云う所謂依存財源と三つを結び付けられた一つの貭問の内容を受けております。市民の為の市政の確立と云う亊について敢えて謳わなければならない理由については只今答弁としては申上げられません。然し何が故に敢えて私が市民の為の市政の確立という表現を使ったかと云う追究があるとするなれば敢えて使わなければならない理由が過去にあったと云う点丈は申上げて置きます。何と申上げましても市政は市民の意思に則って市民福祉の為に行われるべきものであり、從って市民の為の市政と云う亊は新しい言葉でもなければ兼次市長丈が考える亊でもないと私は考えております。寧ろ平凡にして常識的な亊を現わしたに過ぎないと考えております。斯う云う亊は都市計画亊業を進めて行く上に於いて依存財源に俟たなければならない点と結び付けて矛盾すると云う様な亊があると云う見解に立つならば私はその見解と異にしております。市政は市民の為のものでなければならないが那覇市に於いて行わななければならない一番大きな問題は都市計画亊業でありこの都市計画亊業は莫大なる資金を要するものでございましてその資金を生み出すには余りにも貧困な財政である。從って現状の那覇市の財政規模から致しましてはこの都市計画を遂行して行くには長年月を要するのであります。從って財源を軍民両政府の補助に仰がなければ永く掛り仰ぐ亊に依って早く出来ると云う亊は是は施政方針の三頁の終りから四行目にハッキリ書いてある心算でございます。必ずしも米國民政府琉球政府の財政援助がなければ絶対に都市計画亊業は不可能であると云う意味ではないのであります。それ丈遅延すると云う意味でございます。遅延すると云う亊は市民福祉の上にどう関係するかと云いますと甚だ不利益を与えると云う亊でございます。從って市民福祉を念頭に置いて良心的に為されようとしている亊業その物に要する財源を補助に俟ったと云う亊であります。又それは統治権を握っているアメリカとして当然の亊であると云った点が今先の貭問者の中に出て来た犬になって迄は受取らないと云う風に結付けられておる様でございます。

私は選挙演説に於いて犬になって迄は補助金は取らないとハッキリ申上げたのであります。現在の私の考え方もその通りでございます。犬になってまでは補助金を取らないと云うことは、市民の為の市政の確立にはならないのであります。市民の為の市政を確立する上に於きまして補助金は犬になって迄取るのではなしに当然我々は那覇市民としてアメリカに要求すべきであると云う見解に於いてお願いし、この見解の中から出て来た所の演説の内容であります。選挙中に於ける演説が市会に於いて問題にされると致しますならば何が故に犬になって迄取らないと云ったかと云う亊について回答しなければならない段階に至っております。アメリカの云うなりになって即ち全縣民が挙って反対している所の一括払いと抱合せの交換条件によって補助を受けると云う考えを持っていないと云う亊であります。一括払いは飽く迄も一括払いとして特別補助金は特別補助金として受けるのであり、その場合何が故に統治権者は財政援助を与えるべきである、と云う言葉を使ったかと申上げますと日本の今日の状況を申上げますと云うと法律の都市計画亊業に対する補助としてその半額が國庫に依って負担すると云う規定が明確にされているのであります。特に戦災を受けた所の都市の復興を為す場合に於いてはその市に対しては特別の補助金を出すと云う法律がございまして、長崎、広島、名瀬市に於いては夫々特別の措置が講じられているのであります。假に沖縄が日本に復帰していると假定する場合、都市計画亊業に於いてその半額は政府の負担であり、残りの半額の二分の一はその都道府県が負担し、直接の市民負担は全亊業費の四分の一と云う亊になるのであります。更に那覇市の場合は長崎、広島、名瀬市に匹敵するものであり、同じ条件の許に置かれる訳でございます。が当然その亊業費の九十パーセントは日本政府に於いて負担すると云う亊は現に日本でやっている亊実の上から容易に考えられる訳でございます。然るに復帰が実現していない現状に於いて統治権を握っているのはアメリカであり、アメリカが統治している以上日本の例からしても当然那覇市の復興に対しては思い切った多額の援助を為すべきである、と云う含みを持っているのであります。若しアメリカが統治権とその住民の福祉増進の為に行われた都市計画亊業とは関係がないと云うのであれば是は又他の面から大いに責めて然るべきものであると云う見解に立ちましてアメリカは当然那覇市に対して財政援助すべきであると申上げている訳でございます。

次に民連以外は賣國奴であると云い、そうして社大党が今日那覇市に対する特別補助金を出せと云った亊を民政府に要請していると云う演説を結びつけられ他の政党とも連絡して是を為すべきでないかと云う見解の上に立たれての御貭問でございますが民連以外は賣國奴であると私が断言した亊は毛頭ございません。若しお聞きになっていたと致しますならばその前提があった筈でございます。

　私は賣國奴と云う表現をした覚えはございますがそれには前提があったのであります。民連以外は賣國奴であると云った覚えもなければ今日迄考えていないと云う点をハッキリお答え致して置ます。更に社大党が指摘された様な措置を講じておられると云う亊につきましては那覇市民の一人と致しましても市長の立場から致しましても感謝致しております。斯かる立場に立って所謂超党派的に市民福祉の為努力して貰いたいと云う考えを今後機會ある毎に許された範囲内に於いて他の政党にもお願いし又相談申上げると云うこの考えの上に立っております。

次にモーア高等弁務官のステートメントを引用しているがそう云った考え方で補助金が転げ込んで来ると考えたら誤りであると仰言っておりますが、ステートメントでアー云う風に云っているから補助金が入ると云う亊は私の見通しであり、そうあるべきと云う見解の上に立って黙っていると云う亊ではない、と云う亊は皆樣もお認めになっておられると信じております。依ってアメリカが非民主的な責任を持たない政治は行えない、と云う見通しの上に立って、早く那覇市民の要求している補助金或いは銀行融資の解除をやって頂く様に全力を挙げて努力すると云うは再三申述べている次第でございます。それから日本に派遣致しました松根建設部長の亊につきましては先刻電報によって状況の概要をお伝えする亊が出来たのでありますが特に新聞記者との會見の中で三十三億と云う亊があったと云うお話でございますが若いしそれがあったとすれば間違いでございます。私は今日の議会に於いて五十億とハッキリ申上げております。それについてプリントに廻して貰いたいと云う御要望でございますが余りにも部厚いものでございますので備えてございますので御回覧願う様に措置したいと思います。尚議会の承認を得て建設部長を派遣したか、尚今後はそう云う措置を取って貰いたいと云う亊でございますが充分承知致しました。然し乍らこの問題は今日に初まったものではなしに前瀬長市長時代に一度文書に依って日本政府に要請されたものであり、私は前瀬長市長の取った日本政府に対する補助金の要請は適切妥当な措置なりとして是を受継いで部長を派遣致しております。その際に何が故に議会の承認を得ないかと仰言るならば御承知の通り日本に於ける新年度予算編成に成可くならば間に合せたいと云うそう云った点から致しまして議会の承認を得る時間的な余猶がなかったと云う点を御了承願いたいと思います。

次に職員の配置については市民へのサービス第一主義でやって貰いたいそうして適材適所の措置を取って貰いたいとの亊でございますがその通りと私も考えております。サービス第一主義と致しましてどうすれば市民の為になるかと云った亊を念頭に置いての人亊でございます。又御指摘になりました所の真和志支所長を本庁に更迭し或る部長に対する辞職勧告をした亊があると仰言っておりますが仰言る通り真和志支所長は私がこの移動をするに当りましては有為な人材であると云う見解から為しております。そうして現に那覇市の総ての問題に就きましても相談相手としてやっている訳でございます。と申上げますのは国場川の埋立亊業については非常詳わしいのであり、それに就きましては現支所長と今社会部長の地位にある所の義永部長と常に相談しまして、この問題につきましても話し合っている現状であります。適材適所サービス第一主義に於いて退職して貰った部長もおります。是は飽く迄も適材適所サービス第一主義市民の為にやった処置でございます。尚何日か支所長は六月迄現在の侭置くと云う所の相談をされたと云う亊であり、その際私は受けたと云う亊であると仰言っておりますがその時初めて支所長の移動云々について承ったのでありますそれ迄は支所長の移動と云う様な事につきましては全然考えていませんでした。その後に於ける情勢の変化から致しまして適材適所配置すると云う上に立って今日の様な措置を取った訳であります。自分の好かない者所謂好ましからざる者なるが故に是を切捨て行くと云う亊は米國のやっている政治と同じ様な結果を来たすと指摘されました好ましからざる故を以って是を解雇したり或いは左遷したと云う亊ではなしに勤めているのでございます。但し現在配置されている所の人亊の状況が真に市民の為にならないと云う様な亊があると致しますならば早速検討致しまして市民の御期待に副う様な人亊配置を行うに敢えて吝さかではございません。

以上答弁致します。

○久場景善君

兼次市長は施政方針の中で若し米國政府が市長と云う個人に対する好き嫌いの上から自ら出した所の指令伝達を取消して是を履行しない様な亊があるとすればそれこそ民主々義の理念を失った行為であり責任を以って職責を果すと云う政治行政の担当者に課されている使命を忘れたものとして全世界の物笑いになるものだと考えています。と云われておりますが何と申上げましてもそれは人であります。然るに人民党或いは第二の瀬長である所の兼次市長は今迄那覇市が貰っていた補助金を何故打切らし演説會に於いても軍亊優先とかそんな物は要らないとか又乞食でないから補助金は要らないと云った様な亊を云うから米國は打切ったと思います。何故今迄貰っていたものに対してそう云う亊を云うか是は皆人民党或いは第二の瀬長を標榜する兼次市長の責任であり、決して軍政府や当間主席の責任ではないと私は思う　此の点について答弁願いたい。

もう一つ市長は先程森田議員から云われた様に市民の為の市政と云う亊を申されておりますが是と関連して何故去った選挙に於いて市長は選挙違反の疑いをかけられたかその亊に関して市民も非常に迷惑している何故タクシーに乗って行かなかったか綺麗な車に乗って行くから疑惑を招くんです（笑声）そう云う様な行為は市民を馬鹿にした様な亊にもなるが以上、二点について御答弁願いたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

お答え致します。政治は人がやり兼次市長は人民党や第二の瀬長であると云う亊、或いは演説會で軍亊優先の政策はいけない、或いは乞食でないから補助金は要らないと云ったから貰えない從ってその責任は兼次市長にあると仰言っておりますが間違っていると思います

（「そうだ」と呼ぶ者あり）（拍手）

政治は人がやるのではなしに地方自治体の政治の主人公は飽く迄も市民でございます。市民が選挙と云うこの期間を通じて選んだ所の市長は市民の意思の結集でなければならず市民の選んだ市長は即ち市民であると考えなければならないと思います。

（「そうだそうだ」と呼ぶ者あり）（拍手）

從いまして市長個人に対してその好き嫌によって補助金打切ったり出したりすると云う亊は反民主々義的であり責任ある政治家の為すべき行為でない。それだから世界の物笑いになると申し上げました。物笑いになる所か世界から見捨られると考えております。

政治と云うものは個人ではなしにその國の政治責任の意思を代表する所の議會に於いて為すその政治であり那覇市長は十八万市民が選んだ所の市長であり飽く迄もその主人公は市民であると考えて行かなければならないと思います　從いまして先程も申上げました通り人民党や第二の瀬長第三の瀬長と云う所の市長はないと思います

次に軍亊優先についてでありますが那覇の市政は軍亊優先であってはいけないと云う亊は大いに考えられる亊であります。軍亊優先の市政が市民の税金によって為されている所の市政の執行の上に行われるならばいけない亊であり、是こそ市民の市政にはならないし幸いにして現在その様な現象はありませんので軍亊優先の市政運営と云うものにつきましては是正すべき点は現在の所私として考えておりません

それから乞食でないから補助金は要らないと云った亊は貴方の聞き違いであります。私は乞食になって迄所謂アメリカの犬になって迄補助金を貰う必要はないと申上げました。私は十八万市民を乞食にしたくないし犬にもしたくないのであります。その権力に於いては大きな力があるが被統治権者である市民によって構成されている那覇市は犬になって迄乞食になって迄補助金を貰わなければならない様ではお終いでございます。当然貰うべき補助金を何も自らを卑下して迄貰う必要はないと云う亊であります。

次に今迄継續されていた補助金を打切られたのは市長の責任であると云う一番議員(久場景善君)の見解は私は大いに間違っていると指摘致します。市民は乞食になって迄犬になって迄補助金を受取りたいと考えている人は恐らく十名もないと思います。斯う云う意味に於きまして私は一番議員の仰言る亊につきましては何等私の責任ではないと思います。

次に市長車を使って選挙運動を為し選挙違反の疑いをかけられているが何故タクシーその他の車を使わなかったかと云う亊でありますが私は市長車で選挙運動をした亊はないのであります若しあると致すならば指摘して頂きたいと思いますし選挙違反の嫌疑を受ける亊自体が大きな誤ちであると思います。重ねて選挙運動に市長車を使った亊はないと云う亊を答弁申上げます。

○久場景善君

本員が先に云ったのは何も大になれと云う亊ではない問題は今の兼次市長がどの位軍民政府と補助金の問題について折衡しているかどうかであり斯う云う風になっているのも市長の政治手腕が足りないからであり何故市長は膝を交えて軍民政府の門を叩かないのか　毎日叩け（笑声）

そうすることによって貴方の誠意が通ずると思いますが今迄そういう行動をした話を聞いていない

（議長今は討論ですか「進行進行」と呼ぶ者あり）

○渡口麗秀君

午前から各議員の貭問が活溌に交わされておりそれに対して市長も懇切叮嚀に詳細に亘って答弁されておりますが本員として未だ判っきりしない点がございますので改めて貭問したいと考えております那覇市の都市計画亊業の早期完成という亊に就きましては歴代市長が必ず重大政策の一つに挙げておりますそうして那覇市民と致しましてもこの都市計画亊業の早期実現を心から希望している現况であります幸に致しまして兼次市長も一月十二日の市長選挙に於きまして都市計画亊業の早期完成という亊につきまして公約されている様でありこの点に就きましては本員も市民の一人として兼次市長の政策に対し心から敬服するものであります都市計画亊業の早期完成という亊は口で云えば簡單でありますが実際問題としてこの都市計画亊業を円滑に遂行して行くという亊は仲々難かしい問題でありまして琉球の政治的な現状那覇市の現状からして極めて難かしい問題であると本員思料するものでございます　その為歴代市長はこの都市計画亊業の円滑なる推進と云う亊については苦心惨膽しておった様な状况であります市長も市民と公約されたこの都市計画早期完成について是から充分努力なされる亊とは存じますがこの都市計画亊業の遂行と云う亊は何故困難であるかと云う亊になりますと市長も施政方針の中で謳っております通り那覇市の財政が貧困であるという亊に起因しているとありその点本員も同感であります　何故那覇市の財政が貧困であるかという亊は今更私から申上げる迄もなく支出面である所の経常的経費即ち人件費消耗品費その他自治体としてどうしても支出しなければならない経費が多くあるからであります　本員の推定ではこの必要経費が七千万から七千五百万円場合に依っては八千万円にも上るのではないかと思います更に具体的に申上げますとこの必要経費という亊は那覇市が法人格を持つ自治体として最低財源を保証する所の経費是が七千万円から七千五百万円と云う様な亊になっているのであります　然らば反面その経費を賄う為の収入の状况はどうかと申上げますと　私達市民の貧しい懐から徴収する所の市民税固定資産税亊業税　その他港湾使用料、市場使用料　土地使用料その他ヒックルめて約一億円内外の収入があるのであります　この収入から支出を差引きますと約三千四、五百万円の亊業費が組まれる訳でございますこれを今後真和志を含めての都市計画亊業を遂行するとなりますと約三十五億円にも上るのではないかと思います　この場合前瀬長市長がいった自己財源のみを以って都市計画亊業を遂行するとすれば恐らく百年或はそれ以上の年月を要するという計算になるのであります從って瀬長市長の仰言る通りの自己財源でやるとした場合那覇市民の熱望している所の都市計画亊業の早期完成という亊は百年河清を俟つ様なものであり我々の子や孫の時代にもその完成を見る亊は出来ないと本員思料するものであります

幸に致しまして市長は瀬長市長とは政策を異に致しましてこの都市計画の早期完成についてはどうしても自己財源では長期間になり從って他力本願でもって依存財源に是を求めるべきであると云う様な亊を施政方針の中で謳われておりますがその点は本員も同感であり誠に兼次市長の考え方は頼母しい限りであると思料致します兼次市長の施政方針の中でも先程から縷々申述べました通り資金凍結の解除軍補助金の再交付については充分確信を持っておられるという亊を答弁しておられますそのことについては一応我々としても納得出来る様な点も多々あるのでありますが然し乍ら総てに於いて抽象的であり從って本員と致しましては那覇市十八万市民が納得出来る様な具体的な答弁をして頂きたい即ち後何ヶ月位すれば資金凍結が解除され総ての都市計画亊業が再開されると云う様な判っきりしない答弁を承りたいのであります　この点についての市長の答弁をお願い致します

○市長（兼次佐一君）

特別補助金即ち都市計画亊業に要する資金の再開と更に起債に対する銀行融資再開の見通しについては抽象的な答弁であり從って具体的な見通しを判っきりせよと云う御貭問でございます　誠に難問題でございます　その時期に就いての具体的な私の見解と云う亊につきましては今迄の施政方針に依りまして二、三の議員の方々に対する回答が抽象的であってそれ以上具体的に答弁する亊は難問の亊であるのを重ねて申上げます　從って私と致しましては只今の御貭問に回答を与える為には二、三の議員から御指摘されました通り或は極端なる御意見の中には毎日でも民政府の門を叩けと云う激励の言葉がございましたがそう云った趣旨に則りまして更に奮起一番努力致しまして軍民政府を動かし折衝を重ね只今の御貭問に対して何日再開出来ると云う回答を与え得る様努力したいと思います　その為には議会に於かれましても何等かの形を以ちまして市民が補助金の再交付と融資再開を希望していると云う点の意思表示して頂いて御協力願いたいと思っております　以上答弁になるかならないか些か不安ではありますが只今の所この程度の考えしか申上げられない亊を残念に思います

○比嘉朝四郎君

只今の渡口議員の御貭問に関連致しまして極く簡單に市長にお訊ね致します　先程の答弁の中に兼次市長は第二の瀬長ではないという風に判っきり明言されております　然らば市長は民主的理念の許に立って好ましい人になれるかどうかお訊ね致します（拍手）

○市長（兼次佐一君）

第二の瀬長と云う定義が判っきり致しませんので第二の瀬長であるともないとも云い兼ねますが一番議員（久場景善君）に答弁申上げた通り第二の瀬長という亊が前市長瀬長という立場に於いて云われた言葉でありその政策の全面的踏襲であると致します場合に於いては先に答弁致した通りであり從って第二の瀬長と云う亊を貭問された方が如何なる意味に於いて貭問されているのか判っきり致しませんので私としては一番議員にお答えした通りの回答しか出来ません

次に好ましい市長になり得るかどうかという亊に就いてでございますが私は好ましい市長になっている心算でございます

（「そうだ」と呼ぶ者あり）拍手

若し好ましい市長でない場合に於いては不信任案を叩き付ける丈の権限を議会には付与されているという亊は御承知の通りであり市民の為に好ましい所の市長としてやって行うと思いますので好しからざる市長になろうとする場合に於いては指導鞭撻下さいまして好ましい市長にして貰う様に御協力をお願い致します　尚好ましい市長になれない場合は不信任して頂く様お願い致します（笑声）

○大山盛幸君

今回の兼次市長の施政方針の文体の表現の中に抵抗と云う文字が使はれていない瀬長市長時代に於いては抵抗と云う文字をよく駆使しておりましたが　今回に於いては抵抗と云う文字が使はれていないのであります是から考えた場合兼次市長は抵抗の為の抵抗ではどうしても市政を円滿に運営する亊が出来ないという潜在意識の表現であろうと非常に嬉しく存じます　是から考えた場合補助金の獲得融資の再開が出来る一つの曙光が見られる様な気が致します尚もつと判っきり好ましい市長になる為には今一つ明確にすべきものがあると思いますと申上げますのは現在の世界状勢は何といっても共産主義陣営と自由主義陣営との決闘でありその意味に於いて沖縄の現実の問題は何と云っても資本主義陣営のアメリカに握られているという情勢にありそう云う態度を臨んだ方が市民の福利を齎らす結果になり共産主義陣営に於いては色々新聞その他に発表されている様に恐ろしい圧迫恐迫をやっている亊実も否定する亊は出来ません　是が沖縄に於いてもそれに近い様な問題が那覇市にもあると云うておりますが是は統治権者として止むを得ないとしてやっているかも判りませんが表現のやり方にも色々あって是は解決出来ると思います　と云うのは兼次市長が判っきりと自分は共産党員ではない共産党とは判っきり手を切るという一つの言議の表現も必要ではないかと思います　この場に於いては少し無理かも知れませんが若しこの問題が判っきり云えないとすれば後日に於いて市政の上に於いて現わして貰いたいと思いますしその出来ない所の見解を承りたいと思います

次にもう一つ都市計画の問題と関連致しまして現在の区画整理亊業が停頓しているのでありますが話に依りますと現在やっているのは第一地区の区画整理亊業であり是は一九五五年から六十年迄の五ヶ年亊業であると思料致しますが若狭町方面がまだまだ測溝も充分に出来ていない状况であり徐々に解決出来るとは思いますが区画整理の段階としてどうしても確定測量迄しなければならないと思います　それに依って判っきり土地台帖が整理出来ると思いますが現那覇市に於いては確定測量はやっていない特に美栄橋地区に於いては既に多くの家屋が出来ており辻町若狭町辺りも同様でありますが家屋が出来てしまってからの確定測量は非常に困難となり遅延すればする程土地所有者地主の負担になるので工亊を促進する亊により地主の負担に依って賄われている所の区画整理亊業も早く整理出来ると云う見解からこの確定測量を若しやっているとすれば何処何処をやっているかやっていないとすれば何時からやるか具体的な御見解を述べて頂きたいと思います

◯市長（兼次佐一君）

お答え申上げます世界の情勢は共産主義陣営と自由主義陣営に二つに分れ各々そのブロクが相対立している情勢下にあるが兼次市長はその何れを選ぶかと云う大山代議士になられた心算の貭問に対し内閣の外務大臣になった心算でお答え致します（笑声）

貭問者の迎言る通り世界情勢の分析に就いては同様に考えております　その場合に那覇市長がその態度を明らかにする必要があるかないかに就いては些かの疑義を持つのでありますが然し市民の代表である所の市会議員からの市会に於ける公式の貭問であります以上市長として判っきりお答え申上げます共産主義陣営に走る亊と資本主義陣営に付くのとは何れが那覇市民の利益を与えるかと云う亊よりはその何れ側に立って市政運営するかと云う亊が同一点になるとすればわたしは那覇市民の為の市政を運営して行く上に於きましては幸いに致しまして共産主義陣営との関係は些かもないのであります

從いまして今日嚴然とした所の資本主義陣営の指導者であるアメリカが統治しているという冷嚴なる現実の上に立ちまして市民福祉の為になる市政を運営して行く様にしたいと思います

最後に兼次佐一が共産主義者であるかないかと云う亊に就いての答弁をする必要もないと思うが若しそういう風な疑いから出た貭問であるとすれば判っきりお答え申上げます

（イヤそういう意味ではありませんと呼ぶ者あり）

兼次市長いや佐一は無論共産主義者ではありません尚二番目の御貭問に就きましては参与者の部課長に依って答弁致させます

◯財政部長（仲原英通君）

区画整理の問題でありますが区画整理亊業は元来が替費地を処分しての資金を操作して亊業を運営して行くのが原則であります又從来迄はその様にして行って来たのでありますが茲に大きい問題が残されているつまり亊業不振であります　その原因は何処にあるかと申上げますと例えばバスターミナルの敷地一千十八坪それと國場組との係爭を續けております所の地域と　具志頭得助氏と係爭を續けております所の地域　そう云うた所の替費地の賣却が出来ないという資金操作が遲れているというのが大きな原因であります又替費地が学校敷地に換地されたりしておりますのでそういう面は一般会計で決算すべきものだと思いますが今日迄それが為されていない為区画整理に金が廻って来なかったのでありますそれでも稍仕亊はやっておりますが大幅に着手する亊が出来ないと云うのが原因であります

次に確定測量をやっているかという貭問でありますが目下その準備中でありますそれから第二地区の設定は次回の六月定例議会に間に合せて提案し政府の認可を受けるべく残業を続けて今準備しております　以上

◯大山盛幸君

確定測定は目下準備中であるという亊でありますが是は是非とも早急にやらなければいけないと思います

家が出来てしまつてから測量をやるという亊は非常に困難であるという亊は素人でも判る亊であります。又今それの準備中であると云う亊であるが何処から確定測量をやるかその点についてお伺い致します

◯区画整理課長（永山政徳君）

確定測量は何処からやるかというお訊ねでありますが仕事が終った所から全面的に進めてはおりますが最初は美栄橋の終った所からやりたいと思っております

◯大山盛幸君

只今の答弁等からしても当局にはまだ判っきりした計画がないという亊は判っきりしております　それで美栄橋方面からやるよりは若狭町辺りのまだ家が立っていない所から溝を作って確定測量をやり土地台帖を整理しなければ地主は非常に迷惑しますので家が出来てからは仕方がないので其処は後廻しにすると云う風にやった方が良いと思います

（「そう云う風に致します」という者あり）

それから是は都市計画に関連しますが現在技手が一人しか都市計画課にはいないのでありますが　区画整理課の技術者は何名ですか

◯区画整理課長（永山政徳君）

区画整理課には技手が現在八名おりますので大丈夫と思います。

◯都計課長（知念英五郎君）

都計課に於いては先日技手が一人辞めております関係上現在技手は一名になっておりますがその後三名位要求しております

◯高良清二君

先程の何番議員からかの貭問に対して市長は現在日本政府当局に対して五十六億の補助金獲得に努力している様でありますがその辺に就いて少しく疑義がありますので市長にお訊ね致します　沖縄は敗戰という亊実に依りまして沖縄に対する行政権の停止が日本とアメリカとに於いて日本帝國政府の総べての行政権の行使を停止するという布告が為されております

それと関連致しますかどうかは別として琉球列島の管理に関する行政命令の中に第三節国務長官は琉球列島に関する外國及び國際機構との交渉について責任を負うとの規定に関連致しまして第七章雑則の三十五条琉球政府は琉球列島米国民政府を通じない限り外交亊務を行う亊は出来ないと云う風に謳われております　然し乍ら現在松根建設部長を日本政府に派遣して交渉しております所の外交亊務は果してその当時に於ける琉球列島米国民政府が是を容認しているのか或は職員を派遣して資金を獲得する交渉を予め施政権者の了解を得ての行為であるかどうかその点に就いて承りたいと思います。次に施政方針の中に依存財源に俟たなければ都市計画亊業の早期実現は出来ないと云う風に謳われておりますが一方に於いては琉球政府に補助金を要請しそれが然かも当然と云い乍ら又一方に於いて日本政府に是を要請するが如きは所謂二兎を追う者は一兎も得ずの諺があり日本政府に補助金を要請する亊に就いて何等その行為が悪いとは云えません　寧ろ賞讚すべきであると思いますが　その辺に就いて本員些か不安な感を抱くものでありますので市長のその辺に就いての御自信の程を御説明願いたいと思います

◯市長（兼次佐一君）

日本政府から仰ごうとする所の援助に就いては終戰当時に於ける両國間の取決めと申しますか条約に依って日本政府の總ての行政権が放棄されている沖縄に対して是を要求して良いか更に琉球政府の外交ルートは民政府を通じていなければならないが松根部長は認められたかどうかと云う御貭問でございます　是は外交折衝ではないのであります　祖國に対する所の一種の陳情でございます從いまして那覇市からは派遣致されました松根部長の日本政府への折衝は外交折衝ではなしに祖國政府に対する那覇市の事情を含めての陳情でありこの意味に於て琉球政府の外交折衝と云う意味の承認は得ておらないのであります

次に民政府の補助金を要請し乍ら日本政府に是を要求すると云う亊は所謂二兎を追う様なやり方は結果に於いて一兎も得られないじゃないかと云う御不安の様でございますが私はそうは考えていないのであります　民政府、琉球政府は是は当然でございますが民政府は琉球政府の要請します亊を更に日本政府に要請すると云う亊はその何れかの一つの財源を依存すると云う意味ではないのであります從いまして日本政府に要請したからと云って民政府が感情を悪くするかしないかという亊は検討の余地はあると致しましても決して二兎を追うている意味ではないと云う見解の上に立っております　御承知の通り講和発行前の見舞金に致しましてもその所在が明らかにされていないのでありますが日本政府は又只今貭問者が指摘されました様に沖縄に対する行政権を文字通り放棄する様な立場にあり乍らも祖國の一端であると云う見解に立って十億円の見舞金を交付しております　寧ろこの亊は米国民政府に対する誘い水的な役割りを果す亊でありましょうし見舞金に致しましても前途は非常に明るい様であります

尚日本政府に於きましては自民党も社会党も或程度了解している様でありますが日本政府が那覇市に対する財政援助をする場合それ自体がアメリカ民政府に対しては補助金交付の誘い水になるのではないかと云った見解に立っております　アメリカの財政援助を拒否して日本政府丈に仰ぐと云う意味ではなくアメリカに対しても日本政府に対しても先に申上げた通り又施政方針にも織り込んでございます通りの見解でお願いしている丈で他意のない亊を御了承願いたいのであります

○宮里敏慶君

一九五九年度予算に於いて実施したいと考えておられる政策の中に水道料金の値下げに就いてお訊ね致します

那覇市の水道料金は世界一高いと云う市民からの批判を受けておりますが市長は五九年度に於いて水道料金を値下げすると云う風に云はれており是は市民の保健衛生その他の面から喜ばしい亊であり本員も市民の一人として感謝致しております然し乍ら一万円から一円安くしても値下げでありますが市長は現在の水道料金の何パーセント位値下げし又是は何時から実施するか以上お伺い致します

○市長（兼次佐一君）

水道料金値下げの率とその方法についての方針丈を申上げ提案致します場合の御検討をお願い申上げます現在の基本水道料金は御承知のとおり十立方米になっております是に対しまして八立方米に是を下げ最低水量を決めたいと思います　その場合現在の最低水道料金の二百円を百六十円に値下げしたいという考えでございますと申上げますのはこの八立方米の基本水量を変える亊によりまして実際値下げの恩典に浴する者は相当数に及ぶからであります。即ち逆を申上げますなれば八立方米の水を使用しながら現在の基本水量十立方米の二百円を支払っているという現状でありまして確かに不合理な点が見受けられますのでこの基本水量を切り下げそれに応じて現在の二百円の料金から百六十円に値下げしたいと考えております。その場合全体から致しましてどの位の差が出るかと申上げますと是は一九五七年度決算を基準に置いて勘案した数字でございますから正確ではないのでありますが年間二百五十八万八千余円となる計算になっております

○金城賢勇君

国場川の埋立亊業については合併前の真和志議会において議決されたのでありますが那覇市へ編入合併になった今日の本埋立亊業の見通しについてお伺いいたします。

○真和志支所長（富山嘉仁君）

お答えいたします国場川の埋立工亊起債は既に真和志議会当時において申請されておりますが今回の那覇真和志市両市の合併によりまして市長の名前が変っております関係上書類を書替えて貰いたいという銀行から要求により書類を現在書直して再提出すべく目下準備中であります

○金城武一君

先程からの各議員の貭問の論点は都市計画亊業の推進という問題に集約されているように思いますがこの都市計画と並行いたしましてこの施政方針の中には産業の育成という項目が謳われていないのであります　昔から国の隆盛は産業の復興にあるという亊は良く云はれています　従いまして産業政策というものは真に住民の懐を暖くするという意味におきまして都市計画亊業と並行致しましてどうしてもこの産業の育成に力を入れてやらなければならないと思いますが斯ういった観点から是に対するところの市長の見解と具体的な案がありますならば承りたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

お答えいたします御説のとおり産業の復興につきましては忽せにならない問題となっております。本問題について市といたしましても科学的に綜合的な一つの計画を持たなければならないそういう考え方において同感でございます　そのために既に送付いたしてございますところの議案第五号部課設置条例の一部を改正いたしまして現行の勧業課を商工勧光課と農林水産課に分け農林水産課を新らしく新設いたしまして農林水産部面における諸問題を合理的に且つ計画的に是を実施する亊に致し十分なる産業の保護育成に当らうという亊でございます

（「進行」と呼ぶ者あり）

○玉城正次君

市長は施政方針の全般において超党派的な態度で議会に臨むという亊を明らかにしておりますが去る立法院議員総選挙において民連推薦の場に馳せ参じているという亊実と今朝の新聞記亊で民連候補というふうに認めているという亊でありますが是が亊実と認められるならば超党派的態度云々という亊と施政方針に書かれている方針とは矛盾するじゃアないかと思いますがこの行為は個人兼次としての行為であったかどうかこの辺を明らかにして頂きたいと思います。

○市長（兼次佐一君）

最后にお訊ねになっているとおりでございます

○玉城正次君

最后の貭問の個人兼次という亊でありますので認めますが立法院議員総選挙中において聞くところによりますと市長は全職員に対して選挙にタッチしてはいけない更に退庁後においてもタッチしてはいけないと部下職員に訓辞を与えたと云う亊を聞いております是は自ら職員の範となるべき市長自身が斯かる行動に出た亊があるとすれば先程から貭問がありました好ましからざる市長といわれても仕方がないと思いますがそういつ訓辞を与えたかどうかお伺い致します

◯市長（兼次佐一君）

お答え致します一方的に職員として特定候補者を支持する場合においては色々な非難或いは中傷も出て来るのであります。その時理亊者として市長は非常に困らなければならない場合が多々あるのであります。従いまして注意を促した程度でございましてその限度については職員も自らの与えられた権限というものと職員として市長から受けた注意というものとは自らハッキリ見解を決められたものと考えております。それから市長が超党派的な立場で議会に臨むという亊と選挙の際に特定候補者の応援演説をするという亊が矛盾するという見解に立つとすればその見解は別といたしまして私は対議会対策としても市政運営に当っては超党派で行きたいという亊を実際の行動で以って示して行きたいと考えている訳でございます然しながら選挙の際において特定候補者を支持しこれが応援のための演説をするという亊とは決して矛盾はしないと私は考えております従いましてその亊につきましては要らない応援を押付けられるかも知りませんが今後の立法院議員選挙、主席選挙が行われる場合は今申上げた市政運営の立場は別として兼次佐一個人としての立場から特定候補を支持するであらうと考えております

◯上原文吉君

市長の施政方針に対する貭問は多数の議員諸候より凡ゆる角度から真剣に貭疑応答が交わされましたが次の日程も沢山控えております関係上是を以って施政方針に対する一般質問を打切り次の日程に進まれますよう動議を提出いたします。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

只今二十八番議員（上原文吉君）より市長の施政方針に対する一般貭問は是を以って打切り次の日程に進みたいと云う動議が提出され所定の賛成があって動議は成立致しております。依ってお諮り致します。

動議の通り取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第一、施政方針に対する一般貭問を是を以って打切る亊に致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次の日程に入ります前に御報告申上げます　只今市長から議長宛追加議案の送付について文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます

（書記「新垣襄二君」朗読）




那総々發第一二三五号

一九五八年三月二十六日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長　高良一殿

追加議案の送付について

定例議会に付議する左記案件を別紙のとおり追加送付します

記

一、那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて

○議長（高良一君）

本件に就きましては後刻議題と致し御審議願う亊に致しまして本日の日程の一番最後に第九として追加願います　尚議案は先程配付致させましたからよろしくお願い致します

◯議長（高良一君）

次に本日附を以って只今市長から議長宛　水上店舖撤去対策委員会の委員選出について文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます

（書記「新垣襄二君」朗読）





那総々發　第一、二三四号

一九五八年三月二十六日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会

議長　高良一殿

水上店舖撤去対策委員会の委員選出について

　第二十二回那覇市臨時議会において決議されました「ガーブ川水上店舖撤去」について、市當局では目下具体的な対策を樹立すべく檢討中でありますが撤去方法に慎重を期するため、市議会、当局、学識経験者からなる対策委員会を設けたいと思いますので、議員中より委員（六名）を参加させて頂くよう、お取計い下さい。





議案第五号

那覇市部課設置条例の一部を改正する条例（案）

右の議案を提出する

一九五八年三月二十四日

提出者　那覇市長　兼次佐一

那覇市部課設置条例の一部を改正する条例（案）

那覇市部課設置条例（一九五三年十二月十六日条例第三十七号）の一部を次のように改正する

第二条中

「勧業課」を削除し「商工観光課」「農林水産課」を挿入する。

附則

この条例は一九五八年七月一日から施行する。

説明

一九五七年十二月十日第二十一回那覇市定例議會で議決された議案第百二号「真和志市を廃しその区域を那覇市に編入するに伴う両市合併条件協定書」第十二項の規定に基き次年度から「商工観光課」「農林水産課」の二課を設置したいので本案を提出する。





◯議長（高良一君）

本件につきましても日程第十として追加願い後刻御審議願うことに致しますからよろしくお願いします

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

では日程第二那覇市部課設置條例の一部を改正する條例　市長提出議案第五号を議題と致し質疑に入ります

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では本案は質疑続行の侭所管の委員会に付託する事にして御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認めます　依って日程第二那覇市部課設置條例の一部を改正する條例　市長提出議案第五号に就きましては質疑続行の侭所管の総務戝政委員会に付託致します





議案第六号

泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例（案）

右の議案を別紙のとおり提出する

一九五八年三月二十四日

提出者　那覇市長　兼次佐一

（説明）

泊港と那覇港とは地理的に近接した開港場であるが港湾施設使用料に差異があるので、港湾運営上支障がないように均衡を保つため、本案を提出する。





泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例

泊港々湾施設管理使用条例（一九五二年十二月二十四日条例第二六号）の一部を次のように改正する。

別表第一項中第一号及び第三号のＡをそれぞれ次のように改める。

一、繋船料

　　イ、繋船二十四時間まで毎につき總噸数一噸まで毎につき　壱円

　　ロ、琉球列島内のみに從事する船舶若しくは琉球漁船は二十四時間まで毎につき総噸数一噸まで毎につき　五拾銭

但し総噸数五十噸未満の漁船は無料とする。

三、岸壁通過料

　Ａ、積卸貨物（家畜類を除く）各一回につき

　　イ、輸入貨物

重量貨物一噸（二、〇〇〇封度）まで毎につき　拾五円

軽量貨物四十立方呎まで毎につき　拾五円

但し米、肥料は一噸（二、〇〇〇封度）まで毎につき　拾円

　　ロ、輸出貨物

重量貨物一噸（二、〇〇〇封度）まで毎につき　拾円

軽量貨物四十立方呎まで毎につき　拾円

　　ハ、琉球列島内の積卸貨物は重量の場合は二分の一噸（一、〇〇〇封度）軽量貨物の場合は二十立方呎まで毎につき　五円

但し二噸（四、〇〇〇封度）又は八十立方呎を超えるときは一噸（二、〇〇〇封度）又は四十立方呎増すまで毎につき拾円とする

附則

この条例は一九五八年七月一日から施行する。





○議長（高良一君）

次日程第三泊港々湾施設管理使用條例の一部を改正する條例　市長提出議案第六号を議題と致し質疑に入ります

◯宮里敏慶君

泊ポートターミナル内には貸事務所貸店舖がございますが貸事務所は一坪當り一ヶ月七百円貸店舖一坪當り一ヶ月千四百円となっておりますが是は余りにも安過ぎると思いますが是を改正する意思はないかどうか　若し貸すとした場合條件を付して或は公入札に依って貸す意思があるかどうかお伺いします

◯泊港務所長（山里将和君）

本案は前港務所長時代に提案されたのでありますが聞く所によりますと那覇ポートターミナルの場合貸店舖坪當り一ヶ月千四百円貸事務所も同様に七百円になっている様であり　泊ポートターミナルの場合もそれにならって決めた様であります

それで結局本案を改正する事に就きましては上司の方とも相談してから御返事申上げます

◯宮里敏慶君

市員の聞く所に依りますと貸店舖は既に貸したと云う事でありますが貸店舖は如何なる條件でどういう人に貸したかその点についてお伺い致します

◯港務所長（山里将和君）

貸店舖の使用申込者は十九名おりましたのでその貸付については主管課である私の方で決めても差支えないと云う様な事もありましたが貸店舖は一ヶ所しかありませんので庁議にかけてやった方が良いと思いまして二月の上旬に庁内協議会を開きまして建設部長、私、総務部長、財政課長の四名を以って協議の結果一応役所には共済会があるのでその方に貸したらどうかと申上げましたが共済会の方でも未だ未だそれ丈の能力はないという事で結局一般に貸したらどうかそれが良いと云う事になり　では貸すにはどうすれば良いかと云う事でそれには資産証明書、事業計画書更に現在迄の事業経歴書等を提出させ　それに依って書類審査をやった方が良いということに相成った次第であります

その場合第一査定と致しまして私の方では資本金の場合仮に五万円以下を一点として五万円を超える十万円迄を二点とし十万円を超える十五万円迄を三点十五万円を超える二十万円迄を四点　二十万円を超えるものについては五点としたのであります

然し中には斯ういうケースもあります　例えば資産は千七百円しかないが資本金二十万円を持って運営するという事もあり勿論そういう事もあり得る事で資産があれば尚結構でありますので資産を超えて資本金を何したものは一点　それから五万円以下を二点　十万円以下を三点と先程申上げた様な一点から五点迄の採点をして事業計画、事業経歴にしても今迄事務面をやっていた人　店員といった人を一点とし雑貨商等を二点とし　是も先程申上げた様に一点から五点迄採点し合計滿点が十五点になります

その採点の結果最高点十三点の人が四名いた訳であります

その名前を申上げますと宮城清正　仲山トミ　豊里友仁それから喜屋武徳清　この四名をもちまして本庁に来て現在建設部長が日本に行っておりますので　又財政課長は予算問題で忙しいので出席出来ないという事で総務部長と相談致しまして結局十三点の四名とも同資格でありますので是迄の仕事の経歴等からして妥當性があるかどうか決めるのが建前ではないかという事で結局喜屋武という人にそれが當った訳であります　その理由は現在泊港湾内に於いて艦船行商をやっている　それからお土産品も取扱っておりこの人は泊港開港以来現在迄やっているという事で港内事情に暁通しているという事で結局この人が最も適當であるという意見の一致で見ましたので十日程前に是が決裁になっております





議案第七号

水害に伴う亊業税及び市民税の軽減について

右の議案を左記のとおり提出する。

一九五八年三月二十四日

提出者　那覇市長　兼次佐一

記

水害に伴う亊業税及び市民税の軽減について

一、一九五八年二月七日の水害に伴う被害者に対する一九五八年度亊業税及び市民税軽減を目的とする

二、水害により自己の所有に係る亊業の用に供する資産につき被害を生じた者に対し左の区分により軽減する

三、水害により自己の所有に係る家財につき被害のある者は市民税額の一割の範囲内に於て之を軽減する

四、亊業税の軽減をうけた者は市民税については軽減しない

五、調査により把握した者に適用するその他の者は申告により調査の結果軽減する

六、虚偽の申告その他不正の行為により亊業税及び市民税の軽減を受けた者がある場合は取消しするものとする

[image: 画像]

説明

右一九五八年二月七日の水害被害者に対し一九五八年度分亊業税及び市民税の軽減を那覇市税賦課徴收条例第十九条（市税の減免）により提出する。





水害パーセント

[image: 画像]


５７年度分亊業税額調

[image: 画像]


◯議長（高良一君）

他に質疑がなければ本案も質疑続行の侭所管の総務戝政委員会に付託するという事にして御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第三泊港々湾施設管理使用條例の一部を改正する條例　市長提出議案第六号は質疑続行の侭所管の総務戝政委員会に付託致します

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第四水害に伴う事業税の軽減について　市長提出議案第七号を議題として質疑に入ります

（「委員会付託」と呼ぶ者あり）

◯宮里敏慶君

本案に関連してお訊ね致します　前議会に於いて問題となりました資金カンパの金額はどの位集ったかお報せ願います





諮問第一号

那覇都市計画街路の一部変更について

都市計画街路の一部を左記の通り変更することについて諮問します

一九五八年三月二四日

提出者　那覇市長　兼次佐一

記

都市計画街路第十六系二類一号の一部を別紙図面の通り変更する。





都市計画街路１６‐２‐１一部変更理由書

都市計画街路１６‐２‐１の確定測量を行なった結果別紙縱断図の通りで勾配は十分の一となり制限勾配よりずっと上まはっているので施行の際計画高までもってゆくには相当の切土をなし教会附近で大きく段がつき建物自体が危なくなり工亊困難となります。

又工場地帶である一工場敷地を二分にして作業能率を底下せしめるので用途地域上からみても変更した方が良いと思はれる。

從って変更予定地を実測した所別紙図面（２）の通りで勾配も十二分の一で前の勾配よりずっとゆるやかでありますから最適であり又地域的から見ても良いので第二の計画通り変更した方が良いと思はれます。





那覇都市計画図

[image: 画像]


第一計画ハバービュー横幹線道路縱断面図

（１６‐２‐１）

[image: 画像]


第二計画ハバービュー横幹線道路縱断面図

（１６‐２‐１）

[image: 画像]


◯総務部長（仲原英通君）

資金カンパの問題はその後選擧やその他のものに禍いされて一応中止しておりますがその當時に集めてある四万四千百円は才入に繰入れてあります

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では日程第四水害に伴う事業税の軽減について　市長提出議案第七号は質疑続行の侭総務財政委員会に付託することにして御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認めます　依って左様に決定いたします

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

日程第五那覇都市計画街路の一部変更について市長提出諮問第一号を議題と致し質疑に入ります

（「委員會付託」「進行」と呼ぶ者あり）





諮問第二号

泊港々湾区域設定に関する諮問について

泊港々湾区域を左記のとおり設定するについて意見を問う

一九五八年三月二四日

提出者　那覇市長　兼次佐一

記

相順山頂点から二四〇度に引いた線　埋立地排水溝北端から五度に引いた線及び陸岸並びに泊高橋によって囲まれたる水域。

（附図のとおり）

（説明）

港湾区域は港湾の保全及び建設の構想の基底をなし究極的には市の経済面にも大きく繋がるものであり且つ港湾法第六条の規定により認可されることによってこれの支配権を取得することになり同区域並びに隣接地域に於ける諸行為が規制されるので議会に諮る可きが至当と認め本案を提出する。





予定

泊港港湾区域図面
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◯議長（高良一君）

では本案も質疑続行の侭所管の建設委員会に付託する事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め左様に決定致します

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第六泊港々湾区域設定に関する諮問について市長提出諮問第二号を議題と致し質疑に入ります

（「進行」「委員会付託」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では本件につきましても質疑続行の侭所管の建設委員会に付託する事にして御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様に決定致します





議案第八号

助役（第一）の選任同意について

右の議案を提出する

一九五八年三月二十四日

提出者　那覇市長　兼次佐一

助役（第一）の選任同意について

本市第一助役に左記の者を適任と認め任命したいので、議会の同意を求める。

記

住所　那覇市前島町二丁目公有水面埋立地

氏名　仲原英通

説明

市町村自治法第九十九条に基き、本案を提出する。





履歴書


 
  	　　　本籍地
  	本部町字渡久地拾参番地
 

 
  	　　　現住所
  	那覇市前島町二丁目公有水面埋立地
 

 
  	　　　仲原英通
  	明治三十三年六月十日生
 




学歴


 
  	大正八年三月
  	沖縄県立農林学校卒
 

 
  	大正拾壱年四月
  	法政大学高等師範科に入学
 

 
  	大正拾貳年九月
  	貳年修学中病気退学
 

 
  	昭和五年九月
  	沖縄県知事推薦により農林省主催産業組合長期講習会に入所
 




経歴


 
  	大正八年四月
  	沖縄県立農林学校助手拝命
 

 
  	大正九年
  	依願退職上京
 

 
  	昭和四年六月
  	海軍省技術研究所計理部に就職
 

 
  	昭和五年九月
  	産業組合長期講習会受講の為退職
 

 
  	昭和六年七月
  	座間味産業組合理事
 

 
  	同年
  	鰹漁業経営
 

 
  	昭和拾八年
  	本部町農業会専務理事就任
 

 
  	一九四六年四月
  	本部町助役
 

 
  	一九四七年
  	退職
 

 
  	一九五三年五月
  	立法院議員当選
 

 
  	一九五七年六月
  	那覇市区域整理課長
 

 
  	同年七月
  	那覇市財政部長
 

 
  	一九五八年一月
  	那覇市総務部長　現在に至る
 




上記の通り相違ありません

一九五八年三月十九日

仲原英通





◯議長（高良一君）

次日程第七第一助役の選任同意についてでありますが本件は委員会に付託する筋合いのものでもないと考えられますので後刻全員協議会で諮って決定したいと思いますが左様取計う事に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ない様でありますので左様に決定し後刻全員協議会に依って決定致したいと思います

◯議長（高良一君）

次日程第八公有水面埋立免許申請について市長提出諮問第六号を議題と致します　本件につきましては御承知の通り去った第二十二回臨時議会に於きましてガーナームイとその周辺の緑地帯の坪数について幾許とするという要望が漠然としておる為將来疑義を持たれる惧れがあり坪数は明示すべきが妥當であるとして審査の慎重を期すべく更に継続審査を為さしめる事に致したのであります　依って建設委員会に於けるその後の審査経過並びに結果について御報告願う事に致します

◯新垣松助君

只今議題となりました日程第八の諮問第六号公有水面埋立免許申請について御報告申上げます

諮問第六号につきましては二十一回議会に於いて本委員会に付託されたものでありましたがこの審査結果については去った二十二回（臨時会）に於いて御報告申上げた答申案の條件第三項の「鵞鳥森は原形の侭存置し周囲の環境を生かしその周辺幾何かを緑地帯児童公園に充用し那覇市有地とする」という委員会案を提示致したのでありますが議員各位から「周辺幾何」ということは漠然としているので坪数をハッキリ明示すべきであるとの御意見があり再び継続審査を行ったのであります

そこで去る三月十八日に委員会を開催当局の主管部課長の出席を求め慎重なる質疑がなされたのであります　先づ當局に実測の結果について訊ねたところ鵞鳥森が五六〇坪その周辺が道路計画を除いて一、九〇〇坪で結局公園緑地帯は二、四六〇坪とのことであります　然し乍ら　この埋立申請は二〇、四四五坪九合五勺であるに拘わらず申請以上余分に埋立てしたものが二、八〇〇坪もあるとの當局の報告を受けたのであります　この埋立が許可以前に既に八〇％が埋立てられ然も二、八〇〇坪が余分に埋立てられている既成事実に対し將来の市の都計上由々しき問題であるとの各委員からの活溌なる意見が開陳され琉球政府に対しこれが是正方の要請決議文を市議会の名に於いてなさるべきだとの意見が一致したのであります　これが決議文については一昨日満場一致で議決して頂いた通りであります　結局條件の第三項については御手許にお配りしてある答申案の通り「鵞鳥森は原形の侭存置し周囲の環境を生かし鵞鳥森を含む二、四六〇坪を緑地帯児童公園に充用し那覇市に無償で提供すること」に訂正し更に第一項目を付加えて條件第五項を「埋立免許申請二〇、四四五坪九合二勺に対し現在それ以上（二、八〇〇坪）埋立てあるが申請坪数に止めて貰いたい」

以上條件の第三項の訂正と第五項の一件を追加して満場一致これを答申案通り決定致した次第であります宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります

◯議長（高良一君）

只今の委員長の報告に対し質疑に入ります

◯平良真次郎君

當局で調査或は研究した緑地之に就いて説明をお願い致します　即ちどういうふうな施設をするか　どういうふうな面積でもってどの辺にするかその点についてお伺い致します

◯都計課長（知念英五郎君）

之は実地測量に依ってガーナームイを選んだ訳であります　即ちガーナームイを囲んだ道路が二つある訳でそこが三角点に来ますのでその三角の中に緑地公園のスペースを取った訳であります

（「坪数はどの位ですか」と呼ぶ者あり）

二千四百六十坪であります

◯森田孟松君

委員長にお伺い致します　答申案五項の中に現在それ以上二千八百坪埋立られてあるが申請坪数に止めて貰いたいというふうに書いてありますがこの二千八百坪という坪数はどういう風に処理為されるかその辺に就いて委員会で検討されたかどうか　申請した人の自由裁量に依って何とか処理して貰いたいという事であるか　この二千八百坪というのは既に埋立てられているのであるかどうか又如何なる方法で措置する心算かお伺い致します

◯新垣松助君

まず埋立免許申請は二万四百四十五坪九合二勺になっており市當局が測量の結果二千八百坪が余計に埋立られているという事に対しまして相當委員会に於いても論議されましたが是は申請人が余計に埋立たものであります関係上市がどうするという事は出来ないと思いますので余計には埋立てられておりますが申請坪数丈けに止めて貰いたいという條件を付けたのであります　それで市當局も之に対して答申案の通り當局がその管轄政府に交渉すべきものであり我々は是以上どうという案が出ないので申請坪数に止めて貰いたいという條件を付してある訳であります

◯森田孟松君

この申請者に対してこの二千八百坪の問題に就いて委員会として話合を為さった事があるかどうかお伺い致します

◯新垣松助君

これについては委員会としても研究致しましたが決定案が出ず結局申請坪数に止めて貰いたいというふうにしか出来ませんので是はどうせ市長に要請する様に市當局からこういう事は関係當局にお願いして決めて貰いたいと考えるのであります

◯渡口麗秀君

只今森田議員の御意見と同じ様なものでありますが今の二千八百坪というのは結局埋立個所ですね

（「ハイそうです」と呼ぶ者あり）

そうしますと是は無断埋立になりますね

（「そうです」と呼ぶ者あり）

是につきましては議会側として或は當局と致しましてもこの措置については充分な考慮を払う必要があると本員思料致しますが當局のこの無断埋立の二千八百坪に対して如何なる見解を持っておられるか市長の答弁をお願い致します

◯市長（兼次佐一君）

この諮問案自体が先の臨時議会に於きまして平良議員から指摘されました所謂将来の市の戝政確保の上から慎重な態度で當らなければならないという見解の上に立ちましてその後いろいろ検討してみましたところ今指摘されました二千坪余りの土地に対する措置については茲で回答申上げられる迄検討を加えていませんが然しこの埋立自体について些か疑義を持つものであります　と申し上げますのはこの埋立は既に完成された後に於いて事後承認を受けるという所の行き方であり先づ手続きの上からいきますならば不当な埋立てとなっております従いまして普通の行き方であるとするとまづ行政主席は申請を受けた際に最初市に対して諮問されるべきでありその諮問の結果によって都市計画審議会にも諮られた後に措置すべきであったと考えるのであります　然し又一方に於きましては軍の至上命令に依って為された事であるから今後こういう事のない様に附帯決議見た様な意見を添えて諮問に答えなければならないという意見もある様でありますがその後調査致してみましたところ軍の至上命令というのは法的には布令第百六号である様でありこの布令百六号は一九五三年三月三十日に公布されたものであります　その後に出来た立法院に於けるところの立法第三十四号による都市計画法は同年八月十七日即ち布令百六号以後に出来ているのであります　この都計法に基づいて行うならば只今の問題については手続きの上から致しましても非常に不手際を生じており且つ又こういう様な埋立後に於ける事後承認の諮問に対しては今一度検討すべきであり場合に依っては行政的な処分も可能ではないかという見解に立っておりますので質問に対する答弁にはならなかったかも判りませんがこの諮問案は今一応御検討願う時間的な余猶を議会がお持ちになって頂けばと考えている次第であります

◯平良真次郎君

埋立免許申請の坪数は二万四百四十五坪と書いてありますが確かこの坪数の中にはガーナームイ周辺の土地も含めこの坪数と思いますがそうしますとこの幾何という坪数二万幾坪という数字が出た為この埋立申請坪数は減るのではないかという様な事も考えられますがその辺のところがどうも漠然としている様に感じられ是は勿論當初の申請坪数でありますがそれに対しガーナームイ周辺も全部入っていますがそれが緑地帯として取られてしまったということになれば実際坪数はこれより減ると思います　是に対する委員長の御見解をお伺い致します

◯新垣松助君

本委員会が現場調査致しました結果この周辺の坪数面積が現われております様に現在のところこの埋立工事も中止になっておりますしこれ以上そこは緑地帯として残されこれ以上埋立はしないと思います　然し我々が毎日向うに行って監視する何もないし當局が時々廻って監視し又は都市計画面からも是は大いに監視する必要があると思います

◯議長（高良一君）

只今三時五十九分でありますので会議時間を延長致します

◯金城賢勇君

この坪数については通路の問題と違いこの侭でこの諮問を承認して良いかどうか法的にも幾多の疑義があります関係上本案についてはもっと當局も研究して貰いたいと思いますので建設委員会に再付託して頂き或は政府の方と折衝して解決しなければ本案は何時迄経っても解決出来ないと思います

（「賛成」「委員会付託」「駄目々々」と呼ぶ者あり笑声）

◯真栄田義晃君

本員も只今の十七番議員（金城賢勇君）の御意見に賛成致します　というのは申請以上に埋立てられている地域に対する処分の問題は委員会としてもハッキリしておりませんし更に本埋立工事が事後承認の形式で行っている事自体我々としても更に検討する点が多々ありますので建設委員会に再付託すべきだと思います

（「何とか結論付けましょう」と呼ぶ者あり）

（「イヤイヤ再付託すべきですよ」と呼ぶ者あり）

（笑声）

◯議長（高良一君）

では意見調整の為休憩致します。

（午后四時四分　休憩）

（午后四時十二分　再開）

◯議長（高良一君）

再開致します　休憩中に於ける協議の結果本諮問案に就いては建設委員会委員長からの審査報告がありましたが議員間に於ける疑義と更に法的疑問もある様でありますので本諮問第六号公有水面埋立免許申請については建設委員会に再付託する亊に御異議ありませんか

（「賛成」「異議なし」「三回目ですよ」と呼ぶ者あり笑声）

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第九那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて市長提出議案第九号を議題と致し当局よりの提案趣旨の御説明を求めます





議案第九号

那覇市行政區域の一部町の區域を変更することについて

一、前島町一丁目地先公有水面埋立地（二、〇八〇坪四合四勺）を同町一丁目の區域とすること

二、前島町二丁目地先公有水面埋立地（二、三九一坪八合一勺）を同町二丁目區域とすること

右市町村自治法第六条の三に基き議決を求めます

一九五八年三月二十六日提出

那覇市長　兼次佐一
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◯財政課長（崎浜国宏君）

議案第九号に就いて御説明申上げます

本案は安里川改修工亊と並行して造成されました安里川南岸の埋立前島町一丁目地先公有水面埋立地区二千八十坪と同町二丁目地先公有水面埋立地区二千三百九十一坪が去る一九五七年十二月三十一日付告示第二百五十五号を以ちまして行政府より那覇市の行政区域に編入処分になった旨の通知を受けたのであります　この地域は未だ町及び町名の定めがなく支障を来たす惧れがありますので該地区の町の区画を　市町村自治法第六条三の規定に基づいて定めたいと思います　前島町一丁目地先公有水面二千八十坪四合四勺は同町一丁目に接續して安里川に依って区切られ他の町に掛り合いはないので同町一丁目の区域に入れたいと思います　尚前島町二丁目地先公有水面二千三百九十一坪八合一勺も同様同町二丁目の区域に入れる亊が適当と考えられます　以上の理由により提案致した次第であります　宜敷く御審議の程お願い申上げます

◯議長（高良一君）

本案に就いて貭疑に入ります

◯高良清二君

只今議題となりました那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについてと関連致しますので本日のこの席上に於いて市長の方針について承りたいと思います　と云うのは一昨日議会内丈の問題として那覇市行政区画整理調査研究委員会設置方の決議が為されたのであります

その提案趣旨説明の際決議案にその明文はないが二次的に予算化を必要とし専任職員を置くという要請を致しましたが市長としてこの行政区域の一部町の区域を変更する議案第九号と関連し次年度に於いて専從職員を配置する意思があるかどうか委員会設置に就いての市長の心構えについて御答弁願います

◯市長（兼次佐一君）

お答え致します　行政区画を整理致しまして是を整然として行かなければならないという亊は直面している所の問題の中で最も重要な問題と考えておりました矢先議会側から建設的な御見解から先に委員会設置の議決をして頂きました亊に対して非常に感謝致しております　從いまして是を直ちに実施して行きます為には次年度の予算に於いて編成を為し　只今御指摘されております職員等の問題に就いても充分考慮して行きたいと斯う云う考えを持っております。それに先立って只今提案致しております所の部分的な問題に就いて御審議願う亊に対しましては御承知の通り既に市当局が賣却済みの土地でありまして是を今提案致している様な措置を取らない場合には買受けた方々が是を登記する亊が不可能になる訳でございますので提案議案の分から先にやって頂きたいと云う様な考え方からの提案でございます。

（「委員會付託」「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では日程第九、那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて市長提出議案第九号は貭疑続行の侭總務戝政委員会に付託致します

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第十、水上店舗撤去対策委員会の委員選出についてを議題と致します　本件は第二十二回那覇市臨時議会に於いて決議されましたガーブ川水上店舗撤去について　市当局では目下具体的な対策を樹立すべく検討中でありますが　撤去方法に慎重を期する為市議会、当局、学識経験者からなる対策委員会を設けたいがその為には議員中より委員六名を参加して頂く様取計って貰いたいとの趣旨によって提案されておりますが是は建設委員会で・・・・・・・・

◯新垣松助君

本水上店舗撤去に関する対策委員会委員の選出に就きましてはその水上店舗又はその川の周辺にある屋台店はあの当時当局の指導の許に作らせた屋台店があり　又この撤去促進方の陳情も参っておりますが　是に就いても結論を得られないと云う理由は結局市当局が作らして一九五六年迄は道路専用使用料を徴収していたと云う亊を考えました場合委員会として是に対してどうこうする亊は出来ないと云う亊で今日迄保留の形になっております　以上の観点から委員の選出に就いては各委員会から適切なる人選をして貰いたいと思います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯高良清二君

只今の建設委員長の御意見は各委員会から選出せよという御意見でごさいますが　本員としてはこの件に関しては建設委員会に陳情も来ておりその内容は委員会として相当検討している様でありますので　委員選出に就いては建設委員会に一任して建設委員会の中から六名を選出した方が良いと考えます

（「冗談じゃあない」良いじゃあないかと呼ぶ者あり笑声）

その方が適切なる人選と思いますので建設委員会にお願い致します

（「賛成」「反対」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

議長からお諮り致します　本案に就いては予算とも関係があり　又衛生方面にも関連して来ますので三常任委員会から二名宛選出するのが妥当だと思いますが如何でしょうか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

多数御賛成のようですから各常任委員会から二名宛選出すると云う亊に致しますがその選出の方法は如何致しますか

（「正副委員長」と呼ぶ者あり　笑声）

◯議長（高良一君）

ではその選出に就いては各委員会から互選し後刻報告して貰う亊に致します

尚この亊に就いては市長から要望がありました

即ち本土視察に行かれる議員の方々から選出して貰いたいと云う亊であり日本に出張される方々はそう云う含みを持ってお願い致します

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

以上を以って本日の日程は全部終了致しましたので本日は是を以って散会し明日、明後日は各常任委員会に於いて付記案件の審査をして頂き二十九日午前十時から本会議を再開致します。有難うございました。

（午后四時二十九分散会）
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  	書記
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一、会議録署名人

一九五九年一月二十九日

二番議員　平良真次郎

一九五九年二月二日

四十三番議員　真栄田義晃

一九五九年二月四日

議長　高良一





一九五八年三月二十九日

午后一時十三分開議

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

開會致します。本日の出席三十六名缺席六名でありまして議會は成立致しております。

只今から本日の會議を開きます。

――― ○ ―――

諸般の報告を申上げます。

本日二十九日付を以って十番議員仲尾次盛夏、他議員十四名の連署を以って議長宛那覇市戦災復興亊業に対する日本政府の援助要請決議案の提出がありましたので印刷の上御手許に配付致しました。

本件に就きましては後刻議題と致し御審議願う亊に致しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

本日の議亊日程は印刷の上御手許に配付致してございますのでそれに依り御報告に賛えます





議事日程　第六号

一九五八年三月二十九日　午前十時　開議

第一　　水上店舖撤去対策委員会の委員選出について

　　　　（議長發議）

第二　　那覇市部課設置條例の一部を改正する條例（案）

　　　　（市長提出議案第五号）

第三　　泊港々湾施設管理使用條例の一部を改正する條例（案）

　　　　（市長提出議案第六号）

第四　　水害に伴う事業税の軽減について

　　　　（市長提出議案第七号）

第五　　那覇都市計画街路の一部変更について

　　　　（市長提出諮問第一号）

第六　　泊港々湾区域設定に関する諮問について

　　　　（市長提出諮問第二号）

第七　　助役（第一）の選任同意について

　　　　（市長提出議案第八号）

第八　　公有水面埋立免許申請について

　　　　（市長提出諮問第六号）

第九　　那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて

　　　　（市長提出議案第九号）

第十　　奥武山区民立退きに伴う移転費恵与方について

　　　　（総務戝政委員会審査報告）

第十一　那覇市教育の根本的問題解決に対する戝政面の援助について

　　　　（総務戝政委員会審査報告）

第十二　世持神社敷地誤記訂正の件について

　　　　（総務戝政委員会審査報告）

第十三　鳥堀区旧道路復活方の陳情について

　　　　（建設委員会審査報告）

第十四　道路使用店舖存置方の陳情について

　　　　（建設委員会審査報告）

第十五　那覇市十区琉球銀行松尾支店北側（横丁）より十区十五組に至る道路改修方の陳情について

　　　　（建設委員会審査報告）

第十六　六区排水路補修早期実現方に関する陳情について

　　　　（建設委員会審査報告）

第十七　バスターミナル用地間の市有地譲渡方に関する陳情について

　　　　（建設委員会審査報告）

第十八　那覇市八区十二組排水路施工方の陳情について

　　　　（建設委員会審査報告）


一、本日の会議に付した亊件

今期議会の会期を延長することについて。





――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

では只今から議亊に入ります。

その前に本日の日程に挙げておりませんが議長からお諮り致します。御承知の通り本日を以って今期の議會は閉會する予定になっておりますが盛澤山の議案は本日一日を以ってはとても終了出来そうもありませんので會期延長について日程を追加すると同時に日程第一に変更して御審議願いたいと思いますが左様取計う亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認めます。お諮り致します。今期議會の會期を後二日間延長し明日は休會、明後日三十一日に本會議を開きたいと思いますが左様取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め会期を後二日間延長致し明日は休会し明後日三十一日迄とする亊に決定致します

◯高良清二君

只今議長から會期延長について諮られ後二日会期延長することに決定致したのでありますが盛澤山の議案は所管委員會に付託され、審議の時間もない様であり、これから直ちに委員會でも開いて付託事件の審査致したいと考えますので本日は之を以って散會される様動議を提出致します

（「賛成」と呼ぶ物あり）

◯議長（高良一君）

所定の賛成があって動議は成立致しております。只今の動議の通り本日は之を以って散會する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と叫ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め本日は之を以って散會致し明後日三十一日午前十時から本會議を開會することに決定致します。

有難う御座いました。

（午後一時十五分散會）
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一、事務局出席者


 
  	局長
  	友寄隆次郎
  	書記
  	新垣繁
 

 
  	書記
  	新垣襄二
  	同
  	湧川朝興
 








一、会議録署名人

一九五九年一月二十九日

二番議員　平良真次郎

一九五九年二月二日

四十三番議員　真栄田義晃

一九五九年二月四日

議長　高良一





一九五八年三月三十一日　月曜日

午前十時五十一分開議

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

開会致します。本日の出席三十四人欠席八人でありまして議会は成立致して居ります。

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

諸般の報告を申上げます。

本日三十一日附那総々發第一二九〇号を以って、市長から議長宛議案の撤回について文書が参って居りますから書記をして朗読報告致させます。

◯事務局書記（新垣襄二君）

那総々發第一二九〇号

一九五八年三月三十一日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会議長　高良一殿

議案撤回について

さきに提出した左記議案を撤回する必要がありますので御承諾願います。

記

一、議案第八号　助役（第一）の選任同意について

◯議長（高良一君）

只今朗読致させました通りであります。本件につきましては後刻議題と致し御審議願う事に致しますから左様御了承願います。

――― ○ ―――

本日の議事日程は印刷の上御手許に配布致してありますのでそれに依り報告に替えます。





議事日程第七号

一九五八年三月三十一日（月）　午前十時開議

第一　　那覇市部課設置条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第五号）

第二　　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第六号）

第三　　水害に伴う事業税の軽減について

（市長提出議案第七号）

第四　　那覇都市計画街路の一部変更について

（市長提出諮問第一号）

第五　　泊港々湾区域設定に関する諮問について

（市長提出諮問第二号）

第六　　助役（第一）の選任同意について

（市長提出議案第八号）

第七　　公有水面埋立免許申請について

（市長提出諮問第六号）

第八　　那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて

（市長提出議案第九号）

第九　　奥武山区民立退きに伴う移転費恵与方について

（総務財政委員会審査報告）

第十　　那覇市教育の根本的問題解決に対する財政面の援助について

（総務財政委員会審査報告）

第十一　世持神社敷地誤記訂正の件について

（総務財政委員会審査報告）

第十二　鳥堀区旧道路復活方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十三　道路使用店舖存置方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十四　那覇市十区琉球銀行松尾支店北側（横丁）より十区十五組に至る道路改修方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十五　六区排水路補修早期実現方に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

第十六　バスターミナル用地内の市有地譲渡方に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

第十七　那覇市八区十二組排水路施工方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十八　那覇市戦災復興に対する日本政府の援助要請決議案

（十、十三、十六、二十一、二十二、二十八、三十八、三十四、三十五、三十六、三十七、四十一、四十二、四十三、四十四番議員提出決議案第五号）





本日の会議に付した事件

一九五八年三月三十一日（月）

第一　　水上店舖撤去対策委員会の委員選出について

（議長發議）

第二　　那覇市部課設置条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第五号）

第三　　泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例（案）

（市長提出議案第六号）

第四　　水害に伴う事業税の軽減について

（市長提出議案第七号）

第五　　那覇都市計画街路の一部変更について

（市長提出諮問第一号）

第六　　泊港々湾区域設定に関する諮問について

（市長提出諮問第二号）

第七　　議案第八号の撤回について

第八　　助役（第一）の選任同意について

（市長提出議案第八号）

第九　　公有水面埋立免許申請について

（市長提出諮問第六号）

第十　　那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて

（市長提出議案第九号）

第十一　奥武山区民立退きに伴う移転費恵与方について

（総務財政委員会審査報告）

第十二　那覇市教育の根本的問題解決に対する財政面の援助について

（総務財政委員会審査報告）

第十三　世持神社敷地誤記訂正の件について

（総務財政委員会審査報告）

第十四　鳥堀区旧道路復活方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十五　道路使用店舖存置方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十六　那覇市十区琉球銀行松尾支店北側（横丁）より十区十五組に至る道路改修方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第十七　六区排水路補修早期実現方に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

第十八　バスターミナル用地内の市有地譲渡方に関する陳情について

（建設委員会審査報告）

第十九　那覇市八区十二組排水路施工方の陳情について

（建設委員会審査報告）

第二十　那覇市戦災復興に対する日本政府の援助要請決議案

（十、十三、十六、二十一、二十二、二十八、三十八、三十四、三十五、三十六、三十七、四十一、四十二、四十三、四十四番議員提出決議案第五号）





◯議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

日程第一水上店舖撤去対策委員会の委員選出についてを議題と致します。本件につきましては去る二十六日の本会議に於いて各常任委員会から各二名宛互選して頂き報告して貰うことに決定致しましたが、只今報告が参って居りますので氏名を読み上げます。

総務財政委員会から大山盛幸君、高良清二君、建設委員会から新垣松助君、喜久山朝重君、文教厚生労務委員会から備瀬知良君、仲尾次盛夏君、以上の通りであります。宜敷く御願い致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

日程第二那覇市部課設置条例の一部を改正する条例市長提出議案第五号を議題と致し、総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の御報告を願います。

◯大山盛幸君

只今議題となりました日程第二の市長提出議案第五号那覇市部課設置条例の一部を改正する条例について本委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申し上げます。

本件に関しましては去る二十六日の本開議に於きまして本委員会にその審査を付託されたものであります　議案の改正理由を申し上げますと皆様も御承知のとおり現在の勧業課の事務分掌として商工業並びに水産農林関係に関する産業全般に亘る業務を担当して居りますが合併後に於ける業務部門が多岐に亘り産業行政の遂行上最も重要な業者との連繋、施策の審査等について積極的に指導育成をなし之が完璧を期すべく担当課を設置することになって居るのであり本案は特に両市合併条件協定書の第十二項の制約により「商工観光課」「農林水産課」の二課を設置することにもなっているので提案したとの説明であります。それに対しまして相当活溌なる貭疑が展開されたのであります。貭疑の主なるものを申上げますと

　一、農林水産課並びに商工観光課の二課を設置するのであるかどうか。

　二、二課の職員数は夫々何名宛配置する意向であるか。

　三、從来勧業課の予算は総額に対して二、三％の率で積極的な政策はとられてない様であるが新年度予算は思い切った予算を計上し那覇市の産業發展育成のために鋭意努力して貰い度いと思うが今後の政策面について伺いたい。

　四、最近に於ける沖縄の養鶏事業については各方面から相当関心を持たれて居る様であるが、那覇市における養鶏事業に対する見解を伺いたい。

　五、観光事業を具体的に説明して貰い度い。

以上の貭疑がなされたのであります。これに対しまして主管部当局の説明によりますと職員を新たに採用するのではなく、現在の勧業課の職員と旧真和志の勧業課の職員で構成し極力職員の採用を避けたい。職員の配置については、商工観光課八名、農林水産課十名になって居り課長の件については職員の将来の希望も勘案し、極力職員の中より優秀なる者を抜擢する方針の様であります。産業政策の今後の方針と致しましては、二課設置を契機としてその充実強化を図り從来の事業は勿論継続して行くのであるが、特に商工面に力を注ぎ中小企業の育成に努力し、その実現の一環として商工相談所を設置したい。農水産面は零細企業者が大多数で水産面においては船揚場の改修、農業面に於いてはその面の専門家を採用し指導育成に充分努力して行きたい　農水工業者の実態把握については毎年職員並びに琉大のアルバイト生徒を雇い統計資料の作成に当らしめておるが之については更に予算を増額し資料の蒐集に尚一層の努力を致したい。養鶏事業については外資導入による養鶏事業と認可になって居る様でありますが市としては小企業者の保護育成の方針を樹立しその生産に拍車を掛けて行きたい　又観光事業の計画について日本に於いては運輸省に観光局を設けて各都道府県並びに各市町村の行政機構の中に含めて運営され相当の成績を上げて居る様であり政府に於いても観光事業振興五ヶ年計画を掲げ各サービス団体が協力して誘政策を計画している様でありますが沖縄は特殊地域であるため外貨割当渡航手続きの煩雑等もあって意の如く誘致出来ないのと　沖縄に於ける手頃の御土産品がないと云う様な隘路があるので、その打開策として市としてはその面の指導に今後大いに努力して観光誘致策を講じたい　以上の様な説明があり全員之を了承致した次第であります。その外若干の貭疑討論があったのでありますが、帰するところ本件に関しては那覇真和志の合併条件協定書に依る公約でありまして部課の設置には異存がないのでありますが、勧業課を廃し新たに商工観光課、農林水産課を設置するのでありますがその分掌事項についても当然改正されるべきであるとの多数の意見があったのであります。

結論と致しまして　皆様の御手許に配付致してあります　委員会審査報告書の通り原案を修正し之を承認致した訳であります。宜しく各位の御賛同を得たいのであります。追而商工観光課並びに農林水産課の事務分掌については特に市当局において十分なる検討の上　設定される様要望して置きましたので併せて御報告申し上げて置きます。

◯議長（高良一君）

只今の委員長報告に対し貭疑に入ります。

（「貭疑なし」「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では貭疑はない様でありますから貭疑を省畧討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

討論もない様でありますので討論省畧採決に入ります。日程第二那覇市部課設置条例の一部を改正する条例市長提出議案第五号につきましては委員会の修正案通り修正可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないものと認め之を修正の上可決々定する事に致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第二泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例市長提出議案第六号を議題と致し、総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を求めます。

◯総務財政委員会委員長（大山盛幸君）

只今議題になりました日程第三の泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する條例について本委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。本議案の改正の理由を申上げますと港湾施設使用料の内岸壁通過料輸出入貨物共屯当り一率に十五円の使用料を徴收しておったのでありますが那覇港の場合には輸入貨物は屯当り十五円で輸出貨物は屯当り十円でありますので那覇港、泊港は地理的に近い関係上同率にすることは、港湾行政運営上是非必要であるとして改正したいというのであります。本問題の論議の焦点は、使用料を減ずることによって才入面にどの位の差が生じるか、尚又二十六日本会議に於いて貭疑のあった泊ポートターミナル内の貸事務所、貸売店の貸付方法にあったのであります。これに対する主管課の説明によりますと　去年一月から十二月迄の貨物屯数から算出して輸出貨物に於いて内航二十七万一千円外航三十五万九千円計六十三万円の減になるのでありますが那覇港と同額の使用料を徴收すれば業者の誘致策にもなり、貨物屯数も増加する見通しから尚又泊港開港以来の実績からして收入面に於いてさして支障を来たさないというのであります。又貸事務所貸売店の貸付に当っては関係部課長の協議の上人選し又ポートターミナル内の売店は一ヶ所で去った二十回議会に於いてその使用料の額は貸事務所七百円　貸売店一、四〇〇円と議決されており　既に人選の上　貸付指令を發したとの答案がなされたのであります。それに対し活溌なる意見の関陳がなされたのでありますが、結局第二十回議会で議決された、別表中、泊港港湾施設使用料中の７号泊ポートターミナル使用料事務所一坪あたり一月につき七百円　店舖一坪あたり千四百円とあるを各々七百円以上　千四百円以上に改め当局に於いて提案して貰う様全員意見の一致を見た訳であります。結論と致しましては皆様の御手許に配布致してあります委員会審査報告書の通り之を原案通り承認致した次第であります。追而このポートターミナル使用につきましてはこれを競爭入札とし参加する者は原則的に那覇市民とすることの要望があり尚本議事とは関係はないのでありますが条例が改正された場合は次期議会迄には追録を作成し配布する様にとの、要望がございますので特に申添えまして御報告申上げる次第であります。

◯議長（高良一君）

只今一番議員久場景善君出席しております　では只今の委員長報告に就いて貭疑に入ります。

◯宮里敏慶君

委員長にお訊ね致します。このポートターミナル内の貸店舖の件でありますが、この貸店舖の希望者が十九名も居った様であり是に対して当局は資産証明書等を調査の上決定したと云う事でありますがその審査方法等について委員会として検討された事があるかどうかその点御説明願います

◯大山盛幸君

その点につきましては當局が先日の本会議におきまして説明されております通り委員会に於いてもその点に就いて貭問は致しておりますが実際に資産証明書その他に就いてはタッチして居らず　専ら當局を信頼してやって居ります。

◯宮里敏慶君

本員が調査した範囲では當局の説明によれば喜屋武と云う人に決定したと云う事でありますが、喜屋武と云う人よりも相当資産もあり又艦船行商の免許も一番最初に取っており当局の云う条件に対しては最適の人がいるにも拘わらず喜屋武氏を決定しておりますがそう云った点に就いても調査された事があるかどうか。

◯大山盛幸君

個人的な問題となると一寸拙いのでありますが当局が決定した人は泊港の開設以来その場で商いをしたり或いは店舖と云う正式なものではないが港湾内の色々の事情に良く精通しており観光的或いは泊港を利用する所の方達が如何なる物を慾するかと云う事に精通し又当局の条件から見て遜色かないと云う判定の許に喜屋武と云う人を選定したという事について委員会としては他から選定するよりも泊港開設以来その場で働いている人であれば良かろうと云う見解であったのであります。

◯比嘉朝四郎君

本問題に関連して市長にお訊ねします。斯う云った市民の間にイザコザが起き市民から疑惑の眼で見られる様な問題に就いて理事者である市長としては斯う云った問題に対しては公入札にすると云う御考えはないかどうか御伺い致します。

◯市長（兼次佐一君）

今先の委員会に於ける只今の貭疑に対する様な問題については検討の結果委員長から御報告になっておりますがその点に就いては来るべき議会に然るべく措置出来る様な条例改正の提案をしたいと考えております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯宮里敏慶君

貸事務所は既に貸してあるのでありますか。

◯泊港務所長（山里将和君）

まだ貸してはおりませんけれども予定は決っております。

この貸事務所は一般の為の貸事務所ではなく船会社或いはその代理店と云った会社に貸す様になっており当初計画もその様に設計したと云う事であります。

◯宮里敏慶君

何れにしても貸店舗は慎重に調査して貸す様要望致します

◯議長（高良一君）

他に貭疑ありませんか。

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では御貭疑ない様でありますので貭疑を打切り討論に入ります。

（「討論なし」「採決」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

それでは討論ない様でありますので討論省畧して直ちに採決に入ります。

日程第三泊港々湾施設管理使用条例の一部を改正する条例市長提出議案第六号については、只今の総務財政委員会委員長の報告通り本案については原案通り可決する事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

賛成多数と認めます。依って原案通り可決決定する事に致します。

◯議長（高良一君）

次日程第四水害に伴う亊業税の軽減について市長提出議案第七号についてを議題と致し総務戝政委員会における審査の経過並びに結果の報告を求めます。

◯大山盛幸君

委員会の審査報告に入ります。前に先程の泊港港湾管理使用条例中の貸店鋪の件について補足説明申上げます。本件につきましては先程宮里議員から種々御貭疑がありましたが、委員会においても相当活溌なる貭疑応答が交わされ慎重に取扱って来たのでありますが当局の説明によりますと貸店鋪の契約期間がこの六月迄で切れますので、六月になれば、契約を解除し来年四月に再提案して新らしく人選するいう亊でありましたので、先程の市長の答弁とも関連致しますので補足説明致して置きます。では只今上程されました議案に対する委員長報告申上げます。

◯大山盛幸君

只今議題となりました日程第四の市長提出議案第七号水害に伴う亊業税の軽減について本委員会における審査の経過並びに結果につき御報告申し上げます。本議案の要旨を申し上げますと去った二月七日の豪雨による水害に伴う被害者の救済対策として前期臨時議会並びに議員全員協議会において説明がありましたとおり市として可能な範囲における救済政策を講じなければならないので議会の意志等を勘案いたしまして提案したとの亊であります。本問題の論議の集点は水害を蒙った全地域の住民を対照として軽減するのであるが議案の内容を検討するに亊業税だけを軽減し一部市民だけの救済になっておるように思料されるが市税全般（特に市民税）に渉って軽減すべきではなかったかという亊に対し主管部当局の説明によりますと主管部課長の会議の折市税全般に亘って軽減すべきであるとの意見もあったとの亊でありますが特に今回の被害はガーブー川週辺の亊業所得者を対象にして軽減したとの答弁があったのであります。これに対し活溌なる意見の開陳がなされたのであります。要するに今度の水害の場合は全地域を対照にすべきであって特定の人が恩惠に予かることは先の臨時議会における市長の御意見或いは全員協議会の意志にも反することであり結局市長の臨時招集も大山鳴動して鼠一匹である。尚之は市町村税法の第三十八条天災地変による市町村税の減免の主旨にも反するものと思料されるのであり、本件に関して綜合的救済策について市長の見解を聞いた上で決定すべきであるとの多数の意見により、止むなく当日の委員会を閉じたのであります。翌日その結論を見出すべく本会議開催前に委員会を開催いたしたのでありますが市長の基本的態度としては亊業によって生活をしている人つまり此の度の水害によって生活に亊欠く中小企業者を保護するために提案したものであって勤労者に対する市民税の軽減は申告によって課税さるべきものであるから当然所得減によって減税の措置がなされるのであり議会の議決を得るまでもなく軽減されるものであるので原案通り認めて貰いたいとの強い要望があった訳であります。

それに対し活溌なる意見が開陳されたのであります　つまり今度の水害は異例なケースであり一部中小企業者だけの救済ではない尚又議会の意志としても水害を受けた全地域を対照とし救済をして頂きたいというのであって亊業をしてないために恩惠に預からないという亊は税の公平の原則からしても妥当な措置でないと思料する。然るに当局の取った処置が亊業者のみに限定したという亊は余りにも一方的な安易な考え方であり之は当然勤労者に対しても均しく恩恵を与え、市民税の軽減は考慮に入れて調査すべきであります。斯かるが故に水害による全地域の調査を行いそれによる救済対策の根本方針が割り出されてこなければいけないのであって速かに被害の実態について細部に亘って調査なさるべきであって、当局の考え方は余りにも公平な課税に対するずざんな考え方であるこの際是非とも亊業税だけでなく市民税の軽減もなされるべきであり本議案に対しては会期を延長してでも結論を見出すべきだとの強硬なる多数の意見により二日間の会期の延長をお願い致した次第であります。それで当局といたしましても、再度、関係部課長会議を開き市民税の軽減について検討されたのでありますが教育税との関係もあり論議の紛糾を来たし、結論を得ずしてその侭当委員会の審議に持ち込まれたのでありますが、教育税なるものは教育法の趣旨からして市町村長は教育税の賦課徴收にのみ義務をおわされておりしかもこの度の減税は教育税が対照でない従って市民税の減額によって賦課された教育税に影響を及ぼすものではないと思料されるのであって教育予算との関係は生じて来ないとの委員会の結論に達し、市民税の軽減方については担当課長も納得したようでありますが、課長一存では決定しかねるとの答辯により市長の出席を要求致したのでありますが、不在のため結論を得ず更に翌日に持ち越した訳であります。

越えて三十日、正副委員長と渡口麗秀、真栄田義晃両委員を委員会代表として市長と接渉いたした結果皆様のお手許にお配りいたしてあります。訂正案のとおり原案を訂正し全員これを承認した次第であります。宜しく各位の御賛同を得たいのであります。

◯議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して貭疑に入ります。

◯森田孟松君

本案は去った二月七日の水害に伴う所の市民の迷惑を受けた所の方々に対する措置として委員会がいたれりつくせり審議をして頂いて不満ながらも市民といたしましては賛同するものと本員も非常に喜んでいますが、亊業税及び市民税の免税によって生じて来る所の戝源の減はどの位になるかお伺いいたします。

◯大山盛幸君

減税の対象になるのが一千三百八十三人でその総額が約三十万円として一人当り市民税が三百五十円乃至二百六十円になります。そしてそれの一割減とすると三十五円から三十六円でありますから、約三万円程度と当局は説明しております。

◯新垣松助君

当局にお訊ねいたします。水害被害の調査に対しまして聞くところによりますと主に目抜きの場所丈の調査をさせておるように聞き及んでおりますが、本員としてはその裏通りも徹底的に調査する必要があると思うがその調査方法を当局としてはどういう風にやったかお訊ねいたします。

◯税務課長（普久嶺則明君）

今度の場合は亊業税を軽減するという最初からの考えがありましたので亊業者を対象に調査いたしました関係上裏側の方は調べておりません。

◯新垣松助君

只今課長は亊業者を対象としたため裏側の方は調査していないと云う亊でありますが、裏側には品物を置く倉庫があり相当な損害を受けているがその調査の必要はないかどうか。

◯税務課長（普久嶺則明君）

それは亊業者の倉庫になっておりますので亊業者の調査のときに出て来ると思います。

◯森田孟松君

今一応委員長にお伺いいたします。只今の当局の説明では部分的な調査しかしていないという話であるように私伺っておりますが、委員長の先刻のお話では市民税が今回の軽減によりまして三十万円の一割三万円程度軽減されるというお話をなさっているように聞いておりますが、そうするとこの調査は未だやっていないという当局のお話であります。その辺一寸矛盾するように本員は考えますがこの三十万円という数字は何處から割出して来たか、その辺について委員長にお伺いいたします。

◯大山盛幸君

被害額に対して軽減する税額は亊業税に対する市民税についての減額は水害地域全般に亘り先程の千三百八十三人のその割当市民税は既に課税されておりますので、その課税された総額がそういうふうになるという訳で、勿論この減額につきましては一割の範囲内におきまして申告によって是がなされる訳でありますから、当局が本当をいうと市民税の対象も虱潰しに調査されましたので妥当と思いこの件につきましては注意した訳でありますが申告によって斯うしたと云う手前からその間においても当局は調査しなければならんと思います。

◯比嘉朝四郎君

この軽減の対象はガーブ川、安里川の住民丈に限るものであるか、それとも二月七日の大雨によって被害を蒙むった所全般に亘るものでありますか、お伺いいたします。

◯大山盛幸君

当然全般に亘るものと思いますし、又そうでなければならんと思います。

◯宮里敏慶君

調査していない所は申告によってやるという亊でありますが、水害発生の日から既に二ヶ月も経過している今日被害物件そのものも既に失くなっていると思いますが、單なる業者からの申告をその侭認めるのか、その辺の調査方法について具体的に御説明願います。

◯税務課長（普久嶺則明君）

勿論申告の方法も採用します。それから周辺の人からの聞き込みというような方法も併用してやろうと考えております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では貭疑を打切り討論に入ります。

（「討論なし」「意見なし」と呼ぶ者あり）

◯大山盛幸君

先程亊務局の方では何でも記録は修正案に聞えると云うふうに注意が来ておりますが、委員会としては当局の訂正案の通り原案を訂正し、全員是を承認したというふうに報告してあります。この点は飽くまでも当局の訂正でありますから、念のため申上げます。

◯議長（高良一君）

それでは討論もないようでありますから、討論省略採決に入ります。日程第四、水害に伴う亊業税及び市民税の軽減について、市長提出案第七号につきましては総務戝政委員長の報告通り原案を可決する亊に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め原案通り可決々定致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第五、那覇都市計画街路の一部変更について市長提出諮問第一号を議題と致し建設委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告をお願い致します

◯新垣松助君

只今議題になりました日程第五の「諮問第一号那覇市都市計画街路の一部変更について当建設委員会の審査の結果並びに経過について御報告致します

本件につきましては二十六日の本会議に於いて当委員会に付託されたものであります　依って二十七日委員会を開催委員十一名出席の許に主管部課長の出席を求めまして審査を行ったのであります　先ず当局の説明を求めましたところ該地の確定測量を行った結果現在の計画をその侭実地するとした場合勾配は十パーセントとなり制限勾配よりずっと上廻り從って工事施行の際相当の切土をしなければならないがそうした場合教会附近で大きな段が出来て周辺の建物が危険にさらされる結果となり勢い工亊は難行しそれに伴い莫大な経費を必要とし同個所は工場地帶であるため現計画に依り実施した場合は既設の工場を二分する等幾多の問題が派生することが予想せられるのでこの際変更したほうが制限勾配を上廻ることなく工亊施行上或は地域的に見て最も適切と考えるので変更致したいと云うのであります　之に対し各委員から活溌なる貭疑が展開せられたのであります　その貭疑の主なるものについて申上げますと工場敷地を二分して作業能率を低下せしめる云々とあるがそれに就いては工場主たる國場組から変更要請があったのか　変更した場合の予算関係や私有地との関係は如何様なるか　以上の二件に対し当局の答弁によりますと本案を提案するに当っては別に國場組の要請に基いて変更するのではない端的に申すなれば道路の制限勾配を越えているという亊が主な理由であり、これによって二分されるべきものが二分されずに済む亊は寧ろ一石二鳥の効果があって合理的であると思う然も之あるが為の変更ではなく変更の理由は只今も述べた通り制限勾配を上廻ることなく合法的且つ合理的計画に基く変更であるとの亊であり尚施行する場合の予算は相当軽減され私有地関係については買収補償等について地主と十分話合の上施行する考えである以上の様な当局の答弁からして本案は該地一帶の勾配を技術的に勘案し合法的にして且つ合理的計画に依る変更でありこれを変更することに依って十の勾配を七、二としスムースな都市計画と延いては將来に於ける交通行政の萬全を期す所存の様にも伺われるのでありまして、誠に適切妥当なる変更と思うのであります　依って当委員会と致しましては御手許にお配りしてあります審査報告書の通り滿場一致原案通り之を承認することに致した次第であります　以上簡單に審査の経過と結果を申上げ各位の御賛同を得たいのであります

◯議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して貭疑に入ります

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

貭疑ない様でありますので貭疑省略討論に入ります

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

討論もない様でありますので討論省略し直ちに採決に入ります　日程第五那覇都市計画街路の一部変更について市長提出諮問第一号は委員長報告にある答申書の通り答申することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないものと認め左様答申することに可決々定致します

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次日程第六泊港々湾区域設定に関する諮問について市長提出諮問第二号についてを議題と致し建設委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を願います

◯新垣松助君

只今議題になりました日程第六の「泊港々湾区域設定に関する諮問について」当建設委員会の審査の結果並びに経過について御報告申上げます

本陳情につきましては二十六日の本会議に於いて本委員会に付託されたものであります　依って二十七日委員会を開催委員十一名出席の許に主管部課長の出席を求めまして慎重審査を行ったのであります

審査に入る前に当局の説明を求めました所現行港湾法によると開港以前に港湾区域の設定を受けるのが立前であるが泊港の港湾区域の設定に当っては一九五二年の開港当時現行の港湾法は立法されてなく一九五五年十月二十八日に現行法が立法施行されたので手續きに必要な書類を作成したのであります　ところがこの申請区域北側に旧真和志の市有地があった為に之が設定を為す場合に予め真和志議会の承認を得なければ申請出来ないので真和志に対し区域設定の承認をして貰い度いと云う文書を発送したが何等の回答が得られない侭合併になったのであります　合併が実現した今日必然的にこれが解決されたものとして今回本案を提案したのであります　泊港が港湾区域に認定されればその管理運営上の諸施設を成す場合港湾法第十条の規定に依って政府に対して費用の補助申請が出来るしこれが認可になれば隣接地域が規制され港湾区域は勿論区域外の百米以内迄管理者の指示を受けなければならない規定がありますので土砂の採取やその他各面に亘る支配権を取得する亊になり同地域並びに隣接地域に於ける諸行為が規制され円滑なる管理運営が出来るのでこの際議会の承認を得て法第六条の規定に依り申請し認可を受けたいと云うのであります

これに対する貭疑の主なるものについて申上げますと琉球造船所北側の凹地は那覇、真和志合併以前に於いて埋立計画がなされていたが港湾区域設定後に於いて將来該水面を埋立した場合にこれに対する方策は如何するかについて貭しました処港湾区域として設定された場合勿論規制を受ける訳であるが公有水面を埋立する場合の亊については未だそこ迄は検討していないが若し埋立した場合は港湾法第六条によって主席の認可に依って港湾区域として変更可能であると云うのであります　そこで本件諮問の説明の中に港湾法第六条の規定とあるがこれについて説明を求めたところ港湾管理者は港湾区域を定める場合には行政主席の認可を受けなければならないこれを変更しようとするときも同様であるという規定でありまして只今の様な区域内の埋立についても変更出来ることであり或いは隣接地域の諸行為の總ベてが規制され且つ港湾亊業が円滑に管理運営がなされると云う亊でありますので委員会と致しましても早急に港湾区域設定がなされるべきであるとの意見の一致を見ましたので御手許に御配りしてあります審査報告書の通り万場一致原案通り之を承認することに致した次第であります

以上審査の経過と結果を御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります

◯議長（高良一君）

只今の委員長報告について貭疑に入ります。

◯高良清二君

只今の委員長報告によって大体納得した様な感じも致しますが具体的に線を引いたその地点を今少し詳わしく説明願います。

◯泊港務所長（山里将和君）

お答え申上げます。最初私の方でも斯う云った区域を設定する場合そのポイントポイントを所謂東経何度北緯何度と云う具体的な経緯で以って図示しようと考えておりましたが東経何度北緯何度と云った場合は海図の上から算出致します関係上、実際測量をやるとなりますと、仲々むつかしいのでありまして、然らばその問題はオミットして亊務面ではどう云う風にしてやっているかと云う亊でありますが、神戸横浜港の港湾区域設定の場合は丁度この図面に当嵌まる様に何処其処の延長線或いは何処某処から見た北の方から東の方に何度と云う線で以って、説明が為されているのでありますが、東経何度と云う具体的な亊は図示されておりません。それで泊港の場合も横浜港の例を取りまして一応この範囲内であれば判るだろうと云う亊で図面に示してあります通りの表示をやった訳であります。

◯高良清二君

只今の港務所長の説明では余りにも専門的用語を使われ我々素人考えの曖昧の内にこの原案を承認して後でこの亊について市民から聞かれた場合にその返答に困りますのでこの地域指定を受けたその地点の地名を説明して貰いたいと云う亊であります。専門的用語で何度々々云われても我々には判らないのでそう云う説明は抜きにして何処の地点から何処に至る地点と云う亊を説明願えればそれで充分であります。

◯泊港務所長（山里将和君）

この図面には相順山と書いてありますが通稱エンジュン山と云われております。

（「違いますよ」「崎樋川でしょう」「上之屋の山と違いますか」と呼ぶ者あり）

軍の海図にも相順山となっており是に間違いないと思います。

◯森田孟松君

只今の高良議員の貭疑に関連しますのでお訊ねします。相順山の頂点から二百四十度と云うのは南北の線子午線の北の方から三百六十度に区切りますので二百四十度からすれば南北の線の北の方を基準にして・・・・・・・・・・・

◯泊港務所長（山里将和君）

具体例を以って申し上げますと、向うに市営住宅がございます。

つまり港の方に排水溝があります。その排水溝の北側の排水溝と海に接する所の北側のポイント更に崎樋川の前のリーフその周辺全部が含まれてそこから相順山の一番高い所の線を結ぶ線であります。

◯高良清二君

海岸線の方はこの図面で判りますが陸の方はどの辺を基準にしておりますか。

◯泊港務所長（山里将和君）

港湾区域の設定は水域丈でありまして陸域は都市計画の方で別に定められる訳であります。

（「判りました」「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では他に貭疑ない様でありますので貭疑を打切り討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

討論もない様でありますので討論省略採決に入ります。

日程第六、泊港湾区域設定に関する諮問について市長提出諮問第二号については委員会の答申書通り承認する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め左様答申することに可決々定致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次の日程に入ります前に議亊運営上お諮り申上げます。

先程御報告申上げました通り議案第八号助役（第一）の選任同意について市長から撤回の文書が参っておりましたが、本件につきましては本日の議亊日程に上げてございませんので日程の最後に日程第二十議案第八号の撤回についてを追加すると同時に是を日程第七に変更して以下順次繰下げて御審議願う亊に致したいと思いますが、左様取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め左様に日程を変更し日程第七、議案第八号の撤回について当局の提案理由の説明を求めます。

◯市長（兼次佐一君）

先に提案致しました議案第八号に就きましては今暫らく研究の必要が生じましたので撤回させて頂きます。

◯議長（高良一君）

只今の説明で充分御了承願えると思いますので議案第八号の撤回については左様取計って御異議ありませんか。

（「異議なし」「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め日程第七議案第八号の撤回につきましては是を許可する亊に致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次、日程第八、助役（第一）の選任同意について市長提出議案第八号は只今の撤回同意の承認によりまして、是を撤回致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次、日程第九公有水面埋立免許申請について市長提出諮問第六号を議題と致し建設委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を求めます。

◯新垣松助君

只今議題になりました日程第九の市長提出諮問第六号「公有水面埋立免許申請について」は二十六日の本会議で再度本委員会に付託されたのでありますが、本月二十四日の本会議に於いて滿場一致で可決になりました決議案の公有水面埋立免許申請手続きにもありました様に所定の亊務手続きを要することが明示されておるにも拘わらず、本件については、申請中にその八〇パーセントが既に埋立られ亊後承認を求める形となり剰さえ二、八〇〇坪の申請埋立過剰をしている点から、法を無視した行為であり、違法であるという、委員の活溌なる意見の開陳があり、それに対する行政権限の法的裏付等の検討が充分なされておらず、尚且つ是に対する行政府所管当局の見解、並びに申請人の手続き経緯等を聞く必要もあるというので、これが結論を得るに至らず、結局お手許にお配りしてある委員会報告書の通り、審議示了のまま継続審査を致すことに相成った次第であります。

簡單ではありますが中間報告と致します。

◯議長（高良一君）

只今の委員長報告に就いて貭疑に入ります。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

貭疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

討論もない様でありますので討論省略採決に入ります。

日程第九、公有水面埋立免許申請について市長提出諮問第六号は建設委員長の報告通り中間報告となっておりますので引続き議会閉会中の継続審議為さしめる亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計う亊に決定致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

次、日程第十那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて市長提出議案第九号を議題と致し総務戝政委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告をお願い致します。

◯大山盛幸君

只今議題となりました日程第十の市長提出議案第九号那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて総務戝政委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告致します。本件に関しては去る二十六日の本会議に於いて本委員会にその審査を付託されたものであります。

本議案提案の理由と致しましては先に起債に依り着工致しました安里川改修工亊の際にその土砂で新たに埋立した安里川流域の四、四七二坪二合五勺を市町村自治法第六条の三の規定に基き前島町一丁目並びに前島町二丁目の接続地積として新たに区域を画したいというのであります。

この提案理由と致しましては別に御手許に配付致してあります陳情書の通り既に該埋立地の一部分は金物商組合に買却済であるが現在に至って未だに地番の設定がなされていない関係上、全組合員各自に分割しても所有権移転登記手続をする亊が出来ない現状から組合員一同が非常に困却しているとの亊でありまして組合員が該土地を取得してから一年三ヶ月にもなる様でありますが未だにその土地を使用することも出来ないし、尚且つ担保物件として銀行融資の対照にもならないと云うので関係者は大きな損失を蒙っている様な実情であります。それで本委員会と致しましても以上の状態から思料致しまして寧ろ之は遅きに失した感じがするのであり、一日も早く区画の決定を致し登記一切を完了させ、全金物業者を移転させるべきだと云う全員意見の一致を見まして皆様のお手許に配付致してあります委員会の審査報告通り原案を承認致した次第であります。

宜しく御審議の上皆様の御賛同を得たいのであります。

◯議長（高良一君）

只今の委員長報告に就いて貭疑に入ります。

（「貭疑なし」「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では貭疑ない様でありますので討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では討論省略採決に入ります。日程第十、那覇市行政区域の一部町の区域を変更することについて市長提出議案第九号は総務戝政委員長の報告通り原案を可決する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め原案通り可決々定致します。

◯議長（高良一君）

次日程第十一奥武山区民立退きに伴う移転費惠與方の陳情についてを議題と致し總務戝政委員會に於ける審査の経過並びに結果の報告を求めます

◯大山盛幸君

　只今議題となりました日程第十一の奥武山区民立退に伴う移転費惠與方の陳情について總務戝政委員会に於ける審査の経過並に結果につき御報告申し上げます

　本件に関しては本月十三日議長より会議規則第五十九條の規定に基き本委員会にその審査を付託されたものであります

陳情書の内容につきましては現に皆さんも御承知の様に立退者は殆んど薄給なる軍労務者であり貯蓄どころか日々の生活にも困窮して居る者でありますが奥武山公園は戦前からの公園であり是を戦後の今日に於いて更に公園として計画される亊は、大いに賛成であるのでこの際市当局の泊埋立地の移転敷地に是非移転したい考えであるが現在の生活状態では移転費の捻出が困難であり資材の運搬並びに補足資材の購入或いは休業中に於ける家族の生活等を考慮に入れて貰い一世帶当り五萬円の補償をして頂きたいといふのであります

それで当委員会は三月十九日に委員会を開催委員全員出席の下に主管部課長の出席を求め慎重なる審議を行ったのであります　貭疑の主なるものを申し上げますと

　　１、奥武山区民の立退きは一九五五年十一月頃に競輪亊業問題から端を発したと思ふが今迄の立退きの経過について報告して頂きたい

　　２、立退者の移転予定地である泊埋立地の割当は決定しているかどうか

　　３、当局から奥武山区民に対して立退を命じた亊があるか

　　４、綜合運動場としての具体的計画並同公園に如何様な計画を持って居られるか

　　５、綜合運動場の豫算措置として五百三十八万円計上されているが当局の説明によると認可申請中であるとの亊である既に五八年度豫算執行期間も年度末迄後僅かの期間しかないので亊業未執行になる感を深くするのであるがこの豫算から補償費に振替える亊は出来ないかどうか

　　６、何時頃着工する豫定であるか

　　７、移転敷地の三千坪を徒らに放置するより早く補償費を與え移転させ地代として使用料を徴收することに依り還元する方法を取った方が戝政面からみても有利になると思うがどうか

　　８、立退き促進の爲に早く申込みをやった者を優先すると云った方法は取れないものか如何か

　　９、学校敷地については幾多の未解決問題が残されておるがこの陳情について当局の基本的な計画並びに將来の計画について伺いたい。

以上の貭疑に対して主管部当局の説明によりますと、奥武山区民の立退問題は競輪亊業から端を発し当時市から七十五万円競輪会社から指定寄附として四十五万円として計一一五万円を計上して居るのであるが、之は一率に五万円の補償をするのでなく実態調査の上適正なる補償をして行く方針であった様でありますが御承知の通り競輪亊業の實現を見ることが出来なかった爲に立消えになったのでありますが最近になって移転敷地として確保してあるこの泊埋立地に対して相当な借地申込みがあり又市としても埋立地を放置するよりは早晩立退かなければならない区民に対して移転して貰ふべくつまり戝政上の見地から慫慂したとの亊でありますが立退者側から補償費の問題が出された爲に今一応検討の余地があるということになって居る様であります　現在立退者に対しては一人三十坪として約三千坪を確保してあるが、別に強制的に立退きを命じた事はない　綜合運動場の計画としては東江臨時市長の時に五百三十八万円を追加計上しペリー側の埋立を計画政府に許可申請をし現在民政府で検討中でありその土地の一部に軍が埋立した分が含まれその分に対しても使用許可申請をし目下工務交通局で検討中であるとの亊であります

綜合運動場の計画は年次計画で施工する亊として現在の奥武山は緑地帶としての公園計画であるとの亊であります

又綜合運動場計画に計上してある豫算を振り替えて移転費に充当する亊は政府に対して綜合運動場の計画に依る土地の埋立許可申請中であり当局としては計画に基づいて實施して行きたいのでその費用を補償に振替えることは控えたい

補償費の問題がなければ直ぐにでも移動して貰いたいのであるが現在の様な戝政不如意の状況からしてその捻出は不可能であるとの答辨でありまして市当局の戝政状況から誠に止むを得ない次第であると思料するのでありますが本委員会としては都市計画の一環である綜合運動場の早期実現からしても幾等かの補償費を出して早急に移転させ積極的な方策を取るべきであるとの意見により再度当局の方で實態調査の上次期委員会に報告して貰う亊に決定し当日の委員会を閉じた訳であります。

越えて二十二日委員会を開催　主管部課長の出席を求めその後の報告を聽取致した訳であります

主管部当局の説明によりますと移転させる亊は多年の懸案である綜合運動場の計画の一環として是非執行して行きたいのであるがそれに伴う移転費は戝政不如意の現状から一率に五万円の支出は困難であり假にこの補償をなした場合に於いては今後他の地域からも続々と出て来ることを豫想しなければならないが然し奥武山の移転問題は多年の懸案であるので補償費の代りに今迄の公園の敷地料と今後泊の移転先の敷地料を二ヶ年間免除しようと考えて居るが之も條例に抵觸するので議会の議決を得れば良いではないかと思うとの以上の様な説明があったのであります

これに対しまして活溌なる貭疑が交されたのでありますその主なるものを申し上げますと二ヶ年の使用料の免除でどの位の額になるか　尚移転先の割当方法を如何様に考えて居るか

これに対しまして現在の場所は二円五十銭で移転地は十二、三円位の地料で二ヶ年の免除で一戸平均一四、八〇〇円の免除になる様であり移転先の割当方法は団体申込みの時は抽選で個々に移転する場合は先着順に優先的に割当る方法が考えられるというのであります

以上の説明から更に活溌なる意見が開陳されこれを總括して見ました場合

　　　一、当局の意向の通り五万円の補償はせずして二ヶ年の地料を免除することも考えられる

　　　二、補償は当局と立退者と意見調整することにして当局に一任する

　　　三、補償費は希望者丈を優先して移転させることに依って出さなくて良い

以上の三点に分れたのでありますが要するに原則としては補償する亊とし結論と致しましては市当局と立退者間に於いて十二分に協議をなし六月の定例議会迄に適正なる補償費を計上して貰う様要望し本陳情を採択の上お手元に配布してある審査報告書の通り市町村自治法第六十五條の規定により借置せしめることに決定致した次第であります

宜しく皆様の御賛同を得たいのであります

◯議長（高良一君）

只今の委員長報告に就いて貭疑に入ります

◯宮里敏慶君

委員長にお訊ね致します　奥武山公園の建物は一九四六年十二月に立てられた規格住宅であって　その間既に十二年も経過しておりますが当局としては該建築物に対して、増改築も許さない為　家主は修繕程度に止めている関係から建物その物は非常に弱っていると云う陳情の趣旨でありますが　委員会としては該建物の実態調査をした亊があるかどうか　それから区民の生活程度についても実態調査したかどうか　尚現在何名の申込みがあったか　以上の点についてお訊ね致します

◯大山盛幸君

実態調査に就いては本委員会としてやっておりませんが大方の委員は判っている様であり生活程度に就いても実態調査は致しておりませんが　この件に就きまして當局よりの説明で大体の状況は判っております　勿論委員会としても當局の奥武山区民に対して再建築の許可を與えないと云う点に就きましては当然補助してやる様に要望はしてあります

それから申込者数に就いては當局から答弁致させます

◯財政課長

お答え致します　申告者は八十八戸であります

（現在迄何ヶ所の移転申込みがあるかと云う亊であります」と呼ぶ者あり）

◯新垣松助君

只今の宮里議員の貭疑と関連致しましてお訊ね致します

奥武山公園の住宅は終戦と同時に建てられたものでありますが當局の指示に依り恒久建築は出来ないと云う亊になっているが　當局の気持としては区民を何日頃移転させるか　これが一点それからそれに伴う移転費を惠與する意思があるかどうか　次に移転費を與えるとすればその金額は如何程か以上の三点に就いてお伺い致します

◯市長（兼次佐一君）

お答え致します　何日頃立退きをさせるかと云う亊でありますが　あの区域は市の計画に依って亊業を行って行く場合に直ちに支障を来たす時にはどうしても移転して貰わなければいけない訳でございます　その点に就きましては今の所亊業着工に就いての見通しはついておりません　從いまして何日頃移転をさせるかと云う亊に対しましては現在の所何日頃と云う見通しは付けられないと云う亊をお答えして置きます

移転費に就きましては委員会の報告にもあります通り充分その意思を尊重すると同時にその結果を検討致しまして考慮したいと考えております

それから家屋が腐朽してどうしても建築しなければならない段階にあると云われておりますが是に対する再建築の許可を同地域に於いては與えていないのでございます　之は市の亊業の計画の上から該地域に於ける建築許可は與えられないのでございまして換地先の所謂移転地域に於て建築される場合に建築許可が與えられると云う亊を申添えて置きます

◯宮里敏慶君

奥武山公園内には百六十二の世帶がありその中には從来から割當られた人もおり　その後そこの建物を買ってそこに移転して来た人、或は公園内の私有地にいる人もおりますが市としては移転に伴い惠與する移転費はどう云う人々に與えるお考えであるか

その点に就いてお伺い致します

◯市長（兼次佐一君）

移転費に就きましては先程申上げた通りでございますがその中に私有地があると致しますれば當然買收しなければならないものであり、そう云った問題も當然勘案されて買收の際に条件となって現われて来るものと考えております

次に割當られた人或いは買收してそこに移動して来た人等の問題に就きましては検討した結果でなければお答え申上げられません

◯渡口麗秀君

奥武山公園の住民立退き問題に就きましては数年来の懸案であり出来る丈速やかに実施すべき問題と本員思料致しますがそれに伴う移転補償費に就きましては前例もあることでありその一例を申上げますと楚辺二区にあります　無線塔用地設置に伴う住民立退きの場合　政府に於ては坪當り四千三百円の補償費を出している亊例もありますのでその点を充分考慮されまして奥武山区民と折衝し両方納得畫くで円満なる立退きを実施される様　その意味で出来れば六月の予算に提案して頂く様當局に要望致します

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯仲宗根梶雄君

只今の三十番議員（渡口麗秀君）の御意見と同じ見解に立つものでありますが　この奥武山公園区民の立退きに就いては早急に立退きを完了して頂きたいと本員は思料するものであります

理由は只今の市長の答弁に依りますと矛盾を感ずるものでありますのでこの問題に就いて市長のもっと具体的な見解を承りたいと思います　と云うのは奥武山公園の立退きに就いてはその見通しが付いていない補償費の問題も検討の結果しか出来ない　と云う亊になると市の計画的な亊業が進められないと云う結果になる一方奥武山区民としては長年の歳月を要した為建物が相當腐朽しており　それに対して建築許可をも與えないと云う亊になると住民は唯無計画の侭に行われる立退きに対して充分雨露を凌ぐ家さえ持てないと云う状況に追い込まれると思います

そこでこの立退き問題を積極的に推進為せしめる亊に依って家屋の問題も住民の意思に從って出来ると思うが市長はこれをどう処置するか又その矛盾について見解を聞きたいと思います

◯市長（兼次佐一君）

お答え致します　今先の御貭疑に答えた立退きの時期でございます　立退きとは申す迄もなく市から強制的に立退きして頂く時期で　その時期は亊業の進行に依りまして自ら決定されるものでございますが亊業着手の見通しが付きませんのでその時期に就いてはハッキリ答えられない訳でございます　又立退き補償費は出さないと云うのではないのであり出すに致しましてもどの様な方法でどの程度の補償費を出すかと云う亊に就きましては先にも申上げました通り委員會の御意思を尊重して充分検討して行きたいと言う亊でございます

それから現在の家屋がどうしてもこれ以上耐えられないどうしても建築しなければならないと云う場合にしか建築許可は與えられないが　どうするかと云う問題に就いて御心配されておる様でございますが　この方々には移転させる時に移転して貰う様に敷地が立派に整地されて待っているのであります

從いまして新しく建築をされる場合にはその移転地に移って建築される事が可能でございます　唯その場合問題になるのは、補償費の問題でございまして　今補償費を貰らわずして移転地に於いて建築を為された場合　補償費は取れないじゃないか　と云った様な不安がある為に必ず補償費を貰った後に於いて建築したい　と云う考えを持っておられるのではないかと思います　從いまして補償費が正確に決定されない以前に於いて移転地に建築された分も將来補償費が確定した場合にはこの方々も該當すると云った方法を取るならば建築は移転地に於いても可能になると考えているのであります　その点に就きましても、委員長報告にありました様に奥武山区民の方々と當局が充分話合いまして何等かの具体案を出して出来る丈早く是が処理に當りたいと云う考えを持っております

◯宮里敏慶君

奥武山区民立退き問題と軍補助金とは非常に大きな関係があると本員は思料致します　即ち軍補助金を獲得する亊により日本政府から参りました　講和發効前の見舞金と云う臨時収入が浮く訳であります　是は金額にして約八百万円位あると思いますしそれに依って移転費は充分出せると思います

又先日の本会議に於いて市長は久場議員から軍補助金を獲得する為には毎日でも軍の門を叩けと云う激励の言葉がありましたが市長もそれに対しては最善の努力を払い六月の予算議会迄に軍補助金を貰う様要望致します

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯仲宗根梶雄君

当局としては現在の所該場所に対する亊業の見通しが付かないと云っておりますが、亊業と云う問題に就いて如何なる具体案を持っているか又是から検討せんとする亊業は何であるか。その点一応お伺い致します。

◯市長（兼次佐一君）

その点に就いてはまず綜合グランドの全体的な御説明から申上げます。その説明の中から奥武山公園一帶の敷地はどう云う風に使われその戝源は何処に求めているかと云う亊がお判りになると思います。

（「四十三番議員出席）

立退き個所は補助グランドでありますがその説明は綜合グランドの説明の中から出て参ります。

（「イヤモウ結構です」と呼ぶ者あり）

◯仲宗根梶雄君

そうした場合の亊業に就いては確認しましたがその亊業の見通しが付かないと云う理由に就いてお聞きしたいと思います。

◯市長（兼次佐一君）

是は戝源が主でございます。その戝政関係が所謂亊業資金としての戝源のメドが付かないと云う亊が亊業計画に就いて何日頃になるかと云う亊がハッキリしない訳であります。

それは許可申請や或いは資金の件に就いての申請は今日に初まったのではなしに既に那覇市の議会に於きましては議案第三十六号として一九五六年六月五日に当間市長時代に於いて綜合的にこの計画は立てられております。又その資金も明確に出ているのであります。是を更に具体的に申上げますならば六百五十三万円更に追加されましてそれに追加が五百二十万円と云った様に出ておりますが、現在は御承知の通り起債に於きましても特別補助金に於きましても何日出るか、何日出すか、と云う所のメドが付いていない亊は万々御承知の通りそれがハッキリ致しませんのでメドが付かないと云った様にお答え申上げております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

では貭疑を打切り討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

討論もない様であります。依って討論省略し直ちに採決に入ります。日程第十一、奥武山区民立退きに伴う移転費恵与方の陳情については委員長の審査報告通り市町村自治法第六十五条の規定に基き当局に措置為さしめる様に可決決定して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議ないと認め左様可決々定致します。

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

一寸休憩致します。

十二時三十二分　休憩

十二時三十五分　再開

◯議長（高良一君）

本会議を再開致します。是から昼食のため休憩致しまして午后三時から再開する亊に致します。

十二時三十六分　休憩

三月三十一日　月曜日

午后三時二十八分　再開

――― ○ ―――

◯議長（高良一君）

午前に引続きまして只今から本会議を再開致します。日程第十二、那覇市教育の根本的問題解決に対する戝政面の援助についてを議題と致し総務戝政委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を求めます。

◯大山盛幸君

只今議題となりました日程第十二の「那覇市教育の基本的問題解決に対する戝政面の援助について」本委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告致します。

本陳情の主旨を申上げますと、民立法に依る教育四法が四月一日から施行されるのでそれと同時に那覇、真和志の両教育委員会が合併になるのでありますが教育の基本的問題の解決は議会の援助がなければ到底達成出来ないと云うのでありまして援助して戴き度い。即ち

一、那覇市学校敷地個人有地の換地及び買收について。

一、旧真和志過年度教育税の徴收強化について。

一、真和志教育委員会への補助金増額について。

一、幼稚園敷地確保について。

以上四件について解決して貰い度いと云うのであります。それで三月二十日本委員会を開催委員全員出席のもとで那覇、真和志両委員会の代表並びに教育委員会亊務局長、当局主管部課長の出席を求め慎重なる審査を行ったのであります。先づ那覇教育委員会議長の説明に依りますと現在の那覇に於ける各学校敷地内の個人有地は当間重民市長時代に口頭で開南外六校の個人有地は前島の埋立地と交換すると云う条件で学校々舍を建築をなし更に又吉市長に及んでは文書を以って確約し当間重剛市長時代に於いて那覇中校、開南小学校は既に交換を終了した訳でありますが、城岳、壺屋、垣花の地主との換地について協議会を開催致したのでありますが値段の関係で折合がつかず物別れになった訳であります。然るに最近地主からの要望もあって瀬長市長時代に交渉した時は換地する市有地はないが出来れば買收する外ないとの亊で買收問題も出て居ったのでありますが値段が高く到底不可能であり、現在では適正な賃貸料を勘案してやる以外に方法はない訳であります。が之が根本的解決方策としては何処かに市有地を求めて早急に換地する以外にないのではないかと思料するというのであります。地主側としては今後学校を増築する場合には地主の承諾を得て貰いたいとの強い要望もあって委員会としても非常に困っているとの説明があったのであります。尚教育委員会亊務局長の補足説明によりますと現在個人有地を使用している学校の坪数並びに使用料の内訳は即ち城岳小校坪数四、二〇三坪（内旧真和志市有地三、一九四坪）一八五、七五一円七〇銭、壺屋小校坪数三、八五一坪八合五勺、四六二、二二二円、城南小校坪数二、六四九坪、一一一、二五八円、城北小校坪数九二〇坪、一六、五六〇円、垣花小校坪数二、一六四坪五合一勺、九〇、九〇九円四二銭、小禄小校坪数八三二坪二合六勺、三二、一三五円九四銭、高良小学校坪数四、八二三坪、一四四、六九〇円となっており、小禄の高良校では通学道路として長さ六十間、巾四間約十一万円の土地買收額となっており幼稚園敷地も買收して貰いたいと説明がなされたのであります。亦真和志教育委員会議長の説明によりますと、当委員会に於ける赤字の理由については五三年から五四年間に自力校舍の建築をした関係上約三〇〇万円を復金より借入れ十四教室を新設し現在真和志に於ける個人有地の使用は真和志中校と大道小校の二校丈でありますが真和志の人口増加と相俟って校舍増築を余儀なくされている段階にあり、之については相当莫大な費用を見積っているというのであります。又個人有地に支拂われる金額は年間百万円程度を支拂って居るに不拘、一方に於いて那覇よりは教育税の徴收が悪く六二、三％程度で一九五五年度より一九五七年度迄の未徴收額は三三八万で真和志教育委員会の財政困難の主因をなして居るとの亊であります。それで合併前に真和志の五八年度予算に百万円の補助を認めて貰い計上してありますが教育税の未徴收並びに自力校舍建築による複金への元利償還等もあり後百万円を増額補助して戴き度いと云うのであります。以上両委員会議長の説明に対しまして相当活溌なる貭疑が展開されたのであります。論議の焦点は真和志の赤字即ち教育税未徴收額三百三十八万円と市から補助二百万円で合計五百三十八万円位になるがもし教育税未徴收額が完納すれば市補助だけで賄い得る計算になるが教育税未徴收に対する市当局の見解どうか、尚那覇市の換地の希望地主の学校別の坪数について以上の二点にあったのであります。これに対し当局の説明によりますと真和志の教育税の未徴收分に対しては本庁の徴税吏員を動員し鋭意これが徴收に当らしめ真和志支所では現在強制執行をやっているとの亊であり、那覇に於ける換地坪数は城岳一、〇〇九坪、壺屋三、八五一坪　垣花二、六一四坪となって居り該地主は現在の借地料は安過ぎるとのことで値上げを要望して居るとのことであります。以上の説明に依り活溌なる意見が開陳されたのでありますが教育委員会からの資料の提出が不十分であり具体的な資料を作製し換地希望者の分或は買収の分それぞれ明細に提出せしめ其の上再検討して結論を出すべきだとの多数の意見に依り次期委員会に於いて結論を打出すことに決定致した次第であります。以上簡單乍ら本委員会の中間報告と致します。

○議長（高良一君）

本件に就いて貭疑に入ります。

○平良真次郎君

只今の委員会報告に依りますと旧那覇市に於きましては教育税の徴収率は八十パーセント程度でありますが真和志地区に於いては遥かにこれには及ばないと云う状態でありまして委員会に於いても非常にこの点に困っている様でありますがその点に就きましてはどう云った隘路があって三百余万円と云う滯納金を現在迄繰越しているかその点に就いてお伺いしたい。尚斯う云った教育関係の諸問題に就きましては私達文教厚生労務委員会の方でも総務財政委員会と一緒に取っ組んで行きたいと云う希望を持っております　それから議長に対しては斯う云った案件を付託する場合我々委員会にも関連のある重要な問題でありますのでその点よくお含みの上取扱って頂く様要望申上げます。

それから先日の委員会に於いて高良議員から御貭疑がございました所謂敷地は法的に如何なる根據があるかと云う様な御貭疑に対する御報告とこの問題に関して当局にお訊ね致したいと思います。即ち立法院の文教社会委員会に対してこの敷地問題に関する貭疑を致しましたが、結局校舍については政府予算で賄うが、肝心の土地に対してはその明文がない。

是は一体どう云う亊か、その費用が厖大な為出せないのか、或いは斯う云った問題に就いては触れない様にしているのかと云った様な点に就いて貭問致しましたら文社委員会の方としては初めから出していないと云う非常に曖昧な返答でございます。然らはこの問題を解決する為には当局も議会もその根本的な問題を追究せずに唯仕方がない出そうじゃあないかと云うのじゃなくてハッキリそこに根據を置いて出さなければならないと斯う考えるのであります。そう云う様な意味から色々お訊ね致しましたが教育権の確立をする為には総てそう云った陳情の立場を取らないでハッキリした行き方を持つべきだと云う亊を立法院文社委員会に要望致しました所向うはこの校舍問題に対しては如何なる基礎があるかと申上げますと教育委員会法第百三十六条には地方教育区に対して教育補助金を交付する亊が出来ると云う項目がございます。その中には敷地と云ってハッキリ明文化はされておりませんがその六項にその他地方教育に要する経費と義務付けではないが交付する亊が出来ると云う風になっております。若しこの問題を取上げますならば教育委員会に於いて校舍敷地の購入資金を交付して貰いたいと云う陳情を出すか、さもなければ校舍敷地は政府で賄うべきであると云う亊を立法要請しなければならないと云うこの二つになる訳でございます。更に教育委員会の予算に於きまして

（「今は質疑ですか、討論ですか」と呼ぶ者あり）

つまり融資に依って敷地を確保すると云う様な解釈も出来る訳でございます。斯う云った様な諸種の根本問題がある様に私達は聞いておりますが要するに沖縄の全体の教育敷地問題に就いて未だに何処の学校に於いても補助を与えると云う亊は打出しておりません。それで結局那覇市としても何れの方を取るかつまり委員会にこの土地の確保を求める様な方法を取るか、或いは那覇市自体で確保する方法を取るか何れかの一つにしなければいけないと思います。特に後の問題に就いては非常に困難な状態でありますので特に学校敷地の立場から見まして既に那覇市、真和志に二百十万以上の補助をしていると云う立場に於いて今後財政上も非常に困難になる。

斯う云う意味から如何にして是が解決を諮るかと云う亊が大きな課題になって来ると思います。そう云う風な意味で教育委員会並びに当局も議会に於いてもこの問題を充分に検討して百年の大計を樹てる意味に於きまして計画を立てると云う亊が必要だと本員痛感するのであります。斯う云う風な意味に於きまして前日の政府方針の中にも国場川の埋立問題その他の埋立問題も一緒に研究しておられると思いますが特にこの埋立問題については如何なる方法でやるかと申し上げますと融資に依ってやると云う建前を取るのが当然の亊でありますが更に本員資料致しまするに日本政府からの講和発効前の見舞金九百万円余、この金も合せまして国場川埋立工亊資金としてやる方法があるかどうかと云う亊を積極的に然も次年度に於いてやらない場合にはこの問題は将来に於いて非常な隘路になり、或いは学校敷地の問題、都市計画の問題、換地の問題と色々行詰って来ると思います。

以上の点に就いて市長の見解と教育税の問題に就いて委員長にお訊ね致します。

○議長（高良一君）

その前に只今の二番議員（平良真次郎君）の発言の中に特に教育の問題は重大問題であると同時に文教厚生労務委員会の所管であります関係上、総務戝政委員会との合同委員会で以って慎重審議を行いたいと云う趣旨の申出がありますが、是に対する総務戝政委員長の御意見を承りたいと思います。

○大山盛幸君

本問題に就いて委員長個人として大賛成でありますし是非共左様に取計らって頂きたいと思います。然し乍ら本案は議会から本委員会に正式に付託されたものであります関係上一応委員全員に諮って出来る丈その方向に仕向ける様努力したいと云うのが個人としての見解であります。

○市長（兼次佐一君）

お答え致します。教育税の徴收が思わしくない為に予算執行上支障を来たすから補助して貰いたいと云う陳情については当局も接しております。尚又学校敷地となっている個人有地に対する所の換地若しくは市に於いて換地すべき土地を買收して現在学校敷地として提供している地主に是を与えて貰いたいと云う陳情も受けております。斯う云った問題に対して如何なる計画を持っているかと云う御貭疑でありますが是に対して当局と致しましてどう云う風に処理して行くと云った様な具体的な計画は持合せておらないのであります。然し乍ら法律上から致しますと、完全に別個の立場に立たされている所の立場に於きまして教育税の徴收が思わしくないその他予算の歳入に欠陥が生じたから直ちに是を市の財源を以って補填して貰いたいと云う陳情、この陳情書と教育の重要性から見た場合の那覇市に於ける教育上に支障を及ぼすから是に対して何等かの措置をしなければならないと云う見解は結果に於いて同じでありましても当局としては慎重なる検討を加える必要があると思います。更に当間重民市長、又吉市長当時に於いて学校敷地に提供した私有地に対する換地を与えると云う口頭若しくは文書に依る指令その後に於ける当間重剛市長時代に於いては如何様にして換地を与えるかと云う亊に就いて市議会並びに市当局更に委員会その他土地を提供した方との間に委員会を持っておられる様に承っております。そう云った行き方は最も時宜に適した方法を考えている次第であります。

從いまして厖大な予算を以って為さなければならないこの負債を今後処理して行きます為にはどうしても当間市長時代に取られた様な巾広い所の委員会をもって処理する方法に依って検討して行きたいと云う考えを持っておりました。

同時に貭疑者は今議会に於ける合同委員会の構成に就いて意見を述べておられましたが是に対しましても私非常に気を強くしているのであります。合同委員会から更に進展させて市当局、教育委員会その他学識経験者更に利害関係のある方々との間にもっと幅広い委員会を持って検討すべきであると考えております。更に埋立問題と関連しての御貭疑でございますが、埋立は既に御承知の通り起債に依って是を為そうと云った様な計画の許に旧真和志市会に於いてその具体計画が立てられそれを受継いで今亊業の計画を進めている次第であります。その場合に講和発効前の見舞金を是に入れて所謂自己戝源と起債の両方に依って是を為す意思はないかと云う御貭疑に対しましては現在の所講和発効前の見舞金がその侭他に廻せる様な性貭のものでないと云う亊は既に幾回となく御説明申上げた通りでございます。現段階に於きましては埋立亊業に対し起債の他に講和発効前の見舞金を入れて亊業計画を進めると云う考えは持っていないのであります。

以上の理由に依り御了承願います。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では貭疑を打切り討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論もない様でありますので討論省略し議長からお諮り致します。本件については委員長報告にもありました通り中間報告でありますので引継き総務財政委員会に於いて議会閉会中継続審査為さしめる亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め左様取計らう亊に決定致します。

○議長（高良一君）

次、日程第十三世持神社敷地誤記訂正の件についてを議題と致し総務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告をお願い致します。

○大山盛幸君

只今議題となりました日程第十三の世持神社敷地誤記訂正の件について本委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本陳情の趣旨を申上げますと、世持神社敷地は昭和十年三月当時の議会の議決により正式に世持神社に提供されたのでありますが、戦後那覇市の土地調査係によって市有地として登録されて居る様であるので、瀬長市長時代に神社所有地である亊を認めて貰い巡回裁判所で市職員立会の上認めるという亊にはなったのでありますが、訂正移転登記は世持神社が正式に社団法人として認められた上、手続きは出来るとの亊で保留されて居ったのでありますが、去る二月五日に正式に社団法人として政府から許可になり、登記も既に終了して居ります関係上、議会に於いて確認の上早急に移動手続きをせしめて貰いたいと言うのであります。それで参考人として世持神社宮司上間朝久を招致し実情を聴取致しました所、政府からの社団法人の認可も得て居り、はっきりした証拠があるので委員会としても確認して差支えないとの多数の御意見があったので、皆様のお手許にお配りした委員会の審査報告通り採択致した次第であります

所が、委員会終了後委員間に於いて本陳情の採択決定に就いては疑義がある、即ち本件に対する自治法上の疑義並びに戦前に於ける社団法人世持神社の組織と現在の社団法人世持神社の組織内容に於いて疑義がある、との話合いがあり、当局との話合いの結果成程本件に就いては更に愼重なる審議を要するものと思料致した次第であります。又当局と致しましても本件に就いてそれ相当の見解がある様であり、幸い当事者の上間氏も本日傍聴にいらしておりますので、必要があれば、本会議を協議会に切換えたらどうかと思います。以上大変杜撰な報告ではありますが、一応その後の経過を申上げまして皆様の愼重なる御審議を願いたいと思います。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に対して貭疑に入ります。

○平良真次郎君

只今の委員長報告に就いて当局並びに委員長にお訊ね致します。世持神社の二千幾らかの土地に就きましては現在住民が居住しているか、どうか、もう一つ戦前世持神社は産業界の恩人を祀られている靈域であり、従来迄は県の予算で以って賄われていたと云う様に記憶しておりますが、現在社団法人として認められているについて政府から補助があるかどうか。更に管理面に於きましてこの土地は綜合グラウンド並びに補助グラウンド及び公園として使用される様に承っておりますが、そうなった場合、世持神社としての維持運営が出来るか、どうか。又将来に於いてこの土地を住宅地域にされるお考えであるか、どうか。もしこの地域が神域或いは靈域として使用されるのであれば、その維持運営は如何様な形で運営されるか、そう云った管理面に就いてお訊ねされた事があるかどうか、以上お訊ね致します。

◯財政課長（崎浜国宏君）

お答え致します。政府補助金としては、現在の所ありません。それから本件に就いての現在迄の経過と疑義の点を申上げたいと思います。是は前瀬長市長時代旧世持神社は那覇市が譲渡した事は認めるが、現在の世持神社の神格に就いて疑義がありその神格が明確になった場合に和解に応ずると云う意味で現在迄保留になっていた訳であります。それで申立人である上間氏は本年二月五日付で琉球政府行政主席から許可になった、社団法人世持神社の指令の写しを提出して来たのでありますが、是は今後新らしく設立する神社として民法の第三十四条に依って認可されたものであります。

議長（時間延長を宣告）

これは戦前の法人に回復する意味ではないのでありますから戦前の旧世持神社の組織とは相違する訳であります。所謂本年二月五日以降の法人組織であり申立人は戦前の世持神社は法人組織ではない、法人として登記した覚えもないと云う風に仰言っておりますけれども、一昨日配布致しました文書にも半官半民的組織だったとの事でありますが、何れに致しましても神社を維持運営するには法人があったものと考えるのであります、と申しますのは、個人に対しては、無償譲渡はしないからであります。それで世持神社の社司は戦前は沖縄県知事の任命で氏子総代の推薦に依って県知事が任命したとの事であり、結局縣庁職員であったとの事でありますので申立人が社司であったと云う亊は認めましても、法人としての代表者であったかと云う点に就いては一つの疑問が生じて来る訳であります。それで当時の世持神社の崇敬者代表或いは氏子總代は那覇市長、首里市長、それから具志頭得助氏その他の方々となっております。そう致しますと、現在組織された所の社団法人とは非常に相違するのであります。以上申し上げました疑義の点があり神社敷地を貸與するに致しましても、戦前の法人に貸與するのが妥当であると云う見解に立ちまして、この和解に応ずると云う亊に就いての結論は得ていないのであります。

◯新垣松助君

動議を提出致します。本件に就きましては只今の同局の説明に依り、幾多の疑義がある亊は充分了承したのであります。依って是を直ちに議決する亊は妥当を缺く惧れがありますので總務財政委員会に再付記すると同時に議会閉会中の継続審議を為さしめる様お願い申上げると共に各位の御賛同を願います

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

只今三十九番議員（新垣松助君）から本問題に対しては議決する上に於いて幾多の法的な疑義を持つものであり且つ愼重を要するものであります関係上総務財政委員会に再付託すると共に議会閉会中に於ける継續審議を為さしめたいと云う動議が提出され所定の賛成があって動議は成立致しております。依ってお諮り致します。動議の通り取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認め左様に決し総務財政委員会に再付託すと共に議会閉会中に於ける継續審議をなさしめる亊に決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第十四、鳥堀区旧道路復活方の陳情についてを議題といたし建設委員会における審査の経過並びに結果の報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第十四の鳥堀区旧道路復活方について建設委員会における審査の経過並びに結果について御報告申し上げます。本陳情につきましては去る二月二十八日の第二十二回（臨時議会）において本委員会に付託されたものでありまして本月の十八日委員会を開催出席委員十名の下に主管部課長の出席を求めて審査を行ったのであります。本陳情書の概要を申し上げますと一九五二年首里市時代においても該道路は復活予定の個所であったが、その後那覇市への合併に伴い現在まで放置され戦後その侭の姿で廃道となり附近住民の日常生活に多大の不自由と不便を與えている現状であり又附金の空地は道路が不完備のためその利用価値を失い地主及び元居住者はそこへ移転しても通路がないため迂回するといった現状であります。よって該道路の復活を可及的速やかに施行して戴きたいというのであります。当日は初めに該陳情個所に対する当局の説明を聽しましたところこの陳情個所は鳥堀交番の横の小路でその裏に通じている旧道で既に地主と折衝の結果無償提供の承諾を得近く着工する予定であり、総延長はまだ測量してないが、巾員を六尺とする計画を樹てておるようであります。ところで委員会といたしましては陳情の主意に応えるにも一応現場踏査の必要を認め翌十九日は現場の実地調査を行い二十日も再び委員会を開催現場視察の結果につき検討いたしましたところ、同個所は旧道巾員二尺余の道路が僅かにその根跡を止めている現状にあるが本道路の復旧拡張によってはその利用価値も増大し、附近住民の福祉は勿論のこと周辺の繁栄に極めて重要な役割を果たすものと思料されるのであり又これが復旧費についても多額の経費を必要とせず、之が施行は十分可能なりとの当局の意向を信頼いたし、結論として本陳情については満場一致でこれを採択決定いたした次第であります。宜しく皆様方の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の報告に対して貭疑に入ります。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

貭疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論もないようでありますので、討論省略採決に入ります。日程第十四、鳥堀区旧道路復活方の陳情については委員長の報告通り採択することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採択することに可決、決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十五、道路使用店舖の存置方の陳情についてを議題といたし、建設委員会における審査の経過並びに結果の報告をお願い致します。

○新垣松助君

只今、議題となりました日程第十五の道路使用店鋪の存置方の陳情について御報告いたします。本陳情につきましては市会議規則第五十九条によりまして、本委員会に付託されましたもので、今月二十八日委員会を開催　委員十名出席のもとに、主管部課長の出席を求めまして、審査を行なったのであります。本陳情の概要を申し上げますと、私達はガーブ川店鋪組合に加入し去る二月七日の浸水騒ぎで水上店鋪撤去反対に連署陳情いたしました。しかしながらそれは水上店鋪の撤去と同時に、私達店鋪も撤去されるものとして、誤解して反対したのであります。私達は那覇市道路使用条例により、市当局から道路使用許可を受け今日まで、営業を続けてきましたが、この度浸水の原因となっている水上店鋪と同様視されることは心外であり、私達と何等の関係もないので、この度水上店鋪組合を脱退したのであります。重ねて申上げるが、私達は市から道路使用の許可を受け、建物についても、市の指導によって造ったものであって水上店鋪とは全然別個に取扱うべき性質のものであると考えます。勿論都市の美化並びに衛生面につきましては、私達も物心両面から大いに御協力をいたしたいと考えておりますので、何卒市御当局においても私達の意を汲んで頂き、十分に御検討の上早急に護岸を完備すると共に、私達小売業者の生活を保護する意味からも親心をもって、屋台だけは存置して頂くようにお願いすると斯様に申しておるのであります。御承知のとおり、本陳情は去る二月七日のガーブ川水上店鋪撤去決議の問題とも関連する点もあり、委員間に相当活溌なる論議が展開せられたのであります。即ち道路使用許可を受けている人員並びに屋台の建築許可の条件についてであります。之に対する当局の答弁によりますと許可を受けた者が二四〇名で、都計亊業を実施する場合は立退くという条件のようであり一方將来の都市計画上から本道路に対する計画について説明を聽しましたところ都計が実施された場合は河川は掩蓋工亊を施することにより十一間道路の計画であるので、將来屋台店は立退かねばならないというのであります。しかしながら、之が本格的工亊を施行する場合においては、相当莫大な経費を必要とするため、当分恒久的本工亊の施行は不可能であり、議会で水上店鋪の撤去を決議されているにしても果して川沿いの屋台店を水上店鋪と同時に撤去するか或は存置するかは十分調査の上でないと即答は出来ない。目下建設部長が上京中であり帰庁次第部課長会議を開いて、愼重に検討を加えたいというのであります。ところで、当委員会の委員間におきましても、一応都計の出来るまでの暫定措置としても、存置せしめる亊が穏当であるとの意見に対し、之が存置について簡単に結論づける場合においては目下撤去決議までいたしました河川上の店鋪は勿論のこと今後の護岸その他の工亊施行の場合において支障を来たし、更に問題をむしかえし徒らに紛糾を来たすのみであるとの意見があり結局全員の総意により、審査の愼重を期する意味において、一応現場視察を行うことにいたしたのであります。越えて二十日委員会を開催し引続き審査を行ったのであります。視察の結果からいたしますと、道路使用は条例に基いて正式に認可になったものと思料されるのでありますが、本河川は、終戦後において、巾員を広くしたため、関係地主からその河川に取られた部分の土地の返還要求に迫られた結果その代償として屋台店を建築する許可を与えることを条件として今日の屋台店が建築されており従って屋台を撤去させる場合は、市の方で補償しなければならないというのであります。結局本陳情については水上店舖と切り離し暫定措置としては存置せしめるが、將来都計工亊を施工する場合は協力して立退くこと、とし更に河川の浚渫の場合、河川内の杭は自発的に取除かすという二つの条件を附し、採択すべきが最も妥当な措置であると考えるのでありますが、遠からずして都市計画に関連する重大な問題であり、之の一時的処理は、いずれの日か、又々紛糾の種となるのであります。従いまして、これにつきましては、あくまでもその基本策を樹立すべきが、先決問題であり、そのためには是に対する対策委員会の設置をなし世論の上に立って更に愼重に検討することにいたし、一応本陳情については、保留のまま、継続審査をすることに相成った次第であります。簡単ではありますが、中間報告といたします。

○議長（高良一君）

議長からお諮りいたします。只今の委員長からの報告は中間報告となっております。引続き建設委員会において、議会閉会中における継続審議なさしめる亊に御意義ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め、本陳情につきましては再付討の上議会閉会中の継続審査をなさしめる亊に決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

日程第十六、那覇市十区琉球銀行松尾支店北側横丁より十区十五組に至る道路改修方の陳情についてを議題といたし、建設委員会における審査の経過並びに結果の報告を求めます。

○新垣松助君

只今議題となりました日程第十六の那覇市十区琉球銀行松尾支店北側（横丁）より十区十五組に至る道路改修方の陳情について、当建設委員会における審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本陳情につきましては去る三月十五日会議規則第五十九条にもとずき、議長から本委員会に付託になったものであります。本陳情の概要を申上げますと、該道路は終戦後一度も改修されたことなく、巾員が狭小であり、高低が著しく且つ欠壊した石垣の残骸が道路面に突出し、馬車の通行は愚か、雨期に至っては歩行も困難であり、加うるに汚水は氾濫し、衛生上極めて憂慮すべき状態にあり更に本道路は久茂地小学校への通路であり万一この附近に火災が発生した場合消防車の迂回を余儀なくされることにより愈々本道路の早期改修を通感するものであります。よって現状を御調査の上、他に優先して、適当な改修工亊をして頂きたいとのことであります。よって当委員会は本月十八日委員十名出席のもとに主管部課長の出席を求め、その審査を行ったのであります。最初に当局の調査結果について説明を求めましたところ、該道路の現状は延長四七四米、巾員二米乃至四米あり、之が暫定的改修改修をなすとせば、約六十五万円を要する見込みであるが、遺憾ながら、現戝政をもって是が捻出は不可態であります。該個所は二、三年前にも改修して貰いたいとの話があり、当局としては戝政不如意の折とて、用地買收してまで、改修する必要はないとの理由で今までやってなかったということでありますが、地主が土地を無償提供するのであれば、来年度予算で計上して施行したいとのことであります。そこで各委員から現場視察をして結論を出したいとの意見がありましたので、当日の委員会を閉じ、翌十九日は現場を実地調査いたし、越えて二十日再び委員会を開催現場視察の結果について各委員間に活溌なる貭疑討論が展開せられたのでありますが、要するに、本道路は都市計画路線たるむつみ橋前道路と一号線を結ぶ幹線道路に至る支線であり、將来における附近住民の交通路として、いずれ本格的改修工亊を施行されるべきものと思料されるのであるが、現戝政をもって、これが早期改修は買收補償等幾多の困難が予想されるのであります。去りとて、これをこのまま、放置するにおいては、学童の通学は勿論衛生上の見地よりして、誠に憂慮に堪えない次第であり、戝政の許す限り、整地工亊なりと施行すべきが適切なる処置と考えるのであります。結論といたしまして、本委員会といたしましては、之が本格的改修の早期実現を要望し、尤も重要な十区十五組の道路の分丈を施行させること、山形屋南側横路地は、地価が莫大なため、地主との妥協を見出すのが、むずかしくよって地主との接衝解決を得るまでは相当な日時を要するので、取敢えず、同区十五組の分が先決であると思うので、同工亊を早急にやって貰うよう全会一致これを採択することにいたしたのであります。以上簡単に審査の経過並びに結果を御報告し、御手許にお配りしてある審査報告のとおり各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

本件について貭議に入ります。

（「貭議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

貭疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では討論省略直ちに採決に入ります。日程第十六、那覇市十区琉球銀行松尾支店北側横丁より十区十五組に至る道路改修方の陳情については委員長の報告通り採択する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採択する亊に可決々定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十七、六区排水路補修早期実現方に関する陳情についてを議題と致し建設委員会に於ける審査の経過並びに結果に就いて報告を願います。

○新垣松助君

　只今議題になりました日程第十七の六区排水路補修早期実現方に関する陳情について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告致します。

本陳情につきましては去る三月十九日会議規則第五十九条の規定に基き本委員会に付託なりましたもので本陳情の概要を申上げますと六区十九組の一帯は底地の為毎年降雨期になると浸水し附近住民は全く不衛生極まる濕地帶の中に放置されると云う現状に於かられて常日頃から心痛致している訳でありまして同地域は終戦後今日に至る迄何等の対策も講じられてないので何とかこの際恒久的な排水路を施設して戴き度いというのであります。依って当委員会は去る三月十九日委員会を開催審査の慎重を期すべく現場を調査し翌二十日再び委員会を開催委員十三名出席の許に主管部課長の出席を求めてその審査を行ったのであります。

審査に当り当局の調査結果について説明を求めましたところ、目下の所予算を皺寄せすれば該排水路の工亊費位は何とか捻出できると思うので年度内に工亊を施行したいと云う亊であります。そこでその施工方法について貭しましたところ、セメントの排水路にして長さ約百米工亊費十六万円程度を捻出して年度内に施行出来るとの亊であります。結論として委員会では陳情趣旨に応えて善処すると云う当局の確心ある御答弁を信頼し早急に之が施行方を実現して貰う様要望し萬場一致本陳情を採択致した次第であります。簡單ではありますが以上御報告申上げて皆様の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に就いて貭疑に入ります。

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では貭疑を省畧討論に入ります。

（「討論なし」「意見なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論もなければ討論省畧採決に入ります。日程第十七、六区排水路補修早期実現方に関する陳情については委員長報告通り採択する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採択する亊に可決々定致します。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第十八バスターミナル用地内の市有地譲渡方に関する陳情についてを議題と致し建設委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を求めます。

○新垣松助君

　只今議題となりました日程第十八の「バスターミナル用地内の市有地讓渡方に関する陳情について」本委員会の審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本件につきましては会議規則第五十九条に依り昨年九月二十七日に本委員会に付託されたものでありますがこの陳情の内容が余りにも復雑であり市の計画亊業とも関連し殊に市有地の讓渡ということについては慎重を要するので審査を保留致してあったのであります。その間市長の選挙や那覇、真和志の合併それに次ぐ補充選挙等があり市当局に於いても議会に於いても多忙を極め今日に至ったのであります。

先ず本陳情につきましては恒久バスターミナル用地として那覇市下泉町に四千余坪を決定しバスターミナルの建設及び建設費の復金起債について一九五六年四月六日の第十回議会本会議に於いて議決されたのでありますが当時の市長当間重剛氏が行政主席に任命されるに及び立消えとなりその後更に政治状勢の変動により実施不可能の状態と成ったのでありますが業者に於いてはバス亊業の公益性とその企業経営の立場からこの問題を那覇市一任の侭に放任出来ないとしてバスターミナル用地内の市有地（一、〇八八坪）を会社側に讓渡して戴きたいと云うのであります。

この陳情に関しては既に一九五六年四月の第十回議会に於いて議決により財源獲得の主旨を以って那覇市に於いて施設一切を施行する計画であって市有地用地の讓渡は重要問題であり斯様な問題を建設委員会のみにて審議する亊は穏当でなく然も本問題は既に財政面の問題が主眠となっている以上建設委員会で審議すべきでないという意見もあるが一応建設委員会に付託になった関係上ある程度の目途は付けるべきが妥当であり委員会としての責任であるとする意見もあって結局本陳情につきましては総務財政委員会と合同委員会を以って審議すべきか尤も適切なる方針あるとの全委員の一致を見御手許に配布致してあります。審査結果の報告通り決定いたしたのであります。以上各位御賛同を得て審査の慎重を期したいと考える次第であります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告について貭疑に入ります。

○平良真次郎君

このバスターミナル設置問題は以前から複雑怪奇を極めている様に新聞紙上で見ております。本陳情にあります一千八十八坪と云うのは市有地には相違ないがこの市有地は如何なる意味の市有地であるか、所謂市有財産台帳に依るものであるが、区画整理に依る市有地であるかどうか又本問題に就いては以前から議会の議決に依って那覇市が施行すると云う意思表示がありましたがその後バス協會側に任すと云う新聞報道もあって未だに双方共着手出来ない状態に至っている訳であります。この点に就きましてバス業者勿論政府としても相当是に対して関心を寄せられております関係上そう云った外交折衝も兼ねて本問題に対する基本線を打出して頂きたいと思います　そうする亊に依ってしかこの問題は解決しない例えば單に市有地を分譲する亊に依ってこれが出来るかどうか又將来の都計の面からも或いは市の財源確保の面からも如何にすれば良いかと云う亊を当局と委員会と良く連繋を取りその基本方針を打出して貰いたいと思います。以上お訊ね致します。

○新垣松助君

この市有地とは元甲辰学校の跡でありましてその坪数が一千八十八坪であったかどうかと云う亊迄は調査致しておりません。

○平良真次郎君

私が当局から聞いた範囲では此處は替費地になっていると思いますが・・・・・・。

○新垣松助君

失礼致しました其處は替費地でありますので訂正致します。

○宮里敏慶君

バスターミナルは当間市長時代議会の議決に依り那覇市が建設してバス業者に貸与すると云う風になっておりましたがその点お訊ね致します。

○市長（兼次佐一君）

幸い合同委員会を持たれて御検討して頂ければ非常に結構だと思いますが折角の御貭疑でございますのでお答え致します。委員長の御報告にもありました様に既に第十回那覇市会に於いて市営バスターミナルを建設すると云う議決が為されその亊業資金を起債に仰いで亊業計画は立てられ起債の申請も行われていたかに承っているのであります。然し乍ら今日の情況から致しましてあの替費地一千余坪を買収するに致しましても約一千四、五百万円を見込まなければならず、従いまして市有地を現物出資として当市の立場で是を経営して行く場合にも他の面から財源を一千四五百万円持って行かなければならない点尚又その実現迄には相当の期間を要しますので那覇市の都計亊業の上から行きましても更に陸上運輸業の面から行きましても現在夫々の業者が非常に支障を来たし不便を感じていると云う実情から致しまして是を那覇市の経営にして行くと云う亊は今の所考えていないのであります。この際ハッキリ市長としての最後案ではありませんが現在考えている心境を申上げますならば理想としては陸上運輸海上運輸その他公共的な施設と云うものは須らく公営に移すべきであると考えている次第であります。然し現実の面から致しますならばそれは実に至難な問題でございまして今申上げている所のあのバスターミナルの市独自の経営と云う亊は至難な亊だと考えているのであります。從いましてあの替費地の地主の問題でございますが全地主に対して早く区画整理並に都計を竣工してその福祉を増進する点から申しますならば替費地は替費地としての処分を為しそして個人に依って経営を為しめて行く方が早く都計の上からも今色々な支障を受けている陸運業者の不便も解消せられるのではないかと云う見解に立っております。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

では貭疑打切り討論に入ります。

（「討論なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

ではお諮り致します。本件に就きましては只今の委員長報告にもありました通りこの問題は重要であると同時に総務財政委員会の所管事項でもあります関係上総務、建設、両委員会に依る合同委員会で以って議会閉会中に於ける継續審議を行いたいと云う亊でありますが左様取計らう亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認めます。依って左様決定致します。

○議長（高良一君）

次日程第十九那覇市八区十二組の排水路施工方の陳情についてを議題と致し建設委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を願います。

○新垣松助君

只今議題になりました日程第十九の「那覇市八区十二組排水路施行方の陳情について」当建設委員会の審査の結果並びに経過について御報告致します。

本陳情につきましては去る三月二十四日会議規則第五十九条の規定に基き本委員会に付託されたものであります。依って二十八日委員会を開催委員十三名出席の許に主管部課長の出席を求めその審査を行ったのであります。

審査に入る前に当局の説明を聽しました所該陳情個所は調査の結果排水路とも言えない極めて小さい溝でありますが、その侭放置する訳にいかないので附近住民の陳情趣旨に応じ適切なる排水路の工亊施行をすべく目下の所主管課に於いて延長が約三〇米、巾一尺として設計計画中であり之が済み次第地主と折衝の上早急に着工する予定の様で、これが工亊費についても維持修繕費より捻出出来るとの亊でありますので当委員会と致しましては当局のこの確信ある御答弁を信頼し早急に之が施行方を実現して貰様要望し満場一致本陳情を採択致した次第であります。

簡單ではありますが以上御報告申上げ皆様の御賛同を得たいのであります。

○議長（高良一君）

只今の委員長報告に就いて貭疑に入ります。

（貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

貭疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

討論もなければ討論省畧直ちに採決に入ります。

日程第十九那覇市八区十二組排水路施工方の陳情については委員長の報告通り採択する亊に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め採択する亊に可決々定致します。





決議案　第五号

那覇市の戦災復興事業に対する日本政府の援助要請決議（案）

沖縄は去る太平洋戦争で全島が激戦場となり、すべてが灰燼に帰した。剰え全県民の祖國復帰の悲願も空しく、対日講和条約第三條によって戦後十四年、今猶米軍の占領下におかれている。

この間、沖縄の政治・経済の中心たる那覇市に於いては、歴代市長の下戦災の復興に鋭意努力を続けてきたが、その費用は殆ど市の自己財源と琉球銀行からの借入れによって賄われている状態である。

もとより沖縄においても一九五六年に都市計画法が漸く策定、実施をみるに到ったが、これは祖國における戦災復興関係諸法規と異なり政府の財施負担については何等の明文もなく、從って米軍及び琉球政府から隨時与えられる補助金も殆ど恩恵的なもので、政情の変化によってはいつでも停止される不安定な性質をもつものである。

この様な現状は、経費の殆どを依存財源に求めねばならない那覇市の復興事業の将来に大きな不安を投げ与えている。

このように戦中・戦後を通じて最大の犠牲を強いられ、複雑な政情下に惱んでいる沖縄に対しては、日本政府に於いても積極的な施策を講じ、本土に於ける現行戦災復興諸法規に準じて可能な限りの財政的援助を与えられるよう要請致します。

一九五八年三月二十九日
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◯議長（高良一君）

次日程第二十、那覇市の戦災復興亊業に対する日本政府の援助要請決議案十番議員仲尾次盛夏他十四名提出決議案第五号を議題と致し提案理由の説明を求めます。

◯真栄田義晃君

それでは私から提案趣旨の御説明を申上げます。その前に本決議案をプリントにして御手許に配付致してございますので一応朗読致します。

　沖縄は去る太平洋戦争で全島が激戦場となり、すべてが灰燼に帰した。剰え全県民の祖国復帰の悲願も空しく、対日講和条約第三条によって戦後十四年、今猶米軍の占領下におかれている。

この間、沖縄の政治、経済の中心たる那覇市に於いては、歴代市長の下戦災の復興に鋭意努力を続けてきたが、その費用は殆ど市の自己財源と琉球銀行からの借入れによって賄われている状態である。

もとより沖縄においても一九五六年に都市計画法が漸く策定、実施をみるに到ったが、これは祖国における戦災復興関係諸法規と異り政府の財政負担については何等の明文もなく、従って米軍及び琉球政府から隨時與えられる補助金も殆んど恩恵的なもので、政情の変化によってはいつでも停止される不安定な性質をもつものである。この様な現状は経費の殆んどを依存財源に求めねばならない那覇市の復興亊業の将来に大きな不安を投げ与えている。

このように戦中、戦後を通じて最大の犠牲を強いられ、復雑な政情下に悩んでいる沖縄に対しては、日本政府に於いても積極的な施策を講じ、本土に於ける現行戦災復興諸法規に準じて可能な限りの財政的援助を與えられるよう要請致します。

以上でございますが、更に補足説明させて頂きます。

周知の通り那覇市の都市計画亊業はその總経費三十五億円を要するものと推定されており、この様な莫大な経費を自己財源のみで捻出する亊は不可能に近い状况であります。

　良く起債と云う亊が云われておりますが、財源を起債に求めるにしても、現在の経常的財源約八千万円から経常経費六千万円是から今日迄借入れした一億六千万円の平均年間償還額一千百万円を差引いた残り約一千百万円を償還充当財源として新規起債を起すとしても後一億四千万円を借りるのにギリギリ一杯の那覇市の財政状態であります。

従って都市計画亊業の将来は償還を要しない補助金に俟たなければならないと思います。然し乍ら本文にもあります様に現在施行されている都市計画法には政府の経費負担率が明文化されていないのであります。又政府收入の減少に依って去年度二十八億円だったのが、二十六億円台の予算を組む亊も困難視されている現状では、例え財政的裏付けを明文化させたにしても多くを期待する亊は実際上無理であります。又軍補助金にしても何等義務付けされない恩恵的なものとして政情の如何に依って何日でもたち切られる不安定な性貭のものであります。斯う云う要因が重なって都市計画亊業の将来の見通しは全く暗夜に手探りで進む様なものであります。

飜って日本々土の情况を見るに終戦直後からその経費の五割を政府負担とすると、明文化した都市計画法に依って着々と亊業は進められて来ており、都市の戦災復興亊業が今年度で一応完了する段階に来ております。又一九五三年十二月に祖国復帰した大島の名瀬では大島復興特別措置法に依ってその九割は国庫負担残り一割の半分を県で負担して戦災復興亊業が現に進められているのであります。是は誰が行政の首長になろうが、法に依って政府に義務付けられているのは云うまでもない亊であります。是を現在の沖縄と比べると実に雲泥の開きがあり、その原因は一つに掛って沖縄が祖国と絶ち切られ、米軍の統治下に置かれている亊にあり、その責任は日本政府も持たねばならないと思います。

勿論統治の直接の責任を持つ米軍も日本と同様に住民福祉の責任を負わねばならないが、現地軍側と住民側丈の折衝では実際には幾多の問題解決は困難視されている今日の状態であります。幸い今度の立法院でも各派共対外的な要求については一本化すべきであると云う風に意見が纒まっており、又土地問題を初め経済援助の問題でもどしどし日本政府の尻を叩いて行かなければならないと云う点では殆んど意見が一致している状態で戦災復興にしても琉球政府や米軍からの補助金獲得が実際上その見通しが困難であり、例え出来たにしてもそこには自ら限度がある以上沖縄をこの様な状態に為さしめた日本政府にその責任の一端を持たしめる亊は当然の亊であると考え、本決議案を提出した様な次第であります。

　尚この決議案の宛先は衆参両院日本政府殿となっておりますが、勿論この決議案を送付する場合には衆院、参院、日本政府三つに同文の内容で送りたいと云う風に考えております。

◯議長（高良一君）

只今の説明に対して貭疑に入ります。

◯森田孟松君

提案者にお伺い致します。本員もその趣旨に於いて大いに賛成であります。所が財政援助の要請決議でありますので那覇市議会の意思表示と云う亊になりまして、別に法的な立場から日本政府や衆参両院に要求するのでもない、ただ意思表示で良いんじゃないかと思いますが、今一応那覇市会としての権威と云う面から見ました場合に、直接平和条約第三条に依って日本から切離された所の沖縄の地方自治体が日本政府或いは衆参両院に対して斯う云う亊をやった場合にどうなるか、所謂議会の権威を保つのにこの方法が良いのかをよく検討して見たいと思う。それとも琉球政府或いは立法院を通じて、沖縄県と言う大局的立場から取上げて総合的にまとめて斯う云う手を打たせて貰い、それでも尚それが出来ない場合、我々は祖国の方に我武者羅に走ると云う意味に於いて斯う云う方面に走って行った方が良いと本員は考えております。

その理由は大統領行政命令第二節には国防長官が沖縄の内面的な政治の全責任を負うと云う風に謳われております。そう云うものも睨み合せて考えた場合、議会の名に於いて斯う云う要請決議を直ぐ様日本政府に持ち出すのと、一応は順序を踏んで、琉球政府並びに立法院に対し、那覇市会に於いては日本政府に対して斯う云う様な、アメリカでは埒があかんから陳情をして貰いたいと云う風な方法で取上げさせる様にしたい。日本としても沖縄を戦前同様県として取扱っているのであって那覇市丈をそう云う風に取扱って頂けるかどうか、それが出来れば、尚結構でありますが、この面の認識を吾々は明確にすべきであると思います。

以上申上げた見解に対して提案者としては如何なる御見解であるか承りたいと思います。

○真栄田義晃君

その点に就いては本員もこの決議案を作成する時一応考えたのであります。それで今度の場合は大統領行政命令第二節に依り、対外的な責任はアメリカが持つと云う亊になっているのであります。

然し乍ら私達は飽く迄も日本国民であります。第三条の暫定条項に依って今はアメリカの統治下にあるとは云え、私達は日本国民であるからして、米国統治下にある日本国民の陳情として仮令アメリカが対内的な責任を持つと云っても、現実に祖国に於いては、戦災復興関係の諸法規に依って着々として都市復興は進展している状態にあるのに較べて、アメリカが対内的な責任を持っているとは云うものの、那覇市に於いては、先程も申上げました様に自己財源と琉球銀行からの借入れだけを以ってしては遅々として進展しないに加えて瀬長市長就任以来銀行融資はストップされて諸亊業は一向に進展せず、停頓している状態であります。斯う云う事態は日本政府が日本国民である我々沖縄人をアメリカの統治下に置いている所に日本政府としての責任はあろうと云うので、日本国民として祖国政府に陳情しようと云う亊であり、その点別に差支えはないと思います。

それから対外的な問題は政府に於いて決められた機関に依って為すべきであると云う亊でありますが、その点に就きましては一つの前例と致しまして講和条約発効前の見舞金に致しましても土地總連合会或いは立法院議員の方々の日本政府へ折衝した力に依りまして現実の問題として十一億円も獲得されているのであり、又最近の例を申上げますと、社大党の安里積千代氏が日本政府の岸總理に会われ、土地問題解決或いは祖国復帰の問題についても日本政府の方でやって貰いたいと云う亊が新聞報道に出ております。そう云った前例からして自ら帰を一にする亊項でありますので我々の議会の意思表示としてやる亊は別に支障はないと思います。更に立法院を通じて考えられないかと云う亊でありますが、実に結構な亊だと思います。私達は更にこの決議案の趣旨に従って立法院にも働きかける様努力したいし又その様に議員諸公もやって頂きたいと考えております。

◯高良清二君

只今の発議者の説明の中に先程森田議員の貭疑に答えて、只今の要請を陳情として日本政府にやると云う亊でありますが、是は陳情として出すのであるか、或いは要請であるのか。

◯真栄田義晃君

要請としてであります。

◯高良清二君

先程の森田議員の質疑と重複するかも判りませんが、もう一応御説明願います。森田議員は大統領行政命令の第二節と第三節の説明をしておられる様でありますが、第七章雑則の三五条で琉球政府は外交亊務を行う亊が出来ないと云う風になっており、是は一つの地方自治体の行政亊務と解決されますが、その点如何にお考えでありますか、お訊ね致します。

◯真栄田義晃君

先程も申上げました様に我々は日本国民として外国の統治下にある日本国民として当然我々の福祉の問題に就いて祖国政府に要求する権利はあると、先程の実例所謂講和発効前の災害補償や立法院議員の方々が折衝した四原則の貫徹、祖国復帰の折衝等も外交折衝に属するものではないかと考えておりますし、建設部長も只今日本に行って戦災復興援助の折衝に行っておりますが、是は市当局だけに為さしめるのではなしに市議会もそう云う意思であると云う亊を表明すれば非常に力強いと思います。

◯平良真次郎君

現在の米国民政府から補助金並びに銀行融資の再開を諮る問題と戦災復興に対する日本政府への援助要請の二つの問題が出まして、どちらが従か、どちらが主かと云う亊が今度の議会でも色々貭疑が出ている様でありますが、特にこの問題に就いて本員非常に遺憾に思うのは現段階に於いては何れが従で何れが主であると云う亊は当らないし、又そう考えてはいけないと思うのであります。特に現状に於いて兼次市長も超党派で行くと云う線を打出しているし、斯かる意味から融資の再開並びに補助金の交付方について、この二つをひっくるめて提案して貰った方がより筋が通るしより効果的であり、既に議会に於いてもそう云った努力を続けているようでございますが、特にそう云う様な問題に就きましては、両方提案した方が却って良いんじやないか、もし提案しないでやろうとするならば、市長並びに議会の正副議長並びに議員の方々が共にこの融資の再開、補助金について合同折衝でもして両方相俟ってやる心算であるかどうか、その辺の所に就いて提案者にお訊ね致します。

◯真栄田義昇晃君

軍補助金融資の再開に就いても手段としては賛成であります。軍補助金の獲得この問題に於いても、勿論是を出したからと云って軍補助金の再開或いは復金融資の再開に就いてはどうでも良いと云う様な考えはないのであります。だからこの件に就いても議案として提出したかったのでありますが、是はこの決議案を出す場合に間に合わず、意思は充分持っておりますし、此処で直ちに二つ一緒に出した方が良いと云う皆さんの御意思であれば各位にお諮りして復金融資の再開、軍補助金の交付方についても決議案を直ちに此処で提出したいと云う風に考えております。

◯森田孟松君

この決議案の取扱い方でありますが、那覇市議会と云う所謂地方自治体の名に於いて要請するのでありますが、我々が要請するのであれば、如何なる妨害があっても乗り越えてやる丈の法的根拠がなければいけないと思います。と云ってこの要請が大統領行政命令に依って制約されておると云う風に本員消極的に考えている訳ではありませんが、議会の権威を保持すると云う意味で今少しその方面を研究し、一旦決議した以上は日本政府或いは衆参両院に対し我々議会の意思が充分披瀝出来る様な方法を取らないと後で何処に行ったか判らないと云う亊になりますと困りますので、先程の平良議員の御意見とも絡み合せて更に良く研究した後に提案して頂ければ幸いだと思いますが提案者としては必ず今期議会に於いて本決議案を処理なさろうと云うお考えであるか、その点お伺い致します。

◯真栄田義晃君

今の貭疑の中で議決が何処に行ったか判らないと云う亊態に陥ってはと云う亊を仰言っておりますが、我々議会がこの意思を表明することに依り、日本国民として当然向うにこの意思を伝達した場合その文書を何処かで押えられると云う・・・・

（「イヤ、そう云う意味ではありません」と呼ぶ者あり）

（「進行」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

ではこの辺で貭疑を打ち切り討論に入りたいと思いますが、左様取計らう事に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり　多数）

◯議長（高良一君）

御異議ないと認めます。依って貭疑を打切り只今から討論に入ります。

◯浦崎康華君

私は本案に対しまして賛成であります。従来土地問題に対しましても、日本政府に要望し、只今説明された様に十億円からの見舞金を頂戴したのであり、是も折衝ではなしに御願いであります。お願いであるから只今御心配の様な行政命令に触れるのではないかと云う様な心配はないと存じます。幸いに議会から十名の方々が上京されますのでこの機会にこの方々はこの文書を携えて日本政府並に衆参両院に行き、口頭でも趣旨を申出てお願いした方が得策であり、時宜に適したものと考え、原案に賛成する次第であります。只茲に文書の一部をお願い出来ればこの「於かれている状態である」「もつものである」「與えている」と云った様な字句を今少し丁寧に要請致しますと云う文句に釣り合う様にそれから「今尚米軍の占領下に於かれている」と云う所は「於かれています」「状態である」を「状態であります」それから「不安定な性質を持つものである」を「持つものであります」それから投げ與えている」と云う所を「投げ與えています」と云う様に文書を統一し相手に尊敬の意を表する意味でその不備を修正致しまして文案に対しては賛成であります。

◯平良真次郎君

本件に就きまして灰燼に帰した幾多の都市と共に我が那覇市も是非共早急に復興しなければならない亊は当然の亊でありますが、特にこの場合、現在行政権を持っております米軍当局に要請して居る現状からみました場合、昨年の政府に対する補助金が約一億万円、五十九年度に対する補助金が一億二千万円と云う風に報道されており、その他臨時に特別補助金を以って現在の政府は賄っていると云う状態である亊は議員各位も御承知の通りであります。そう云った様な立場に立ちまして、私達は日本政府に対する補助を申請する亊、或いはアメリカ政府に現状を訴えて都市計画の推進を図る為の陳情をすると云うのはその趣旨に於いて何等相反するものではなく、寧ろそう云った様に本土政府に我々議会の意思と云うものをハッキリと訴えてこれが解決を図らなければいけないと云う見解に立つものであります。特に今先浦崎議員からもお話がありました様に日本に百七十億の講和発効前見舞金を請求したのであります。是は皆さんも御存知の通り賠償請求でございます。所が日本に於いては外交権、行政権がアメリカにあるので、結局講和条約とも関連するので賠償と云う亊は妥当でないと云う意味に於きまして見舞金として日本政府は十億円を與えた、この見舞金は現在の軍用地料の三億二千万円に相当しております。斯う云った様な政府から援助もあります。斯う云う風な亊についても、米国当局にその真意をハッキリ訴えればこの問題は別にこだわる必要はないし、立法員に於いてもその線に副ってあります。更に副主席は民政官に経済援助の要請をしている段階にありますので、特に斯う云う様な面に就いても那覇市が率先して行政主席、立法院に是を要請し、更に軍の了解を得ると共にこの決議を市民の意志許りでなく、全県民の意思として大きく考えてこの決議をして頂ければと思っております。そう云う意味に於きまして議会並びに当局に於きましても我々の考えを卒直に披瀝して頂いて特に正副議長にはお役目柄御苦労の亊とは思いますが、市長と共に我々議会の持つ考え方と云うものをハッキリ訴えて頂ければ必ずやこの問題も解決出来ると本員思料する次第であります。以上の見解に立ちまして那覇市民のイワユル都市計画の促進の為、本員としては只今申上げた様な要望を添えて賛成するものであります。

◯崎山喜達君

本件は最も重要な問題であり、この問題が大統領の行政命令に規制されるかどうかは別として、本決議案を議決する亊の可否を検討する必要があると思います。且つて屋良教職員会長が山羊小屋、馬小屋校舍と云われた校舍問題について種々云々した為、米軍から色目で見られ乍ら尚、日本全国津々浦々を遊説して歩るき廻り、彼の日頃の行政手腕の許にその運動を展開したと云う前例もある亊であり、現に松根建設部長が日本の自民党或いは社会党に戦災復興の援助要請をしておるのであります。この際議会も当局とタイアップして要請する必要があると思います。

その意味に於いて本員もこの決議案に満腔の賛意を表する次第であります。

◯高良清二君

只今の崎山議員の御意見に対しましてその趣旨に就いては最上の協力をするものであり、その考え方に対しては本員も何等退けを取るものではありません。然し乍ら先程の森田議員の貭疑の中にもありました通り、外交権の禁止と云う亊もあり、市町村議会が簡単に議会の意思と云う亊で議決した場合、法令の中にあるにも拘わらず、議会で議決すると云うそのものに疑問をもつものでありますと申上げますのは、先程提案者にお訊ね致しました通り、行政外交亊務を行う亊が出来ないと云う禁止命令があり、琉球列島に対する外国及び国際機構としての交渉に就いては国防長官がその責任を負うと云う規定もありますので、今日直ちに是を議決すると云う亊はどうかと思います。

成程松根建設部長、屋良教職員会長の例も引用しておられますが、是は非公式に正副議長その他市長が日本に行き、政治折衛をすると云う亊に対しては何等差支えはないと思いますので、その方面で努力を払って、法的根拠をハッキリさせる迄今少しく研究し今是を議決すると云う亊に対して疑問を持つものであります。それでこの内容の審査陳情の方法等に就いて議長指名にするか、或いは委員会付託でも良いと思いますが、今少し検討する必要があるのではないかと云う意味で建設委員会或いは総務戝政委員会に付託して検討したいと本員思料いたしますので、左様お取計らい下さるよう動議を提案いたします。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

◯渡口麗秀君

只今の問題につきましては私も主旨としては大賛成であります。唯先程から森田議員によって、提案者に対して 、貭疑がかわされたのでありますが、この問題は法律上の問題、国際法上の問題もあるかと存じます。従ってそういう問題の解釈をはっきりさせた上で、慎重に取扱うべきだとそういうふうに本員は考えますので、直ちに議決ということでなくして、総務戝政委員会に付託して頂くよう提案いたします。

◯真栄田義晃君

法的にあまり捉われておるようでありますが、これは議会の意志として表明することは自由であらうと思います。我々はもう少し積極的に日本國民であるという自覚をもって外国の統治下にあっても、日本国民として、祖国政府に要請するというようなことは、これは自由ではないか、もう少し積極的な活動が望ましいのであり、立法院においても、対外的な問題について、決議をやったことは、幾度もあります。従って那覇市議会で、我々の意志を表明することは、何等差支えないというふうに考えております。

◯石原昌進君

この決議案について、総務戝政委員会に付託して、しばらく研究したいという御意見があるようでございます。那覇市の都市復興については、多年の那覇市当局並びに議会がその早期復興について、努して参った訳であります。従いましてこの決議案を次の議会まで延ばすということは、それだけ都市復興或は市民の期待に副い得ないものだと私は考えております。尚大統領行政命令を或は布告、布令を持ち出して、法的な面からいろいろつついているようでございますが、対外的な問題にいたしましても、那覇市議会がその意志を表明するということは、何ら差支えないことでございます。各議員からも意見が述べられておりましたが、講和発効前の見舞金にしても、更に政府補助その他いろいろな問題がつまり沖縄に対して、日本の法規の準用によって、援助が行われているわけでございます。この戦災都市の復興、補助金の要請につきましても、当然我々は議員として、その意志を表明しなくってはいけないというふうに考えております。従いましてこの決議案を同じ意味において、全会一致で採決して頂きたいとこう考えております。皆さんの御賛同を得たいと思います。

◯宮城実君

この決議案の趣旨は大変結構でございますが、高良議員がいわれたように、もう少し検討を要する点があるのではないかと思います。果してこういう決議をして、どれだけの効果があるかどうか、或いは客観的に判断する場合に果して、これが妥当であるかどうかは大きな疑問であります。吾々が対外的に意志表示する場合にもう少し慎重な態度をもって臨みたいと思います。吾々が善意をもってやった行動も、或いは逆にマイナスになる結果になることもあるのであります。市政は単なる議論や或は原則論の上から割出せるものではありません。あくまでも客観的に判断して、妥当の線を見つけるために総ゆる方法を講じなければなりません。こういう一片の決議案、或いは署名運動によって、問題が解決す程生やさしい沖縄の現状ではないということは既に皆さんが御承知のとおりであります。先般の報道によりますと、昭和三十三年度予算案に沖縄関係の費用として三億七千万の要求額として提案したのでありますが、たった六百万円、つまりＢ円の二百万円しか、承認されなかったのであります。斯ように日本政府は貧乏であり且つ又沖縄関係の要求額に対しましても、多くの問題を含くんでおります。かた一方においては貧乏だから都計亊業は依存財源でなければならないというので関係政府、つまり軍民両政府に対しましても、補助をくれと要望をし、それに対して片一方では補助をあげるといいながら、何等の反響もない、そういうふうなことをするのが果して妥当であるか如何か、もう少し議員諸公も慎重に検討して頂きたいと思うのであります。

◯森田孟松君

私の提案者に対する質問が提案者の方で私の意を解されていないように本員は考えますが、只今討論でありますので、自分の考えをもう少し申上げたいと思うのであります。さっき十六番さんですか、石原議員が云われたように、我々の那覇市会の意思を祖国政府に対しまして表明するということは結構であります。ところが、只、意志を表明して実を結ばなければ議会の権威にかかわるのであります。さっきから申上げているのは、そのことを申上げておるのであります。空手形ばかり打出して実を結ばないようなあり方ではいけない。これを打出した以上どうしても日本政府或いは日本の衆議員に、がむしゃらに折衝しまして我々の望むところの額を補助して頂くというところまで、この議会は責任をもたなくっちゃいけない。ただアルバルーンを打ち上げるのが議会の能じゃない。そういう意味において、議会の名において決議するという亊は、深く考えて頂かなくちゃいけない。そういうような考えにたっての意見でありまして、趣旨においては大いに賛成であるが、この問題は大いに提案者の方でよくお考えになって頂きたいというのでありまして、趣旨に対しましては、全員が賛成だとこう思います。そういう意味で、今少し慎重にお考えになって頂きますように重ねて申上げる次第であります。

◯真栄田義晃君

積み重ねによってしか効果があらわれてこない。この効果がどれぐらいあるかという消極的な態度をとるんじゃなくって、やって効果が薄ければ更にもう一遍やる、こう云った努力の積重ね必要になる効果が薄いという亊は議案を撤回するとか、否決するというような理由にはならないんじゃないか、妥当な線がマイナスになるというようなことについては、私は解しかねるのであります。本件については一般の誰もが認めているものであります。意志に従ってやった亊が誰かの感情によって支配されるというようなことはないと思います。

◯仲松庸全君

この決議案につきまして保留という御意見も出ておりますが、御存知のように今の発言の中にもいろいろな前例がありましたし、又瀬長市長時代にもこの問題は日本政府に或は社会党、自民党にも折衝が続けられて希望がもてる段階に来ております。また国会でもこの問題が取上げられつつあります。更に松根建設部長もいって盛に活躍しているようでございます。この決議案を保留するということはその響きが、やはり日本政府にも及んだ場合は、折角の交渉も逆効果を来たすことがないとも限らないのであります。いろいろと苦しんでいる市民の意志を議会が表明するということと、私達議会の権威ということとは無関係であると思います。本当に言いたいことを云い、希望することを希望するという卒直な態度で、この決議案を一致した力でとおして頂きたいと心からお願いするものであります。そういうふうにお取計らい下さいますようにお願い申し上げます。

◯平良真次郎君

大分時間がたっておるようですが、この問題は重要な問題でありますので暫く十分位休憩いたしまして・・・・

◯大山盛幸君

市民の代表はこれで良いと思います。個人の立場において非公式にその筋に折衝するということは、今迄相当やってきて、今の議員の各位が述べられたとおりであります。議会の議決によってその筋に折衝することは先程から論じられており、むしろ慎重を期する意味においても、委員会に付託するということにして貰った方が良いじゃないかと思います。

（「賛成」「その方が良い」と呼ぶ者あり）

◯石原昌進君

採決を主張します。法的な問題を慎重に検討するという意見が出ているようであります。本員としては今回の議会において決議することによって当局から派遣されている松根建設部長の折衝に対する推進にもなるし、尚更に我々那覇市民の戦災復興補助金を要求するという亊が日本政府にもはっきり判る訳でありまして、是非とも六月迄待たないで、今日議会で採決して通して頂きたい、こうお願いする訳であります。

◯議長（高良一君）

賛成、反対の両論が出ていますが、討論を打切り採決に入ります。只今の日程第二十の決議案について、二十五番議員（大山盛幸君）の動議のとおり、これは非常に慎重を要するので、今日は採決にもっていかずに総務戝政委員会にこれを付託することに御賛成の方挙手を願います。

◯議長（高良一君）

三十三名出席に対して二十一名多数御賛成のようであります。よって三十五番議員の動議のとおり、これを総務戝政委員会に付託することに決定いたします。

◯崎山喜達君

この問題に対して慎重を期するということをいわれていますが、この慎重という問題がはっきりするのは何時頃ですか、次の議会になる訳ですか。

◯議長（高良一君）

多数決で決まりましたから、総務戝政委員会に付託してあります。それを御諒承願います。

（「議長早くやって貰いたい」と呼ぶ者あり）

◯議長（高良一君）

以上をもちまして今期議会に提出されました議案は全部審議終了いたしました。

◯森田孟松君

只今の問題ですが次の議会といった今のお話のように松根さんが上京していますので、出来たら議会を早目に招集して貰ってこの問題を採り上げて頂きたいと思います。

◯渡口麗秀君

この案件は都市計画亊業の戝源の確保という観点から、議会側から卒直に意見を申述べたのであります。それに対して市長さんのお答は例の特別補助の問題は確信があるというような答弁がしばしばあったのであります。しかし何時頃その特別補助は貰えるかという貭問に対しては、兼次市長は答弁を保留しておられます。この補助のうち特に東江臨時市長時代に口頭指令によって、工亊着工した分につきましてはこの六月に補助金がおりなければ才入欠陥になるおそれがありますので、議長と副議長、市長の三名で早急に補助金がおりるように関係当局に折衝したいというような考え方をもっておりますが、それについて皆様の御諒承を頂ければというふうに考えておりますが皆さんの御意見を承りたいと思います。

◯大山盛幸君

大賛成ではありますが、それは慎重に考えるべきだと思います。市長はこの補助金の問題は確信があると、はっきりといっているし、一応市長さんの諒解を得なければいけないと思います。失礼だが確信をもっているというその意味におきまして、一応市長の見解を伺います。

◯市長（兼次佐一君）

先の決議案の審議なかばにおきましても、軍から特別補助金と琉銀の融資の再開については同時に之をなすべきであるという意見が平良議員から出ております。更に只今三十番議員（渡口麗秀君）から正副議長、市長と共に特別補助融資再開について、そのうちで特に東江臨時市長時代に再開になった分の資金を六月までに出して貰うよう協力したいが市長はその協力を受けるかという意味の貭問のように伺っておりますが、誠に有難うございます。常に申上げておりますように今更理由が与えるか与えないかというのは子供っぽい話であります。積極的に市民のために指道鞭撻して貰い、そして特別補助金は勿論、琉銀の融資も日本政府からの補助も協力して頂くということは私の施政方針の中にもはっきり謳ってあるのでございます。従いまして私のお伴をいたしますから是非御両人共協力をして御願いに上って頂きたいと思います。最後に工亊の完成したものに対しては渉外部長から東江臨時市長に対して支出については口頭をもって指令しておいたから心配するな琉銀の立合いの上に施工届を出すようにという口頭での通知がなされており、従いまして確信の目途はますます強くなってまいりました。其の上に只今のように積極的に協力をして頂くという点からその確信というものが強くなったような気がいたしまして市長の立場からも、市民の立場からも、市会のこの厚意に対して感謝を申上げる次第であります。

◯議長（高良一君）

では閉会いたします前に市長の挨拶がございますから暫くの間ご静聴を願います。

◯市長（兼次佐一君）

去った二十四日招集致しました今回の定例議会は既に今日で八日間になっております。その間議員各位には本会議においても、亦委員会におきましても、真剣に慎重に提出議案は勿論今日まで持越しになっておられたところの幾多の案件つまり市民からの陳情書等に対して御審議を頂きましたことに対し衷心から敬意を表する次第であります。特に総務戝政委員会においては日曜日を返上して検討を加えるという真剣振りを発揮され、更にまた市当局といたしまして、充分なる資料と準備がなされていない点について、議員各位の指導鞭撻を与えて頂きました亊につきましては重ね重ね御礼を申上げる次第であります。特に今期の会期中におきましても、那覇市の今後の問題となっております準用河川更に水上家屋の撤廃について或は区画整理等について、日本々土の行政視察に九名の議員を派遣されることに決定いたしましたことは非常に心強く時宜に適した処置と感謝いたしておる次第でございます。日本に派遣される九名の議員各位に調査亊項の決定がなされていないようでありますので、調査をして頂くところの亊項を早速作成いたしまして、派遣される議員各位に御願い申上げたいと思います。従いまして渡日される議員の方々には厚かましいお願いになるかも知れませんが、市当局から、調査要項につきまして、パンフレットにして差上げたいと考えております。八日間の会期中和気藹々の裡に超党派的な立場に立たれまして、市民奉仕のために諸案件を検討下され処理して頂きましたことに対しまして御礼を申上げます。来るべき会期まで充分に英気を養って下さいましてまた定例議会をまつまでもなく或は臨時議会の招集をしなければならない亊態が来るかも存じませんので、その時まで各位御健康にご留意下さるよう御願い申し上げて閉会に当りまして御礼と感謝の意を表します。

◯議長（高良一君）

ではこれをもちまして第二十三回定例議会を閉じることにいたします。長期間に亘り有難うございました。

（午後五時四十二分　閉会）
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  	局長
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一、会議録署名人

一九五九年一月二十九日

二番議員　平良真次郎

一九五九年二月二日

四十三番議員　真栄田義晃

一九五九年二月四日

議長　高良一
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